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　こんな経験はないだろうか。
　女友達、いや母親でも姉妹でも、従い姉と妹こでも近所のおばさんでもいい。女性が嬉き々きとして「これカワイイよね！」と、疑問ではなく断言して聞いてくるものは、男の美意識と照らし合わせて判断すると「えー……」と思うものが大半だった、と言うようなことだ。
　もちろん、俺おれにもそういうことは多々ある。何につけても「カワイイ」を連呼するような相手は別として、たとえば柊ひいらぎがファッション系の雑誌とか見て「これ可愛かわいくない？」と聞いてくるものでも、即そく答とうしにくい場合が結構あったりする。
　何な故ぜこういうことが起きるのだろうか。単に個々人が持つ美意識の違ちがいと言われてしまえばそれまでだが、男同士だと目に留とまる美人というのに大差はない。
　ということは、男女の差に可愛らしさの差があるように思えてならないわけだ。
　こんな話を聞いたことがある。
 『可愛い』という感情は母性本能から湧わき出でるもの……らしい。それが何かしらの研究で確証を得られた結果による話なのか、はたまた根も葉もない都市伝説ばりの眉まゆ唾つばな話なのかはわからない。ただ、仮にそれが本当の話だとすれば、なるほど、女性が頻ひん繁ぱんにカワイイを連発している理由も理解できる。そして、男女の間で可愛らしさの基準に大きな隔へだたりがあるのも納なつ得とくだ。
　さて。
　俺は今、国際線の空港に来ていた。連れはいない。ただ一人、ロビーに設置されている椅い子すに腰こし掛かけて、缶かんコーヒーを片手に携けい帯たいのアプリゲームで暇ひまを潰つぶしていた。
　別に飛行機の出発を待っているわけではない。そもそも俺は学生という身分で、今日はまだ一週間が始まったばかりの月曜日である。明日も明後日も学校はあるので、国外脱だつ出しゆつできるほどの暇はない。逃にげ出したいと思うことはたまにあるが、それを実行に移すほどの時間も金もないのがやるせない。
「……遅おそいな」
　アプリゲームを一時中断し、待受画面に切り替かえて現在の時刻を確かく認にんしてみれば、すでに一八時になろうとしていた。聞かされていた帰国の飛行機が到とう着ちやくする時刻は、一七時三十五分だったはずだ。
　誰だれが？　と問われれば、先せん輩ぱいが、と答えよう。その先輩とは、学校の先輩ではない。俺が訳あって籍せきを置く、胡う散さん臭くさいことこの上ない萬よろ屋ずや探たん偵てい事務所という職場の先輩である。
　姓せいは荻おぎ窪くぼ、名は美み弥や子こ。今いる所員の中では、太た刀ち鞍くら零れいさんと並んで古くから事務所に籍を置く人だ。
　そんな人と俺は、神話や伝説に登場する神器のレプリカ品『リメイン・シリーズ』の回収と封ふう印いんをメイン業務に位置付けている萬屋探偵事務所で働くことになってから、一度として会ったことがない。
　というのも、荻窪さんは俺が萬屋で世話になるきっかけとなった事件のせいで海外に出張することになったらしく、その仕事は無事に片付けて、聞いた話だとそのままバカンスになだれ込んで悠ゆう々ゆう自じ適てきの生活を送っていた……とかなんとか。
　そしてようやく帰国の報があったのは、今日の夕方である。ひとつの事件が終わって一段落ついた頃ころ合あいを見計らったように電話連れん絡らくが入り、今日の夕方に──つまり一七時三十五分着の飛行機で──日本に到着する……と、直接荻窪さんと電話のやりとりをした柊は言っていた。
　そんな柊は、ちょいとばかり負傷しているので出で迎むかえは無理と言い、零さんは小学生の幼女を実家まで送り届けているので居ない。当然、事務所ビルの地下にあるラボで一日中引きこもっている所長が重い腰こしを上げるはずもなく、結果、俺一人でお出迎えとなったわけだ。
　何もバカンスで遊び歩いていた人の出迎えなんてしなくても……と思うのだが、どうやらリメイン・シリーズのひとつを持ち帰っているようだ。
　リメイン・シリーズは遊び歩いたついでに回収できる代しろ物ものとはとても思えないが、伝え聞いた話によれば、荻窪さんは事務所内で一番の稼かせぎ頭がしららしく、何事もそつなくこなし、非常識極きわまりない萬屋探偵事務所で何なに故ゆえに働いているのかさっぱりわからないほど優ゆう秀しゆうな逸いつ材ざい……とのこと。
　だからって休きゆ暇うか中にリメイン・シリーズを見つけて回収したって話も……いや、もしかすると休暇は建前で、本当は海外のリメイン・シリーズを探していたのだろうか。
　どうだろう？　本人に会ったことがないから、どうにも判断しにくいな。
　まぁ、そんなことを考えていたって無意味か。荻窪さんが本当は何を目的として今の今まで海外に居たのか、その裏に所長があれこれ暗あん躍やくしていたのか否いなかなんて、単にお出迎えに空港まで出てきた俺が考えたって無意味だ。
　問題なのは、俺は荻窪さんの顔を一度として見たことがない、ってことさ。向こうは俺のことを知ってるらしいが、それにしたって顔を知らない俺を出迎えに行かせるってのも無理がありすぎる。
　せめて特とく徴ちようらしい特徴を……と思って、柊に荻窪さんがどういう人なのかを聞いたときの記き憶おくを引っ張り出してみた。
　その返答はこうだ。
　──すっごいカッコイイ人よ。おまけに美人！
　どうやら柊には、見知らぬ人物像を言語で人にイメージさせる能力が皆かい無むのようだ。あまりにも抽ちゆう象しよ的うてきすぎて、何をどうイメージしていいのかさっぱりわからん。せめて著名人の誰だれ々だれに似てるとか、そういう返答を期待していたんだけどな。
　そういうわけで、話は冒ぼう頭とうまで遡さかのぼる。
　どうやら、遺伝子レベルで男女の間には可愛らしさの基準に隔たりがあるらしい。そりゃな、圧あつ倒とう的てきなインパクトのある芸術品とかなら話は別かもしれないが、こと人物において美意識の共通認にん識しきを持つのは難しいもんだと思う。
　事実、俺は行き交う人々の姿を眺ながめているが、美人なお姉さんがいるなーと思っていても、それが荻窪さんであるはずもなく、刻一刻と時間は過ぎていくばかりだった。
「んー……」
　荻窪さんは俺の携帯電話の番号を知ってるらしい。いったいどういうルートから人の携帯電話の番号を入手したのかわからんが、ともかく、到着したら向こうから連絡を入れてくれるってことになってる。
　けれどそれは、こちらから連絡する手段がない、ということに他ほかならない。
　改めて時間を確認すれば、飛行機到着予定時刻から三〇分は過ぎていた。到着の案内はあったのに、いつまで経たっても連絡がない。帰国の手続きあれこれをやってて手間取ってるとしても、これはいくらなんでも時間が掛かかりすぎだ。
　もしや乗る飛行機の連絡を間ま違ちがえたのか、あるいは連絡を受けた柊が聞き間違えたのか、はたまたちゃんと到着しているものの俺の携帯番号をやっぱり知らないのか……いろいろ考えられるが、俺ができることはたったひとつだけ。
　事務所に連絡を入れて、もう一度確認してみよう。
　そう考えて、携帯のディスプレイを眺めながら操作をし、事務所の電話をコールして顔を上げると──。
「……ん？」
　──目の前に、金きん髪ぱつ碧へき眼がんの少女が立っていた。
　まるで人形のように白く透すき通った肌はだに、あまり感情らしきものが感じられない表情から向けられる眼まな差ざしは、作り物らしい印象を強く与あたえてくる。
『はい、萬屋探偵事務所です』
　俺がつい、目の前の少女に見入っていると、耳に当てていた携帯から聞き慣れた声が響ひびいて現実に引き戻もどしてきた。
「あ……ああ、柊？　神かみ村むらだけど」
『あら、どうしたのよ。荻窪さんに会えた？』
「それが──」
　状じよう況きようを柊に説明しようとしたそのとき、目の前に立ちつくす少女が唐とう突とつに、そうすることがさも当然とばかりに俺の手を握にぎりしめてきた。
「は……？」
『ん、どしたの？』
　携帯のスピーカーから聞こえる柊の声。それと合わせるように動く、少女の口。ともすれば少女が喋しやべったかのように思えてしまうが、唇くちびるの動きから別のことを、あるいは別の国の言葉を口にしたのかもしれない。
　どちらにしろ、それはその直後に起きた。
　耳をつんざく爆ばく音おんに続いて、滑かつ走そう路ろを一望できる巨きよ大だいガラスが順次割れていく。さらに、爆風と思われる突とつ風ぷうが真っ正面から襲おそいかかり、少女の身体を俺に押おしつけた挙げ句、俺自身も煽あおられて椅子からひっくり返る羽目に見み舞まわれた。
「な……なっ!?」
『ちょ……っと！　何、今の音？　いったいどうしたの!?』
「すまん柊、また後で電話する！」
　今のは何だ、爆発……だよな？　テロとか、そういうもんか!?　冗じよ談うだんじゃない、政情不安な地域ならいざ知らず、ここはまだ表層的には平和で充じゆ分うぶんまかり通る日本の空港じゃないか。にもかかわらず、そのロビーで爆発騒さわぎだと!?

　人々のパニックは瞬またたく間に広がった。爆音が収まったかと思えば、次に聞こえてきたのは老ろう若にや男くな女んによの悲鳴だ。なりふり構わない人々が、周囲のことなどまるでお構いなしに逃げ出している。
　こっちも逃げないとまずい。でかい爆発はあの一回だけで、その後は小さな炸さく裂れつ音おんが続いているようだ。その音は、もしかすると爆ばく発はつ物ぶつが炸さく裂れつしているのではなく、別の音かもしれないが、そんなことに思考を割さいている暇はない。パニックになって逃げ出している人の波に呑のまれたら、踏ふみつぶされて死んじまう。
「……えっ？」
　爆風に煽られてひっくり返った俺が立ち上がろうとしたら、手を引っ張られた。見れば、直前に俺の前に居た少女が今なお手を握っている。
「ああ……ったく！」
　この子の両親がどこに居るのか、俺に何の用があるのか、そういう疑問は尽つきないが、かといって今はそんなことを問いただしている余よ裕ゆうなんぞありゃしない。
　幸いにして、その少女は本当に小さな女の子だった。つい最近、事務所にやってきた星ほし上がみ絹きぬ華かよりも幼く、小さい。
　この状況なら、握られている手を無理やり引き離はなすより、抱かかえ上げた方が簡単そうだ──なんてことを、いちいち頭の中で理路整然と考えるよりも先に少女を抱えて、俺はその場から脱だつ兎との如く逃げ出していた。




　いったいどこをどういう風に走って逃げたのか、さっぱり覚えちゃいない。ただ、人の波にもみくちゃにされながらも、気がつけば空港の外にまでたどり着くことができていた。
「は～……何だったんだ、いったい」
　周囲はまだ騒そう然ぜんとしているが、爆発近くの現場に比べればまだマシな状況だ。見たところ怪け我が人にんらしき人の姿は見えないが、救急やら消防、警察など、制服姿の人たちが大挙して押し寄よせ、慌あわただしく怒ど声せいを挙げながら右往左往している。
　そんな中、俺は抱えていた少女を地面に下ろした。まだ幼くて軽いと言っても、人一人抱えてよく逃げ出すことができたもんだ。火事場の馬ば鹿かぢ力からというのは侮あなどれないもんだな。
「えーっと……お父さんかお母さんは？」
　降ろしたものの、握っている俺の手を離そうとしない少女に、俺は目線を合わせて聞いてみた。まるでガラスで出来ているような碧へき眼がんが、ジーッと俺の姿を映し出している。
「あー……言葉、わかる？」
　まったくの無反応無表情を貫つらぬく少女の態度に、俺がそんな不安を抱いだくのも無理はない。そもそも、見た目からして日本人……というか、アジア系の顔立ちではない。俺には多国語を自在に操あやつれるだけの言語能力は皆無に等しいのだから仕方がない。英語のテストを見ろ、及きゆ第うだ点いてんギリギリを常に行き来してるんだ。
「んー……ん？」
　少女の相手に困こん惑わくしていると、ポケットの中に押し込んでいた携帯がぶるぶる震ふるえていることに気がついた。さっきの今だから、柊から折り返しで電話が掛かってきたに違いない。
　まぁ……あんな状況から電話を切られて、他意があろうとなかろうと心配してくれているんだろう。正直に言えば相手をしている場合じゃないんだが、無下にもできない。
「ちょっと待ってくれ、こっちは──」
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『そちら、神村悠ゆうさんの携帯で間違いございませんか』
　てっきり柊だと思って電話に出てみれば、まったく聞き覚えのない声が聞こえてきた。
「はい……？　あ……えっと、どちら様ですか？」
『否定なしということは、うちの事務所の新米くんでよさそうね。初めまして、荻窪美弥子です』
　おぎ……くぼ？　荻窪美弥子？　え、荻窪さん!?

「萬屋の荻窪さん？」
『その荻窪さん』
「ちょっ、今どこにいるんですか!?　空港ですか？」
『そう、空港。定刻通りに到着したけれど、ちょっと面めん倒どうなことになってしまった。待たせて申し訳ないとは思うが、女を待つのも男の仕事。大目に見てもらいたい』
　大目に見るも何も、今はそれこそ些さ細さいな話だ。
「そっちは無事なんですか!?　爆発騒ぎがあったんですけど……しかも俺のほぼ目の前ですよ。下手すると、荻窪さんも現場の近くに居たんじゃないんですか!?」
『それよりも、キミの傍かたわらに小さな女の子が居るかな？』
「え？」
　こっちが安否を気き遣づかっているのに、あっさりと話の軌き道どうを変えられたかと思えば……女の子ってもしかして、いやもしかしなくても、今なおずっと俺の手を握りしめている、この金髪碧眼の少女のことを言ってるんだろうか？
「なんで荻窪さんがそんなこと……」
『ということは、居ると思ってよさそうだな。咄とつ嗟さでも子供を守る器量があるようで何より』
「もしかして……この子、荻窪さんの娘むすめさんですか？」
『ほう……そう思うわけか。つまりわたしには、そのくらいの娘が居る、と。キミは本気で思ってるわけだね』
　うわー、なんか電話口からも伝わるほどに殺気立ってるんだけどな。
『とにかく、こちらは少々手が離せない状況でね。申し訳ないが、その娘を連れて……そうだな、事務所でもいいけれど、映はえるさんのところが手っ取り早い。知ってるかな、映さんのこと』
「映って……喫きつ茶さ店てんのマスターやってる、あの人？」
　噂うわさでは少し前から、実際にはつい先日会ったばかりだが、元萬屋の所員で今は事務所を辞やめてしがない街角の喫茶店のマスターをやっている、あの全能のギフト・キャリア、高たか瀬せ映のことを言ってるのか？
『どうやら知ってるみたいね。ではその子を連れて、映さんのところに向かってくれないかな？　映さんと事務所には、わたしの方から連絡を入れておこう』
「何で映さんのところに？　てか、この子は何なんですか。リメイン・シリーズを見つけて持ち帰って来たって聞いてるんですけど、そっちはどうなってんですか？」
『だからエレクシア……つまり、その子がリメイン・タトゥだ』
　……なんだって？　この子が……神器のレプリカ？
「それってどういう──」
『あ……っと、失礼。客が来てしまった。それでは、ちゃんと保護しておくように。では』
「あっ、ちょっ！」
　呼び止める暇もない。一方的に電話は切られてしまった。リダイヤルしようにも、公衆電話から掛けてきたのか、履り歴れきが非表示になってやがる。非表示を着信拒きよ否ひ設定にしてたらどうするつもりだったんだ。
「どうなってんだ、いったい……」
　ロクな説明もないままいきなり子供を押しつけられて、しかもその子が……荻窪さんが海外で確保したリメイン・タトゥ、だって？　そんな話、俺じゃなくたって訝いぶかしむってもんじゃないか。
　俺は、手を握り続けている少女に目を向けた。
　整った目鼻立ちに白磁のような肌、黄金を梳すいたように煌きらめく金きん髪ぱつ、そしてサファイアをはめ込んだような碧眼は、まるで精せい巧こうに作られた人形のようにも見える。
　この子がリメイン・タトゥと言うのなら、もしかして……人間じゃない、のか？
「…………」
　あり得そうな、けれどあり得なさそうな、どうとも判断できない気分でモヤモヤしていると、少女は細く冷たい指にキュッと力を込めて、ささやかながらも離さないことを主張しているような態度を見せた。
「はぁ～……」
　考えていても仕方がない……か。
　この子が荻窪さんの言うリメイン・タトゥだとしても、あるいは何かしらの手て違ちがいだとしても、今ここで俺と一いつ緒しよにいることだけは事実だ。
　言われた通り、映さんのところに連れて行こう。
一章　リメイン・タトゥとギフト・キャリア




　爆発事件、あるいは事故が起きた直後の空港から、公共交通手段を使って地元に戻ってくるのはかなり骨の折れる作業だった。バスや電車、地下鉄、タクシーなどなど、どれを使うにしても長ちよ蛇うだの列が出来ている上に警察が検問っぽいことをしているので、遅ち々ちとして進まない。それでキレるのは容易たやすいが、その後にさらに面倒なことが待ちかまえているのは火を見るよりも明らかで、しかも俺おれは「妹です」と言っても誰だれ一人ひとりとして信用しないであろう幼女を連れているのだ。
　我が慢まんと忍にん耐たいを重ねて胸の奥おくから湧わき出てくるイライラをなだめすかし、なんとか自宅の最も寄より駅までたどり着いたのは、二一時を過ぎた頃だった。
　駅前商店街のアーケード通りは店じまいが進んでいたりすでに終えていたり、街灯も灯あかりを絞しぼられて薄うす暗ぐらい。まだまだお客を呼び込もうとしている店は、近ちか頃ごろになってようやく二四時間営業になったファーストフード店やコンビニ、居酒屋くらいだ。とても電車一本で都心部に出られる地域とは思えない。
　リメイン・タトゥの少女は電車の中で眠りこけてしまい、今は俺の背中にへばりついている。軽いから苦にならないのが幸いか。とにかく映はえるさんの店まで急ごう。
　アーケードを通り抜ぬけ、国道に沿って住宅街方面に進み、ほどなくして見えてくる一軒の喫茶店。店の名前は『Ｐｅａｂｅｒｒｙ』となっている。
　ちょこっとだけ貴重なコーヒー豆がそう呼ばれているのを知っていれば、その店がコーヒーメインで頑がん張ばろうとしている店ってことが、まぁ誰だれにだってすぐにわかる。
　看板の灯りは落とされているが、店内からは灯りが漏もれていた。どうやらもう閉店しているっぽいのだが、試ためしに店の入り口を押してみると、ドアに取り付けてあるベルが軽かろやかな音を鳴らして簡単に開いた。
「このバカーッ！」
　瞬しゆ間んかん、まるでタイミングがわかってましたとばかりに殴なぐりかかってくる般はん若にや──もとい柊ひいらぎが現れて、目から火花が飛び散る勢いで人の頭をどついてきやがった。
「ってぇな！　いきなり何しやがんだコノヤロウ！」
「何するじゃないでしょっ！　テレビ見てみなさい、どんだけ騒さわぎになってると思ってるのよ！」
　怒ど鳴なるこっちの声量よりもバカでかい声を張り上げて、柊が涙なみだ目で店内のテレビを指させば、緊きんき急ゆう特番と称しようして空港での爆発騒ぎの中ちゆ継うけいレポートが今なお放送されていた。画面隅すみのテロップには『テロか事故か!?　夕方の惨さん事じ』なんて一文が見て取れる。
「あんた、電話切った後でさっぱり連れん絡らくよこさないし！　荻おぎ窪くぼさんから連絡あったからここに来たけど、こんな遅おそくなるし！　詳くわしい状況もさっぱりだから、万が一でもあったんじゃないかと思ってたんだから！」
　散々心配しといて、無事な姿を見せた途と端たんに殴りかかって怪け我がの一歩手前みたいなことをしてたんじゃ本ほん末まつ転てん倒とうじゃないか。柊が心配してくれていたことはわかったが、殴られるのは割に合わん──と、思って言い返そうとしたのだが。
「何事もなければ『異状なし』と伝えるのも必要ってことだぁ～ね。連絡の義務を怠おこたったキミが悪いってことで、怒鳴り合うのもそこまでにしときなよ。もう夜も遅いし、その子も寝てるんでしょ」
　この喫茶店のマスターが、俺が言い返す先手を取ってそんなことを言う。
　この人が全能のギフト・キャリア、高たか瀬せ映である。
「とにもかくにも無事で何より……と言いたいけど、もう閉店しているんだよね。美み鈴すずちゃんを連れて自主的にとっとと帰るのと、僕ぼくに店の外まで飛ばされるのと、キミはどっちがいいのかな」
　どうやらこの人も、柊とは別の意味で不ふ機き嫌げんらしい。それも物もの凄すごく不機嫌っぽい
「でもあれでしょ、入り口を開けてたってことは、追い返すつもりがないってことで……ええと、いいんですよね？」
「美鈴ちゃんが居い座すわってたからだよ」
「すいません、アイスコーヒーを」
「だから、もう閉店時間をとっくに過ぎてるんだけど」
　などと言いつつも、注文通りアイスコーヒーの準備をしてくれる映さんは、実はいい人なのかもしれない。
　俺はひとまずエレクシアをテーブル席のソファに横たわらせ、厨ちゆ房うぼうに面したカウンター席に腰こしを下ろした。
「それで……ええと、ここにあの子を連れてきて、それでどうすりゃいいんですか？」
「何あんた、荻窪さんから何も聞いてないの？」
　俺が映さんに投げかけた言葉は、傍らの柊がキャッチした。そんな言い方をされると、まるで俺だけが何もわかってないみたいだ。
「あの子の面倒を僕に見させたいらしいよ」
「事務所よりその方が適切なんだって」
　事実、俺だけが何もわかってなかったらしい。アイスコーヒーを差し出しながら面めん倒どう臭くさそうに言う映さんと、どこかしら釈しや然くぜんとしていない雰ふん囲い気きを醸かもし出す柊が、そろって説明してくれる。
「何で映さんにそんなことを……」
　荻窪さんは、エレクシアを指して『リメイン・タトゥ』と言っていた。だったら映さんより事務所に連れて行くのが妥だ当とうな気もする。おそらく、柊が釈然としてないのはそういうこともあってだろう。
　何より映さんは、元萬よろ屋ずやの所員とは言え今は籍せきを外し、しがない街角の喫茶店マスターという立場に身を置いているんだ。さらに言えば、萬屋の事件に関かかわるのは遠えん慮りよしたいらしく、他のギフト・キャリアよりも格段に強い力を持つ全能のギフト・キャリアとして、自分から手を差さし伸のべるのはギフト・キャリア絡がらみの事件でのみ、と決めているらしい。
　あれ？　ってことは──。
「もしかしてあの子、ギフト・キャリアに狙ねらわれてるとかって話ですか？」
「さぁ、どうかな。そんなことは言ってなかったから、そこまでは僕も知らないんだよね」
　言ってないのか、荻窪さんは。
　でも映さんは──何度も言うが──全能のギフト・キャリアだ。ギフト・キャリアの能力は大きくわけて三つに分類され、そのひとつに相手の心を読むＭＩ（Mental Interference）という精神的干かん渉しよう能力がある。言わずともこっちの考えていることは丸わかりだし、俺なんかは『ガラス張りの家に住んでいる』と称されるほど、こちらの思考は筒つつ抜ぬけらしい。
「荻窪さんの考えもわかってるんでしょう？」
「防ぼう御ぎよ方法があるって言ったでしょ。お京ちゃんの場合、そういうとこは完かん璧ぺきだからさ、何考えてるかさっぱり」
　お京ちゃん？　荻窪さんのことだろうか。そういえば、いつぞや零れいさんも荻窪さんのことを指してそう呼んでいた気がする。あだ名なのか通り名なのか、何なに故ゆえにそう呼ばれているのか知らないが、今はまぁどうでもいい。
　それよりも。
「防御法って、そう言えば前にも言ってましたね」
「そうだよ。神かみ村むらくんはいまだに筒抜けだね。美鈴ちゃん、教えてないの？」
「あー、すっかり忘れてた」
　柊が、しれっとした顔ですっとぼけやがる。人の連絡不備で殴りかかってくるのなら、俺もこいつを殴っていいのかな。んー……そんな真ま似ねをしても返かえり討うちに合うビジョンしか浮うかばないのは何でだ。
「面倒だから、映さんが教えてあげてよ。あたしＧＩＦＴなんて使えないし、防御法って言われても、今もまだ実感ないし」
「えー、手の内を晒さらすようで嫌いやだなぁ」
　おまえらは人に教える気があるのかないのか、いったいどっちなんだ。
「まぁ、防御法なんてさ、知らなくてもいいんじゃない？　そういうのもありでしょ。はっはっは」
　何を笑ってるんだこの人は。そんなもん、ちっともよくない。誰であろうと、心の中をまるっと読み解かれて、楽しくいられるわけがないだろうに。
　いやしかし……相手の心の内が理解できるということが、この人にとってはごく当たり前の日常なのか。そういうことができない俺にしてみれば、奇き異いで薄うすら寒さむいものを覚える行こう為いであっても、映さんにとっては言葉で交かわすコミュニケーションの延長でしかないのかもしれない。
　そもそも映さんは、ＭＩの能力は『考えていることがわかる』能力と言っている。逆を言えば『考えていないことはわからない』ってことだから……こっちが注意すればいいだけなのかもしれない。
　もしかすると、そういう『こちら側の注意』ってのが防御法になるんだろうか？
「それはちょっと違ちがうなぁ」
「え？」
　俺の考えの何を読み取ったんだろう、映さんはニヤニヤと笑えみを浮かべて否定する。
「何のことですか？」
「防御法とか、ＭＩの能力について、かな。今のキミは、僕が人の考えを読み取れることを『仕方がない』と思ったでしょ？　そんなわけないよ。たとえどんな理由があろうと、他人に自分の考えていることを読み取られれば気味が悪いと思うもんさ。けれどそういう感情を抑おさえ込み、すり替かえてしまうのがＭＩの能力なんだよね」
「え……って、じゃあ今、俺に……？」
　そんなことを……されてたのか？　まったくこっちに自覚はなかった。こっちが自覚することなく、ＭＩは人の考えそのものを操作することができるのか？
　こんな無意識のうちでさえ思考を操られてしまうのでは、ＰＩよりも凶きよ悪うあくな力じゃないか。他人の主義主張さえも意のままに操り、自分に都合が悪い考えは消し去ってしまうこともできちまう。
　かなり無敵な能力になるんじゃないのか、それは。
「そういう顔をされてもね。口で説明するより、実際に体験した方がわかりやすいと思ったんだよ。ちなみに、相手の考えを思う方向に誘ゆう導どうする以外にも、深層心理や本能の部分にまで食い込んで何かをトリガーに自傷行動を起こさせたりする洗脳もできるよ」
　洗脳って……そこまでできるものなのか、ＭＩのＧＩＦＴは。今さっき、映さんのＭＩに晒された俺にしてみれば、薄ら寒い気持ちしか湧いてこない。今の今までＭＩのギフト・キャリアと遭そう遇ぐうしてなくて本当によかったと思う。
「そんなの、どうやって防げばいいんですか」
「じゃあ、ＧＩＦＴの怖こわい一面を体験したところで、正しいギフト・キャリアとの付き合い方をレクチャーしてあげるよ。大だい丈じよ夫うぶだって、ＧＩＦＴはキミが思ってるほど便利なもんじゃないさ」
　映さんはそう言うが、それは身につけている本人がそう言うだけで、ＧＩＦＴ能力のない俺にしてみれば少しも笑えない。
「とてもそうとは思えないんですけど」
「ホントだってば」
　俺が胡う散さん臭くさいものを見るような目で睨にらんでやると、映さんはぱたぱたと手を振ふって否定した。
「ＧＩＦＴっていうのはね、どの能力であったとしても、使う側と使われる側が共に『認にん識しき』することで効果を発揮する力なんだ。だから、どちらか一方でも拒否すれば効果を発揮しないよ」
　拒否する？　たったそれだけでいいのか？　それは本当のことか……と思って、ふと思い出した。
　先の事件で柊は、敵対するギフト・キャリアのことを拒きよ絶ぜつすることで、ＰＩによる直接行使を防いでいたな。
「千ち草ぐさを相手にしたとき、柊があいつの力を直接向けられて平気だったのは、そういう理由だったのか？」
「うん、まぁそんな感じかな？　あのときのこと、あんまり覚えてないけど」
「千草？　千草って、ＰＩの千草茜あかねのこと？」
　俺がポロッと出した名前に、映さんが驚おどろき混じりの声で食い付いてきた。
「美鈴ちゃん、本当にあの子の力を拒絶できたの？」
「え？　うん。でもそれって、映さんから聞いたやり方じゃない」
「それはそうだけど。でも……うーん、そうなのか。よっぽど茜ちゃんのこと、嫌きらいだったんだねぇ」
　映さんは、柊がやったことに感心しきりである。それは何な故ぜかというと、やはり柊のやらかしたことが信じられないから、らしい。
「確かにさ、ＰＩの力を防ぐには相手の存在を認めないほど強く拒絶すればできるよ。できるけど、でも目の前に居る相手をそこまで強く否定するってのは、そうそうできることじゃないと思うんだけどなぁ。だって目の前に居るんだよ？　目の前に居るのに、その存在を否定するって、かなり矛盾した行為じゃない？　それをねぇ、やっちゃうとはねぇ」
「そこまで感心することなの？」
「そりゃするよ。だってあの子のＰＩは僕以上だもの。もしかして美鈴ちゃん、ＧＩＦＴが通じない特異体質なんじゃない？」
「体質の問題なの、それ？」
　いやあ、柊ならそういう体質でもおかしくないように思えちまうが……深く考えない方がよさそうだし、浅く考えて出てきたことは口にしない方がいいだろう。
「でも映さん、そこまで柊がやったことが信じられないって言うのなら、他のＧＩＦＴも拒否するのは難しいってことですか？」
　柊の特異体質……なのかどうかよくわからん話は横に置いといて、俺は話の軌き道どうを元に戻もどして問とい掛かけてみた。
「いや、そうでもないよ」
　すると映さんは、あっさりと首を横に振る。
「ＧＩＦＴを語るとき、いつもＰＩ、ＤＪ、ＭＩの順番に言われてるけどさ、これって能力発見の順番でもあるけど、干渉力の強さの順でもあるわけ。だからＭＩはＧＩＦＴの中でもっとも干渉力が弱くてね。具体的に言えば『相手を疑え』ってことかな」
「疑う？」
「そう。相手の言ってることは本当か、何か裏があるんじゃないか……ってね。その程度の相手を疑う気持ちを抱いだくだけで、ＭＩによる思考干渉は防げるよ」
　そういう話を聞けば、確かに思うほど凶悪な代しろ物ものじゃないようにも思えてくる。単に相手を疑うだけでキャンセルできるなら、実戦レベルじゃ役に立ちそうにない。
　んー……いや、本当にそうなのか？　今の映さんの話で納なつ得とくしかけている俺だが、これもまた、ＭＩによる干渉でそう思わされているだけじゃないのか？
　実際に、自分が自分の意思で本当にそう思っているのかどうか、わからなくなってきた。
「お悩なやみのようだね」
「やっぱこっちの考え、読めてるじゃないですか」
「いや、今はそうでもないよ。ガラスが磨すりガラスになった感じかな。でもほら、その顔色を見れば、心を読まずとも察しが付くでしょ」
　ホントかよ？　今ここで話してもらったことを含ふくめて考えると、その言葉すらどうにも信用できなく思えてしまう。
「ま、僕の話を信じる信じないはキミ次し第だいだぁ～ね。ちなみにＭＩの能力はね、こうやって相手の疑ぎ心しん暗あん鬼きも利用するところにあるんだよ」
　相手のそういう迷いや躊躇ためらいに付け入って揺ゆさぶる──そういうところまで出来てこそ、一流のＭＩ能力者ということになるようだ。
「そういう頭脳戦も視野に入れて使うＭＩに比べると、ＰＩやＤＪは何も考えずに勢いだけで使えて、干渉を防ぐのも難しい強い能力って思われそうだけどさ。でも、そのふたつにだって制約はあるし」
　映さんは何を思いついたのか、スティックシュガーとコーヒーミルクの小型カップを適当に数個、俺の目の前にばらまいた。
「ＰＩは物体に干渉する能力なのはご存じの通り。けど、ここにある砂糖とミルクには同時干渉ができない。それは何故かと言うと、人の認識がそれを許さないからなんだよね」
「砂糖とミルク、って認識してるじゃないですか」
「けど、砂糖とミルクは別物でしょ？　砂糖を認識してもミルクに意識が移れば、砂糖は干渉の対象から外れてしまう。ただ、砂糖なら砂糖だけと、同一のものなら数がいくつあろうと認識しているから同時に動かせるんだ。こういう風にね」
　その途端、俺の目の前にあったスティックシュガーだけがフワリと目線の高さまで浮き上がった。普ふ通つうならこれだけでも驚きよ嘆うたんに値あたいするところだが、悲しいかな、俺も萬屋の社風に毒されていると言うのか、あるいは一度は体験済みだからなのか、せいぜい「おおっ」という感かん嘆たん詞しが口を割さいて出るだけだった。
「ＰＩとＤＪは物質に干渉する能力という点では類るい似じした能力でもあるね」
　瞬間、空中にふわふわ浮かんでいた複数のスティックシュガーの袋ふくろだけが消えて、中身のグラニュー糖がテーブルの上にばらまかれた。が、そのグラニュー糖も不自然に動いて一カ所に集まり、ギュッと圧縮されて角砂糖のようになってしまった。
「つまりＧＩＦＴとは人の認識に依い存そんする力なんだ。世界に在るべきものをどのように捉とらえているかで、強くも弱くもなる。ギフト・キャリアで怖いのは、干渉する度合いの強さだけじゃない。このミルクも人も、違いのないひとつの『物体』と認識してしまうようなギフト・キャリアこそ──手に負えないね」
「そんなギフト・キャリアが……いるんですか？」
「さて……どうだろう。さっき話題に出てた茜ちゃんは、大おお枠わくで物を捉えてたかなぁ。たとえば石を動かすなら、形は関係なかったみたいだね。僕の場合は『丸い石』か『角張った石』か、そういうところで制限が出ちゃうんだ。あとは……そうだね、認識の切り替えの速さも重要かな。どちらにしろ、あの子はそこまでのものじゃなさそうだ」
「あの子？」
　映さんの言うあの子とは誰のことだ？　何よりその視線は、俺でも柊でもなく、いったいどこを見ているんだ？
　俺も柊も、気になって映さんが向ける視線の先に目を向けてみれば……そこには、横たわらせていたテーブル席のソファから上半身を起こし、こちらをジッと見ている少女の姿があった。
　いつの間に起きたんだ……ってことよりも。
「えっと……映さんの話を要約すると……」
「あの子は……ギフト・キャリア、なの？」
「そゆこと」
　俺と柊の言葉に、映さんは肩かたをすくめながらも頷うなずいてみせた。
「名前はエレクシア・ヴィルヌーブ。通つう称しようはエリー……で、いいのかな？　所持しているＧＩＦＴはＭＩ。と言っても、相手の考えを読み取るくらいしかできないレベルっぽい」
　いったい映さんは、エレクシアの何をどう見てそんな分ぶん析せきを行ったのかわからんが……ギフト・キャリアだって？　リメイン・タトゥじゃないのか？
「それ、本当に？」
　柊も少し懐かい疑ぎ的てきだ。改めて映さんを問いただしている。
「本当だよ。神村くん、あの子をここまで連れてきたキミならわかると思うけど、感情表現がちょこっと苦手っぽかったでしょ？　それってＭＩのギフト・キャリアにはよくあることなんだよね。何しろ他者とコミュニケーションを取るのに、言葉も表情もそれほど必要としないからさ。そういうとこの発達が遅おくれることもあるわけ」
　ギフト・キャリアの能力は生まれた時から持っている能力だ。だから映さんの言うように、確かにあの子は空港での一幕があっても泣いたり騒いだりしなかった。感情表現が苦手、って言うのは……ふむ、あながち間ま違ちがってない気がする。
「そもそも、お京ちゃんがなんで僕にあの子の面めん倒どうを見させようとしてるのかって、ギフト・キャリアだからだろうね。連れてこられてわかったよ。それなら僕も動くと思ってるんじゃないの？」
　ああ、そういうことか。俺は最初、エレクシアを狙っている奴やつがギフト・キャリアだと思っていたが……まさか当の本人がそうだったことまでは思い至らなかった。
「じゃあ、リメイン・タトゥっていうのは？」
「さぁてね。僕はリメイン・シリーズについて、そのすべてを知ってるわけじゃないんだ。でも神村くん、キミはお京ちゃんからそう聞いたんでしょ？　彼かの女じよは現存しているすべてのリメイン・シリーズを把は握あくしてるからね、そう言ったのなら間違いないよ」
　そうなのか？　所長以外に、すべてのリメイン・シリーズを把握している人なんて居たのか。まぁ、うちの事務所で長く働いているのなら、知りたくなくても覚えてしまうのかもしれない。零さんは除くけれども。
　とにかく映さんが太たい鼓こ判ばんを押おす荻窪さんが、エレクシアをリメイン・タトゥと言っていたのは間違いない。とすれば、あの子はリメイン・タトゥでありギフト・キャリアでもあり……これはまた、うちの事務所的にいろいろな意味で重要人物じゃないか。
「ただねぇ～……どうもあの子、僕のこと苦手……うーん、嫌ってるみたいなんだよね」
「嫌ってる？」
　渋じゆ面うめんを浮かべる映さんは、けれど言葉や表情ほど困ってるようでもない。それ故ゆえに言ってることが本当なのか疑わしくなるのだが、改めてエレクシアに目を向ければ、自由気ままに過ごしていた野の良ら猫ねこが、人と目が合ってどのタイミングで逃にげだそうかと見計らっているように固まっている。
　あれを指して嫌ってると言うんだろうか。んー……好ましく思ってる態度には見えないから、逆説的に考えれば嫌ってるってことになるかもしれない。ただ、俺には『警けい戒かいしてる』と見えるかな。
　だとしても当の映さんは、実際に口を開けば賛否分かれるが、初対面で言葉も交わさずに顔だけを見れば……そうだな、そこまで胡散臭い人じゃない。喫きつ茶さ店てんのマスターという、客商売をまがりなりにも営んでいるんだから。
　だとすれば、エレクシアの警戒心というか拒きよ否ひ反応は、いったい何に起因しているんだろう。
　無表情の顔色からはよくわからないなぁ──と、あれこれ考えながらエレクシアの様子を窺うかがっていると、今度は俺と目が合った。目が合ったまま、そのままジーッと見つめてくる。そこにどんな意思表示が含まれているのかさっぱりだ。
「神村くんに対しては、比ひ較かく的てき好意的みたいだよ」
「そうなんですか？　……あれで？」
「さすがにＭＩのギフト・キャリアだけあって明確に読み取れないし、僕に対して嫌けん悪おに近い不信感を抱いてるからますますわからないけど。でも好きとか嫌いとか、そういう単純な感情くらいは何となくわかるよ」
「それで言うと、どんな感じですか」
「安心……かな？　僕を相手にするよりは心を開いてるみたいだ」
「えー……」
　そうなんだろうか？　エレクシアを見ていると、やはり人同士のコミュニケーションには表情ってのが如い何かに大事なものかよくわかる。あの子の無表情っぷりを前にすれば、とても好意的な感かん触しよくは得られない。
　いまいち実感が持てず、エレクシアの様子を見守ることしばしの時間。そんな不毛な睨み合いで根負けしたのはあの子の方だ。映さんのことを警戒しつつソファから立ち上がると、駆かけ足で俺に飛びついてしがみつき、探さぐるように映さんの様子を窺っている。
　これはいったいどういう状じよう況きようなんだ。
「何あんた、無条件で子供に好かれるような特とく殊しゆスキルでも持ってんの？」
　その様子に、柊が意外そうに声を漏もらした。
「そのくらいの子供ってさ、けっこう人見知りすると思うんだけど」
「俺にだってよくわかんねぇよ」
　そもそもエレクシアくらいの小さな子供に知り合いが居ない俺おれは、子供と接する機会だって滅めつ多たにあるわけじゃない。まさかとは思うが柊が言うように、俺には子供に無条件で好かれるような特殊スキルが……ないな、うん。ない。
「逆に映さんは子供に嫌われるタイプなのかしらね？」
「僕ぼくは別に子供嫌いってわけじゃないんだけど。ただ、そんな様子じゃちょっとね、僕のところで預かるにしても、無理がありそうだ」
　確かにこの様子のエレクシアを一人残し、映さんに預けてしまうのは厳しいかもしれない。何より映さん自身、あまり乗り気じゃなさそうだ。
　だからこそ、だろうか。
「神村くん、懐なつかれてるようだしさ。キミのところで預かっちゃいなよ」
　そんなことを言い出す始末である。
「俺のとこって言っても……こんな小さな、しかもあからさまに外国の女の子を連れ帰って、親にどう言い訳すりゃいいんですか」
「そこはほら、キミが考えようよ。お仕事なんだからさ」
　それが仕事というのなら確かにその通りかもしれないが、荻窪さんがエレクシアの身み柄がらを預けようとしているのは映さんじゃなかったかな。萬屋から籍を外している映さんには拒きよ否ひ権けんがあるのかもしれないが……何故だろう、それはどうにも、面倒になって人に丸投げしようとしているとしか受け取れない。この人だったら笑え顔がおでやりそうだ。
　しかし、こうなると本当に俺がエレクシアの面倒を見なくちゃいけなくなるのか？　前に柊が俺の家に護衛と称しようして泊とまり込んだ時は、まだ近い年ねん齢れいで同じ日本人で、さらにこいつの口から出任せが良くも悪くもまかり通ったからだ。あのとき学んだね、世の中ってのは本当に、無理を通せば道理が引っ込むもんなんだってことを。
　今回もそうしろと言うんだろうか。どのくらい無理ある設定をごり押しして通せば、まかり通るんだろうか。考えてみたが、どれもこれもロクな結果になりそうにない。
「何だったら、やっぱりうちで預かっちゃう？」
　これといった解決策が何も思おもい浮かばずにいたら、そんな状況を見かねてなのか、柊が唐とう突とつにそんなことを申し出てくれた。
「その子が本当にギフト・キャリアでリメイン・タトゥだって言うのなら、状況がはっきりするまで事務所で保護しておくのが一番いいかなって思うんだけど。所長もいるし」
「あー、それが一番いいかもね。所長はともかく、太た刀ち鞍くらの嬢じようちゃんもいるし。何かあっても何とかなるんじゃない？」
　柊の提案は、どうやら映さんも申し分ないらしい。もっとも、この人の場合は自分が関わらないで済む方法なら何でもいいと考えて賛成しているだけかもしれないが……確かに俺の家に連れて行くより、事情も状況もわかっている柊のところが、現状では最適だ。
「エレクシアちゃんも、それでいい？」
　柊が、優やさしいお姉さん風な笑顔を浮かべてエレクシアとの目線を合わせ、最終的な確かく認にんを取っている。そんな柊をジーッと見つめた少女の表情には、一向に何の変化も見られない。もしかして、やっぱり言葉がわかってないんじゃないか？　と思い始めたころ。
「……悠ゆうが一いつ緒しよなら」
　そんな台詞せりふを、流りゆう暢ちような日本語でハッキリと言いやがった。
　何故そこできっぱりと明確な自己主張をするんだ。しかも日本語で。俺が一緒ならって、何故そうなる。
　その疑問は、柊も抱いたんだろう。エレクシアに向けていた笑顔のままで、ぎちぎちぎちと、そんな音が聞こえてきそうな動きでこっちに顔を向けてきた。
「あんた、こんな子供に下の名前を呼び捨てにされるまで懐かれるって、ここに来るまでホント何をやらかしたのかしら？」
　ロードローラーで真っ平らに押し潰つぶしたような声こわ音ねで問い掛けながら、雑ぞう巾きんを絞しぼるように人の首を締しめ上げてくるのはやめてくれ。
二章　三つのリメイン・シリーズと迂闊な行為




　あやうく公開絞こう殺さつショーに発展しかねなかった映はえるさんの店での一幕を経へて、俺はエレクシアを背中に担かついで萬よろ屋ずやのビルへ向かっていた。もちろん傍かたわらには柊ひいらぎが居る。
　このまま今日は柊のところでお泊まり……ってわけじゃない。どういうわけか、俺が一緒じゃないと柊の家──つまり萬屋のビルに行くのは嫌いやだとエレクシアが頑かたくなに拒否するので、俺も一緒に事務所に行って、寝ね付つくのを待ってから帰るようにしよう──と言うことで話はまとまったわけだ。そろそろ終電もなくなるこの時間、明日も学校はあるんだが、本当に帰れるんだろうかと一いち抹まつの不安を覚えるな。
「やあ、お帰り」
　外からビルの二階を見たときに灯あかりが点ついていたから零れいさんが居ると思ったが、そこで俺たちを待ちかまえていたのは所長だった。この人がここに居るのも珍めずらしい。いつも地下のラボにこもっているはずなのに。
　逆に、いつも事務所で寝ね転ころがっている零さんの姿が、どこにも見えなかった。
「零さんは？」
「絹きぬ華かくんを送ると言ってたじゃないか」
　その話は確かに聞いている。俺が空港に荻おぎ窪くぼさんを迎むかえに行くその直前に、零さんは先の事件で世話になった……というか世話をしたというか……ともかく、関係者だった星ほし上がみ絹華を実家まで送ると珍しく自分から言い出して、所長もそれに許可を出している。
　もしかして、そのまま直帰したんだろうか。零さんの住まいは、ここからちょっと移動に時間が掛かる場所だ。戻ってくるのも面倒なので、そうだとしたら仕方がない。
　と思ったのだが、実際はそうじゃないようだ。
「絹華くんの実家は岐ぎ阜ふ県けんの関市だからね。向こうに泊まってくるんじゃないかな？」
「岐阜？」
「あそこはほら、刀とう剣けん類るいの製造が盛んな地域じゃないか。絹華くんの父親は刀とう匠しようでね。太た刀ち鞍くらくんの刀や建たて守もりくんの刀は、どれも星上家が手入れしてるんだよ。ついでにお願いしてるんじゃないのかい？　それに、前回の件でいろいろ話すこともあるだろうしね」
　どうやら所長は、零さんがそうするとわかっていたらしい。
「それよりも」
　所長が、つぃ……っと視線をずらして、俺の背中に張り付いている少女に目を向ける。
「その子がリメイン・タトゥかな？」
　その瞬しゆ間んかん、しがみついているエレクシアが、そうとわかるほど身を強こわ張ばらせた。挙げ句、まるで俺を盾たてにでもするかのように身を丸くして、カタカタと震ふるえている様子が背中越ごしに伝わってくる。
「ど、どうしたんだ？」
　これはさすがに驚いた。もしかして男性が嫌いとか……いや、それだったら俺に懐く理由がますますわからなくなる。しかもこの反応は、映さんに見せていたような拒否的なものではなく、もっとこう……そう、怯おびえているような態度じゃないか。
「所長、何をそんな子供を怖こわがらせてるんですか」
　怯えているエレクシアの様子は、柊も見て取れたらしい。やや険のある声で咎とがめると、所長は肩をすくめた。
「どうやらＭＩのギフト・キャリアでもあるらしいね。感受性が強いんだろう、ちょっと驚かせてしまったかな」
　驚かせた？　このエレクシアの態度は、とてもそう思えるもんじゃない。ましてやこの所長が、人の当たり前の反応を読よみ違えたり言い間違えたりするとも思えない……のだが、俺が何かを言う前に、所長は椅い子すの背もたれに身体を預けて煙草たばこを手に取った。
「さっき、高たか瀬せくんから電話があってね。話は聞いてるよ。柊くん、キミが預かるんだろう？　もう遅おそい時間だ、子供に夜よ更ふかしさせるもんじゃない。先に部屋に戻って寝ねかせてきたらどうかな」
「あー、そうですね。それじゃ神かみ村むら、部屋まで──」
「悪い。先に行っててくれ」
「え？　何、どうしたの？」
「いやほら、いろいろと聞いておくことあるだろ。いろいろと」
「んー……？　あっ、あーそうね」
　俺が『いろいろ』の部分をそれとなく強調してみると、柊も何となく察してくれたらしい。こういうところは流石さすがと思うし、とてもとても有あり難がたい。
「それじゃエレクシアちゃん、お姉ちゃんと一緒に、先にお部屋に行ってましょ」
　柊が俺の背後のエレクシアにそう言うと、キュッと力を込めて、弱々しいながらも明確な拒否の態度を示された。が、だからと言って今回ばかりは勘かん弁べんしてくれ。
「後で行くから。先に行ってな」
　背せ負おっていたエレクシアを床ゆかの上に降ろし、俺の首もとで離はなすまいと組んでいた腕うでをほどきながら諭さとすようにそう言うと、何かを言いたそうにジッと人の顔を見つめてくる。喜き怒ど哀あい楽らくのいずれにも表情がシフトしてないので、何を思ってるのかさっぱりわからん。
　やれやれ……こうやって顔をつきあわせていては根負けしそうだ。頭を撫なでておこう。
「じゃ、エレクシアちゃん。行きましょ」
　そんなエレクシアを、柊は手を取って事務所から連れ出してくれた。
「ゆぅ……」
　事務所のドアが閉じられる直前、俺を呼んだのであろうエレクシアの声が聞こえて、何とはなしに後うしろ髪がみを引かれる思いを感じてしまう。
「まるで仲のいい兄きよ妹うだいのようじゃないか」
　そんな俺たちを見ていた所長が、にこにこと笑顔を浮うかべていた。
「全然似てないでしょう」
「見た目のことを言ったわけじゃないよ。まだ自分一人の力じゃ何もできない子供がね、頼たよる相手は親とか兄とか、肉親じゃないか。あの子にとって、キミはそういうものに近い存在と思われているのかもしれないねぇ」
「何で俺が……今まで会ったこともないのに、いきなりそう思われるわけないでしょう」
「確かにその通りなんだが……どうなのかなぁ」
　どうもこうも、普通はそういうもんだろう。インプリンティングされてるってんなら話は別だが、エレクシアは卵から孵かえったばかりってわけでもない。
「それよりも、リメイン・タトゥってのは何なんですか」
　俺が所長に聞いておきたかったのは、その話だ。まさか本人の前であれこれ聞くわけにもいかないから、わざわざ柊にエレクシアを連れ出してもらったんだ。あまり関係ない話を長引かせたって仕方がない。
「荻窪さんは、あの子がそうだって言ってましたけど……まさかエレクシアは人間じゃない、とか言い出すつもりじゃないでしょうね？」
「人とそれ以外を分け隔へだてるのに何を基準にするかで答えは変わってくるが……そうだね、一いつ般ぱん的てきな認にん識しきに基もとづいて言えば、あの娘こは人間だよ」
「じゃあ、リメイン・タトゥって言うのは？」
「対応する神器は聖せい痕こんさ」
「聖痕？」
「そう。神の子がゴルゴタの丘おかで磔たつ刑けいに処された際に、手と足、それと槍やりで貫つらぬかれた脇わき腹ばらに傷が生じたわけだが、それと同じ傷が敬けい虔けんな信徒にも現れると言われていてね。それは奇き跡せきの顕けん現げんとも言われている。リメイン・タトゥというのは、つまりその聖痕のレプリカというわけだ」
　これは困った。話を聞けばリメイン・タトゥというのがどういうものかわかると思ったんだが、聞いてもさっぱりわからない。
　いや、今の話は理解したさ。つまりリメイン・タトゥってのは、世界三大宗教の教祖が持つ傷の複製品ってことだろ？　そんな偉い大だいな聖人と同じ傷を持つということは、つまりリメイン・タトゥを持つ人間は、その聖人と同じレベルの奇き跡せき的てき存在になるってことなんだろうか？
　それにしては、エレクシアを見るにとても……何というか、そこまで敬い崇あがめるような存在になっているようには思えない。それどころか、感情表現のひとつもままならない、人見知りの激しい少女だ。ＭＩなんて能力を持つギフト・キャリアだが、それはまた別の意味での異能の力で、奇跡とはほど遠い。
「今のエレクシアを見ていてもそこまで神秘的な存在に見えませんし、何かしらの奇跡を起こしてるわけでもなさそうだし……水をワインにでも変かえられるんですか？」
「リメイン・タトゥはね、リメイン・シリーズの中でもちょっと特殊なんだ。言っただろ、聖痕は奇跡が顕現する証あかしだって」
「だから、その奇跡ってのは何です？」
「血が聖水になる」
　それが……奇跡？　血が聖水になることが奇跡って……んー、ますますもってよくわからない。
「あのですね、所長。毎度毎度のことであれですけど、もうちょっとこう……わかりやすい説明ってのは出来ないんですか？」
「ん？　凄すごくわかりやすい説明だと思うんだけど」
　どこがだ……と、喉のど元もとまで出かかった台詞を飲み込むのに苦労した。
「まったくわかりませんよ。血が聖水になると、何がどうなるんですか」
「じゃあ、順を追って説明しよう」
　そう言うと、所長は自分の机からメモ用紙を取り出し、フリーハンドで星形の図形を描えがいた。ただそれは、見慣れた五角形や六角形の星ではない、角が七つある。
「あの娘の両方の手足には、こんな形の痣あざがある。これが聖痕のレプリカだけど、実際の神の子の聖痕とは異なる意味合いがあるんだ」
　と言って、所長は自分が書いた七角形の図を指し示した。
「この七つの角にはそれぞれ意味があり、右が七元徳を、左が七つの大罪を表している」
「七元徳と……七つの大罪？」
「簡単に言うと、人が生まれ持つ美点と汚お点てんみたいなものだね。七元徳は節制、剛ごう毅き、信仰、正義、希望、思し慮りよ、慈じ愛あいのこと。七つの大罪は傲ごう慢まん、嫉しつ妬と、憤ふん怒ぬ、怠たい惰だ、強ごう欲よく、暴食、色欲のことさ。聞いたことないかな？」
　あー……いつかどこかで聞いたことがあるような気がしないでもない。
「つまり彼女は、その身に神聖なものと邪じや悪あくなものをより強く宿している。善き心と悪あしき心。それはまさに人間そのものだね。リメイン・タトゥは、人間が根源的に持つ属性を極限まで引き上げるんだ」
「引き上げると……どうなるんですか？」
「穢けがれの中に清らかさが宿る。だから、血が聖水になる」
「血が……って、血は穢れなんですか？」
「今の世ではそういう認識じゃないかな。血を見て感かん涙るいに咽むせび泣なくことはないだろうけど、顔をしかめたりするような……なんて言うのかな？　畏おそれ、と言えばいいのか。ともかく、遠ざけたくなるような、そういう感情を人は抱いだいているんじゃないのかい？」
　つまり……ええと、リメイン・タトゥは聖人の聖痕を模したもので、それを刻まれた人間は、人間が本来持つ神聖さと邪悪さの特性をより強められてしまい……結果、穢れの中に清らかさが、清らかさの中に穢れが生じる──つまり、血が聖水になるってことか。
「じゃあ、聖水ってのは？」
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「聖水は穢れを祓はらうものなんだよ。浴びたもの、飲んだもの、注がれたもの……そのすべてから穢れが取とり払はらわれ、神聖なものになる」
「神聖なもの？」
「俗ぞくに、神とか聖域とか呼ばれるモノだね」
「それって……」
　聖域ってのはよくわからないが……俺が知っている『神』と称されるモノは、自じ我がを持つ超ちよう高純度のエネルギー体だったはずだ。所長も、俺が抱く『神』という言葉のイメージは理解しているはずであり、にもかかわらずその名めい称しようを口にするということは──。
「エレクシアの血は、人を自我エネルギー体にする……？」
「そういうこと」
　呟つぶやくように発した俺の言葉に、所長は頷うなずいた。
「そして聖域というのは、その自我エネルギー体が集つどう場所であり、いわゆる神々の領域なんだよ。人からすれば、生身で決して踏ふみ込むことのできない……うん、まさに聖域だね。人が生身で踏み込めば戻もどること叶かなわず、自我は消し飛び、魂たましいは砕くだかれ、肉体は千々に引ひき裂さかれる」
　それがエレクシアが持つリメイン・タトゥの真の効果、か。やっぱりとんでもない代しろ物ものなんだな。
「ただ、あの子の場合では血の量が足りないね。人を自我エネルギー体にしたり、世界全土を聖域にするのなら、それなりの量が必要になる。人の血液の量はだいたい成人男性で４リットル、成人女性で３．７５リットルと言われてるが……うーん、そのくらいあれば充じゆ分うぶんかな。だから、あの年とし頃ごろじゃ全然足りない」
　全然足りないと言われても、足りたからってちっとも喜べない。
「それでもあの子の血は聖水だ。少量でも限定された区域の聖域化や、怪け我がや病気の治ち癒ゆ、ガラス玉を宝石にするような奇跡、あるいはある程度の悪あく霊りようなら祓えるだろうね。まさに名は体を表すってところだ」
「エレクシアの名前が？」
「まんまじゃないか。エリクサーの方が通りがいいのかな？　不ふろ老うち長よう寿じゆの妙みよ薬うやくであり神聖なる万ばん能のう薬やく。錬れん金きん術じゆつで言えば賢けん者じやの石の別名でもあるがね。ちなみに、ファミリーネームのヴィルヌーブは地名だよ。つまりあの子は、フランスで誕生したエリクサーってわけだ」
　そこで荻窪さんはエレクシアを保護して、日本に連れ帰って来たのか。
「リメイン・タトゥは他のリメイン・シリーズに比べてかなり特殊なんだよ。三さん位み一いつ体たいなんだ。リメイン・タトゥを持つ人間はその肉体がリメイン・カップになり、そして血液がリメイン・ウォータになる。それぞれ聖痕、聖せい杯はい、聖水に対応しているレプリカさ」
「じゃあ、ええと……」
　俺は所長がメモ用紙に書いた七角形の図形に目を向けた。
「その図を両手両足に刻めば、誰だれでもリメイン・タトゥになるんですか？」
「いや。正七角形は書こうと思えば書けるけど、凹おう凸とつのある人の身体にイレズミで正確に描くには難しい。何よりあれは、科学よりも魔まじ術ゆつに関する知識が少なからず必要になる。あの子の場合は先天的に刻まれたんだろうね。だから、ギフト・キャリアなんだよ」
「だから……って？」
「忘れたのかい？　ギフト・キャリアは人じん為い的てきに造られた存在だよ」
　ああ……そうか、そういうことか。つまりエレクシアは、生まれる前からリメイン・タトゥを持つ存在として、人為的に造られた存在と言うわけだ。
　そんな、人間の遺伝子操作なんて真ま似ねをするとなれば、先だって行われているギフト・キャリアの技術が役立つ。だからあの子はＭＩの能力者でもあるのか。
　だからと言ってそれは……そんなことは。
「物もの凄すごく、胸むなくその悪くなる話ですね」
　ここにエレクシアが居なくて本当によかったと思う。聞いても理解できたかどうかはわからないが、それでも聞かせたくない話だ。
「気持ちはわかるよ。実は僕も気に入らない」
　俺の言葉に、所長も同意する。それは言葉だけのものではなさそうだ。笑顔を浮かべてはいるものの、目がちっとも笑ってない。
「もともとリメイン・タトゥというものは、存在しないロスト・アイテムなんだ。設計図はあっても実際には造られていなかったはずでね。それをどこかの誰かが、ギフト・キャリアに目を付けて造り出してしまったんだろう」
「いったい誰が？」
「それは僕の耳にもまだ入ってないな。ただ、空港での一幕は、エレクシアくんを狙ねらう相手と鉢はち合あわせになったから起きたんだろうね。それで交渉することにしたようだ」
　空港……あの、爆ばく発はつ騒さわぎのことか。あれは荻窪さんと、エレクシアを狙う相手が巻き起こした騒さわぎだったわけだ。随ずい分ぶんと派手な交渉だなぁおい。
「大だい丈じよ夫うぶなんですか、荻窪さん一人で」
「どうだろうね。ただ、彼かの女じよはうちの事務所のフォワードを任せている人だよ。彼女は太刀鞍くんみたいに生まれ持った特とく殊しゆ技能はないが、代わりに刻印式魔まほ法うじ銃ゆうを持たせてある」
「刻印式……魔ま法ほう？」
　魔法って……それは、まさか姉さんが発動に失敗した──。
「ああ、いや」
　俺が何を考えたのか、所長は察したらしい。否定の言葉を口にした。
「厳密に言えば、キミが思う『魔法』とは別物だよ。彼女に渡わたしてある銃じゆうは、あらゆる物体に掛かかるさまざまな現象を消し去るものなんだ。このえくんが発動させようとした魔法とは、規模はもちろん原理からして違ちがうが、銃に撃うたれたものは起きている物理的な法則をキャンセルさせてしまうからね。起きる結果は似ているものなんだ。だから便べん宜ぎ上、そう名付けたに過ぎないよ」
　ああ……なるほど、そういう代物なのか。
「荻窪くんのことは心配しなくても大丈夫さ。何より、彼女がエレクシアくんをキミに預けたのは、交渉の邪じや魔まになるから保護しておけってことじゃないかな」
　早い話、今回の俺の仕事は保父さんってことに落ち着くわけだ。
「エレクシアのリメイン・タトゥですが、封ふう印いんはどうするんです？　まさか地下のラボに監かん禁きんするわけにもいかないですよね？」
「あの子の立場は、キミ自身に置き変えるとわかりやすいだろ？」
　俺自身……と言われて、つい左手に目を向ける。そこには消えることのない真円のみみず腫ばれが浮かんでいた。
　これは俺がリメイン・マターと同化していることを意味している。前にちらっと聞いたのだが、リメイン・マターはあらゆる願いを叶える如によ意い宝ほう珠じゆのレプリカであるらしい。神器である如意宝珠は本来左手に携たずさえて使うものらしく、リメイン・マター本来の使い方もそれと同じだったようだ。
　けれど俺の場合、それを飲み込んじまったのが問題になった。この左手のみみず腫れは、そんなリメイン・マターが「ここにある」という証みたいなもんらしい。だから、左手にしか効果が出ない、ってわけでもない。
「つまり……現状維い持じのまま？」
「あの子の保護をずっと続けるというのであればそれでもかまわないが、そういうわけにもいかないじゃないか。キミは魂や自我といったそういう部分で結合してるから切きり離すことはできないが、リメイン・タトゥは肉体を聖杯化させるものだからね。物理的な方法で除去できる。手足の聖痕を消せば効果が失われるよ」
「だったらすぐに消しちまえば？」
「簡単に言うなよ。一気に消さないとダメなんだ。四つの聖痕で聖と邪じやの属性値をブーストした挙げ句、バランスを取ってるわけだからね。一カ所ずつ消したのでは暴走する。ちょっと時間がかかりそうだ」
「それってどのくらい？」
「荻窪くんが仕事を終えるよりも時間がかかる、かな」
　まるっきり目め処どが立ってない……ってことでいいんだろうな、これは。
「ともかく、これであの子が置かれている状況と立場がどういうものか、おおよそわかったかな？　柊くんに任せてないで、ちゃんと面めん倒どうを見てあげることだね」
　ちらりと事務所の壁かべに掛けられている時計に目を向ければ、思ったよりも時間が過ぎていた。いかん、このままでは終電がなくなってしまう。
　ひとまず聞かなくちゃならない話は一通り聞くことができたし、あとはエレクシアを寝かしつけて帰ろう──と、その前に。
「所長、前から気になってたんですけど」
「なんだね？」
「どうしてリメイン・シリーズのことを、そこまで詳くわしく知ってるんですか？」
「……ああ」
　俺の問とい掛けに、所長はため息みたいな返事をした。
「言わずとも、キミが言いたいことはわかる。それは間ま違ちがいではないが、正しくもない。僕ぼくは、単に後始末をしているだけさ」
　後始末って……それは、リメイン・シリーズを回収することを言ってるんだろうか？
　浮かぶ疑問は山のようにある。聞きたいことも盛りだくさんだ。
　けれど所長は、今はそれまでと言わんばかりに、続こうとする俺の言葉から耳を背そむけるように、窓の外に目を向けた。




　後始末。
　所長はリメイン・シリーズの回収をそう言った。おまけに俺の考えが、間違いではないが正しくもない、とも言っている。
　てっきり、リメイン・シリーズってのは所長が作ってばらまいたもんだと思っていた。柊の刻印護ご符ふみたいなもんを作れるのなら、リメイン・シリーズみたいな神話や伝説に出てくる道具の複製品だって作れそうじゃないか。
　けれど、それは違っていた……の、だろうか。所長の態度から察するに、どうも違うらしい。かと言って、見けん当とう違ちがいで的はずれな考えでもないようだ。
　だったらどういうことなのかと、所長をさらに問い詰つめたかったのだが……どうも今は深く話すつもりはなさそうだ。醸かもし出す雰ふん囲い気きや見せる態度が暗にそう語っている。
「んー……」
　そういえば、柊はその辺りのことをどう思っているんだろう。あいつは萬屋で働きだしたのは俺と大差ないようだが、所長の義理の娘という立場でもある。そんな立場にあって、義父がリメイン・シリーズみたいな神器のレプリカ品を回収し、封印することを生なり業わいにしているのだから、俺以上に何かしら思うところがあるかもしれない。
　これからあいつの部屋に行くわけだし、さっき聞いたリメイン・タトゥの情報を伝えるついでに、その辺りのことをちょっと聞いてみるのも悪くない。
　五階建ての萬屋ビル最上階まで階段をカツンカツン言わせて上れば、事務所の入り口と同じような鉄てつ扉ぴが目の前に現れる。階段はさらに上へ続いているが、あとは何もない屋上だけだ。ここが柊の部屋らしい。
　呼よび鈴りん……らしきものが、どこにもないな。そういえば事務所にも呼び鈴はなかった。もしかしてこのビルには、もともとそういう設備がないんだろうか？　自分の部屋に来客があった場合、あいつどうしてるんだ？
　仕方なしにドアをノックしてみる。もうかなり遅い時間なので、大きな音を出してゴンゴンやるのは躊躇ためらわれるが、ここが住宅街じゃないので気にしなくてもいいだろう。
　けれど、まるで反応がなかった。まさかもう寝ちまったのか？　それならそれでいいんだが、このまま帰っていいものかどうか、判断に迷うところである。
　そうだ。こういうときは文明の利器に頼るべきじゃないか。
　携けい帯たい電話を取り出して、柊を呼び出し……ているのだが、一向に出やがらない。マジで寝ちまったか。
　にっちもさっちも行かなくなり、携帯で呼び出しを続けつつ、なんとなくドアノブを回してみた。
　……開いたぞ、おい。
　ドアを開くと、部屋には灯りが点いている。ここが事務所と同じ作りだとすれば、入ってすぐ壁になっているその中は、トイレに違いない。左を向けば衝つい立たてがあり、もしかすると寝しん室しつにでもなっているんだろうか。鳴らし続けている携帯の音が、ちょうどその方向から聞こえてくる。
　さすがに土足は厳禁か。明確な区切りはないものの、正面の壁に沿って下げ駄た箱ばこが置かれてあった。床にはカーペットが敷しかれてあり、そこは靴くつを脱ぬいで上がらなければならないようだ。
　部屋に灯りが点ついていて、携帯も鳴っている。ということは室内にいるのは間違いないようで、声を出せば聞こえるだろうと思って呼びかけようとした──そのとき。
　がちゃっ、と音を立てて、トイレと思わしき個室のドアが開いた。
「…………」
　誰が出てきたか、それを言うよりも俺おれの視覚情報が捉とらえた事こと柄がらを端たん的てきに表すのなら……裸はだかの幼女が現れた。
「あー、こら。ちゃんと身体を拭ふかないと……ん？」
　その後に続き、現れたのは柊である。そしてこちらも何な故ぜか……その……裸、だった。
「………………」
　とりあえず、俺が固まったのは言うまでもない。
「………………」
　柊も俺に気付いて視線を合わせたまま、状じよう況きようが飲み込めずに硬こう直ちよくしている。
「……悠ゆう」
　唯ゆい一いつエレクシアだけが、何事もなかったかのように嬉うれしそうな声こわ音ねで俺の名を呼び、駆かけ寄よってきてヒシッと抱きついてきた。素すっ裸ぱだかで。
　何なんだ、この状況は。何をしてたんだ、こいつらは。何となく、俺にしがみついているエレクシアの全身が濡ぬれているように思えるわけだが、それはつまり風ふ呂ろにでも入っていたってことだろうか？
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　いや待て。そんな推理をしてどうする。それよりも何よりも、今ここで俺の置かれている状況こそ、極きわめてまずいものではないだろうか。この日、この時、この瞬間、この状況こそ、困難かつ受難の前兆に他ほかならないのではないだろうか。
　近年希まれにみる特大級の危機的状況だ。このままでは生死に関かかわる。無事に切り抜ぬけたとしても、今後の人生に妙みようなレッテルを貼はられ、不条理な出来事のせいで重い十じゆ字うじ架かを背負って生きていくことになりかねない。
「……えー……っと」
　幸いにして、ショックからいち早く立ち直ったのは俺の方だった。この機を逃のがさず、言い訳もとい弁解をするしかない。
「何故、お召めし物ものをすべて脱いでおられるのでしょー……か？」
　いやだから、現状の確かく認にんを取ってどうする俺。
　と。
　それまで固まっていた柊が急に身をかがめ、俺にしがみついていたエレクシアをひったくるように抱き寄せると、物凄い勢いで個室の中に引っ込んでドアを閉じた。その間、一言もなしである。
　けれどドアはすぐに開かれた。再び現れた柊は身体にバスタオルを巻いている。
「この格好で、何をしてたかわかるでしょ？」
「あー……風呂に入ってたんだな」
「そういうこと」
「そっかー、そこユニットバスになってんだな。事務所だとトイレだけだよなーあははー」
「そうそう。事務所はユニットバス取っ払ぱらって給湯室を広げてるらしいのーうふふー」
　やはり俺の推理は間違っていなかったらしい。それで事務所の給湯室は無む駄だに広いわけだ。その分、広くなったところには酒さか瓶びんが散乱しているわけだが、それは良しとしよう。
「それで？　他に聞きたいことは何かある？」
　問い掛けてくる柊の声音が、いつになく優やさしい。優しいが故ゆえに恐おそろしい。
「いや……特には何もございません……が」
「あっそ。それじゃあ……」
　柊が、極ごく上じようの笑えみを浮かべて見せる。笑みを浮かべながら、指をぺきぽき鳴らしている。
「ごめんね、神村。あたし、人の頭をどの角度からどのくらいの強さで殴なぐると記き憶おくを飛ばせるか知らないの。加減を間違えて撲ぼく殺さつしちゃうかも♪」
　むしろ殺やる気まんまんですね？　と言えるわけもなく。
　柊が拳こぶしを振ふり上げるのを見届ける前に、俺は転げ落ちるように逃にげ出した。
三章　柊美鈴の懐疑ともう一人の全能者




　何やってんだ俺は。何で逃げちゃってたりするんだ俺は!?

　最悪な朝だ。胃に穴でも空いてそうな気がするほど、これまでの人生でここまで気が滅め入いるような朝を迎むかえたことはない。
　それほどまでに陰いん鬱うつとした気分だ。結局、一いつ睡すいもしていない。むしろ寝ねられるわけもない。いつ何時、柊が俺の家に襲しゆ撃うげきを仕し掛かけてくるかと気が気じゃなかった。
　おかげで睡すい眠みん不足も甚はなはだしく、本気で学校を休もうかと考えている。
　幸いにして、母親は出張中の父親に会いに行くと書き置きを残して家を空けていた。無断欠席しても口うるさく怒ど鳴なられることはない。逆に、学校へ行けば昨晩のことで柊にくびり殺されるかもしれない。
　おのずと、ほとぼりが冷めるまで家の中に引きこもっていたいという考えが脳のう裏りをよぎった。あんなことが起きた翌日なら、俺でなくたってそう考えるもんだ。
　そもそも俺は、なんで昨日あの状況で逃げ出だしたんだろう。いくら柊だって、裸を見られたくらいで人のことを本気で撲殺しようと……しようと……しようとするだろう。あいつだったらやる。やるとわかっていたから、逃げ出すしかなかったわけだ。あの女はマジで殺やる女だ。
　いやしかし、一発くらいなら素す直なおに殴られるべきだったかもしれない。裸をガン見した挙げ句、ダッシュで逃げたんでは、言い訳できないマジモンの痴ち漢かんと変わらないじゃないか。何より、いくら鍵かぎが開いてたからって勝手に入るべきじゃなかった。
　いやいやしかし、どうしてあいつは玄げん関かんの鍵を掛けてなかったんだ？　いくら何でも不用心すぎる。入ったのが俺だったからよかったものの、本当の変質者とかだったらどうするつもりだったんだ？
　ああ、そうか。刻印護符で吹ふっ飛とばすわけか。いやまて、納なつ得とくしてどうする俺。
　ぐあっ！　何をどう考えても俺が悪いような気がしてきたっ！　くっそー……やっぱ今日は学校行きたくねぇっ！
　そんなことを考えていたら。
　ぴんぽーん──と。
　家の呼び鈴が鳴った。
　こんな朝っぱらからいったい誰だ？　と思ってインターフォンの受話器を取れば、何故だろう、そこに居るのが柊美鈴に見える。学校の制服で身を包つつみ、登校する前に立ち寄りましたと格好だけで嫌いやになるくらい主張していた。
『あ、神かみ村むら？　あんたちゃんと起きてたの？　準備できてるなら、早く出てきなさいよ』
　声を聞けば、嫌でも現実を受け入れなければならなくなる。
　間違いなく柊だ。
　何故あいつが俺の家にまでやってくるんだ!?　しかもこの、朝の登校時間に。
　まさかあれか、昨晩のことで俺が逃げ出さないように退路を断たちに来たのか？　いやでも、インターフォンから聞こえてきた声音は怒いかり狂くるってる感じでもなさそうだ。
　だとしたら、本当になんで俺の家までやってくるんだ？
「何を……やってるんですか柊さん……」
『ん？　いやだって、あんたのお母さんからメールが届いてたんだけど。しばらく留守にするから、あんたのことよろしくって』
「……は？」
　うちの親から……柊にメール？　え、柊にメールが届いてた？　うちの親から!?

「話が……まったく見えないんだが……」
『とにかく、さっさと準備整えて出てきなさい。遅ち刻こくするでしょっ！』
　結局最後には怒鳴られたが……いやホントに、何がどうなってんだ？　母親が留守にするのはよしとしても、そこでどうして柊に連れん絡らくを？
　何をどう考えても理由がさっぱりわからない。ただ、柊も戸と惑まどっているところが少なからずあるようで、おまけに昨晩の一件は忘れて……いるんだろうか？　どちらにしろ、声音だけ聞いていれば、あまり気にしていないようにも聞こえる。
「ちょっ、ちょっと待っててくれ」
　一言断りを入れて、インターフォンを切って慌あわてて準備を整える。また下手な真似をして柊を怒おこらせるわけにもいかない。朝飯も喰くわずに家を飛び出し、エレベータに飛び乗ってマンションのエントランスまで駆けつけるのに、一〇分もかからなかったかもしれない。
「悪い、待たせた」
「おはよう、神村」
　柊が、笑え顔がおを浮うかべていつにないほどきちんと朝の挨あい拶さつをしてくるなーと思った次の瞬しゆん間かん、プロボクサーでも驚きよ嘆うたんしそうな左フックが、吸い込まれるように俺の脇わき腹ばらにめり込んでレバーを刺し激げきした。悲鳴を上げる暇ひまもない。
「お……おま……いきなり……」
「ふん。これで昨日の覗のぞき見は許してあげる」
　うあ……やっぱ覚えてた上に根に持ってたのか……って、そりゃそうだ。朝飯を抜いたままで本当によかったと思う。でなけりゃ大だい惨さん事じになってたとこだ。
「まったく……これで二度目よ、二度目！　あんたに裸見られたの！　どう責任取るつもりよっ！」
　責任と言われても……俺も裸を見せればいいんだろうか？　いやでも、それをやったら洒落しやれ抜ぬきで殺される。間違いない。
「おまけにあんた、昨日は逃げ帰かえるもんだから、その後がどれほど大変だったかわかってんの？　エレクシアちゃんはしょんぼりするし、夜中なのにここまで来ようとするし！」
「ああ……その、エレクシアは？」
　これから学校に行こうというのだから、さすがに今は連れていない。となれば柊の家に置いてきたと思うのだが、まさか一人にしてるわけじゃないよな？
「所長に預けてきたわよ。さすがに昨晩は寝るのも遅おそくなっちゃったから、あたしが家を出るときはまだ眠ねむってたけど。寝かしつけるのも大変だったんだからね、あんたが逃げ帰るからっ！」
　重ねて俺が逃げ帰ったことを怒りの捌はけ口にもってくるとは、どうやら相当根は深いらしい。人のことを一発殴って悶もん絶ぜつさせて、まだこれか。
「いやだって……おまえにマジで撲殺されるかと」
「あんたはあたしをどういう目で見てるのよ」
　それを正直に言っていいんだろうか。口にした時点で人生が幕を引きそうな気がする。
「とにかくっ！　あんた、反省しなさい」
「うっ……すいません」
　いやホントに、今回ばかりは素直に謝あやまっておこうと思う。原因としては部屋の鍵をかけなかった柊の迂う闊かつさも多少なりともありそうだが、それを言い出したらキリがない。
「……ん？　二度目？」
　一発殴られてから学校へ向かって歩き始めて、ふと気になった。昨晩とは別に、俺が柊の裸を見たことなんてあったっけ？　覚えてないな。
「ほう……忘れてんのか。あたしの裸なんて忘れちゃうくらい、心底どーでもいいわけか」
　何故だろう、柊のご機き嫌げんがエアポケットに入った飛行機のように急降下した。こいつ、忘れて欲ほしいんじゃなかったっけ？
「だからー、前はあんたの護衛してたときに」
　ああ……そういえばそうだった。俺がまだ正式に萬よろ屋ずやの一員になる前に、リメイン・マターが関係する事件で柊は俺の家にやってきたことがあった。そのときも、風ふ呂ろ場ばで遭そう遇ぐうしてたっけ。
　確かそのとき、柊をうちに泊とめる理由付けとして清く正しい男女交際をしている、と言って母親を騙だましていた気がする。
「もしかして、そのときにメアドの交こう換かんとかしちゃったりしたのか？」
「うん、まぁ」
　何やってんだおまえはー……。
「……それで、けっこう頻ひん繁ぱんにメールのやりとりしてたりとか？」
「頻繁にって言うか、送られて来るから返信してるって感じだけど。メアド交換したのも、断るに断れない雰囲気だったし。でもあんた……その、あたしが言うのも何だけどさぁ。あのときのでまかせ、まだ否定してないわけ？」
「あー」
　その話、母さんはまだ信じてるかもしれない。あれからいろいろあって、そんな些さ細さいなことなんてすっかり忘れていた。勘かん違ちがいしたままでも別にかまわないと思うが、今日みたいにメールを送っちまうような真似をするなら、柊にしても迷めい惑わくな話だろう。
「悪い、今度ちゃんと否定しとく。帰ってきたときにでも言っとくよ」
「えっ？」
「ん？」
　何故そこで驚おどろくんだ？　今の話の前まえ振ふりだと、そうして欲しいと思ったんだが、違うんだろうか。どうにも柊は曖あい昧まいな態度をしている。
「いやだって、迷惑してんだろ？　我わが親ながら、いつまでも若いつもりでいてさ。少しは自重するように言っとくよ」
「あ、いや……えっとその……むっ、無理に止めなくても……いい、かなぁ～……なんて。あ、ほら！　あ、あたしは別にそんな迷惑してるわけじゃないからさっ！」
「え、何？　おまえ、うちの母親とメールするのが楽しいとか？」
「うんっ、そう！　ちょー楽しい！」
「マジで!?」
　いったいうちの母親は、柊とどんなメールのやりとりをしてるんだ。今どきの女子高校生にウケるような内容なのか？　まさか……とは思うが、俺の私生活を暴ばく露ろするような内容とかじゃないよな？
　ああでも、柊がそんな話で喜ぶようなヤツとは思えないし……とすれば、本当にどういう内容だったんだ？　うちの親からのメールは。
「それよりも！」
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　詳しく話を聞きたいのに、柊は俺に先んじて話題を強ごう引いんに変えて来やがった。
「あんた昨日、あたしにエレクシアちゃんを預けて、所長からいろいろ話を聞いたんでしょ？　何を聞いてたのよ」
　昨日のノゾキだ何だですっかり言いそびれていたが、柊とはリメイン・タトゥやエレクシアのこと、それに荻おぎ窪くぼさんが何をやってるのか等々、その辺りの情報のすりあわせをしておかなくちゃならなかったんだ。俺の親とどんなメル友になってるのか──なんてことと比べれば、どちらを優先させるかは言うまでもない。
「リメイン・タトゥの詳しよ細うさいだよ。知ってるか？」
「さっぱり。どんな代物なの？」
　昨晩、所長から聞いた話はなかなか衝しよ撃うげ的きてきだった。話の内容も、割と細かく覚えている。朝の通学中にクラスメイトと話すことじゃないと思うが、そうも言っていられない。俺は事細かく柊にリメイン・タトゥのこととエレクシアの特異性を説明すると──。
「……リメイン・タトゥって、そういう代物だったんだ」
　──返ってきた柊の言葉は、俺が予想していたものより淡たん泊ぱくなものだった。もう少し憤いきどおったり驚いたりするもんだと思ってたんだけどな。
「そういう代物って……どういう代物だと思ってたんだ？」
「ん？　んー……なんて言えばいいのかしら。昨晩、エレクシアちゃんを見てて思ったのは……そうね、本人が持ってる資質を強めるもの、かしら？」
「資質？」
「ほら、エレクシアちゃんってＭＩのギフト・キャリアでもあるんでしょ？　その能力は映はえるさんより下らしいじゃない。でもね、何ていうか……あの子、あたしの考えを読み取ってるんじゃないかなって思えるの。でも、それも変な話だから……」
　エレクシアはリメイン・タトゥであると同時に、ギフト・キャリアと言う異能の力を先天的に持たされて人じん為い的てきに生み出されている。ＭＩは精神的干かん渉しよう能力だから、相手の考えを読み取るなんてことはお手の物だ。
　ただ……それは柊相手に通じるんだろうか。
　映さん曰いわく、柊はもしかするとＧＩＦＴが通じにくい体質かもしれない。能力の種類は違うが、事実こいつは、全能者の映さん以上のＰＩ能力を持つ千ちぐ草さあ茜かねの物理的干渉の直接行使をキャンセルしている。
　そしてエレクシアは、映さんよりも能力の低いＭＩのギフト・キャリアであるらしい。映さん以上のＧＩＦＴを防ぐ柊に、映さん以下のＧＩＦＴしか持たないエレクシアの能力は……種類が違うとは言え、素人しろうと考えでも通じそうにない。
　それは柊も承知していることだ。にもかかわらず、エレクシアがＭＩを使っていると言い出している。
「何か根こん拠きよでもあるのか？」
「気のせいって言われるとそれまでかもしれないんだけど……エレクシアちゃんが思ってること、それとなくわかる気がする」
「わかるって……おまえに？　いつからＭＩのギフト・キャリアになったんだ」
「だから、ＭＩって相手の思考に自分の考えを滑すべり込ませることができるでしょ？　そういうことをされてるっていうか……んー、あの子がこっちの考えに合わせてるところがあるっぽいというか……んー、だから、その……そういうことなんだってば！」
　そんな言語で説明できそうにないからって、ニュアンスで伝えようとされてもなぁ……わかるわけがない。
「じゃあ試ためしに、今エレクシアが何を考えてるか言ってみろよ」
「あんたに会いたい」
　ビシッと指さされ、逡しゆん巡じゆんもなくズバリと言い放たれた。妙に真ま面じ目めな顔つきで言うもんだから、こっちが逆に照れくさい。言った本人にはまるで他意がなさそうだが。
　それはともかく。
　エレクシアが今、俺に会いたいと考えている……などと柊は主張するが、それはあの子の行動を見ていれば、誰にだって言えることじゃないだろうか。
　どういうわけか俺は懐なつかれている。本当なら映さんのところで預かってもらうはずが嫌だと言い、代わりに柊が名乗りを上げても『悠ゆうが一緒なら』などと言い出す始末だ。ああもストレートに好意を示されれば、路ろ傍ぼうの石ころだって好意に気付くさ。
　そういう前提で考えれば、柊の台詞せりふは『エレクシアの考えがわかる』という主張の裏付けには弱すぎる。
「実際、そう思ってるように感じるんだもの」
　俺が胡う散さん臭くさいものを見るような目で言葉を濁にごしていると、柊はそんなことを言い出した。
「もう、結構必死にそう思ってるんじゃないかしら。もしかすると学校まで来るかも」
「学校って……」
　気のせいかな、必死になってるのは柊の方に感じるんだが。
「エレクシアは俺が通ってる学校どころか、この近所の地理にだって詳しくないだろ。どうやって学校まで来るんだよ」
「そんなこと言われても」
「それに今は所長が見てるんだろ？　さすがにあの人でも、リメイン・タトゥを持つ小さな女の子から目を離はなすなんてことは──」
　と、そのときだった。
　柊と話をしていたせいでロクに前も見ずに歩いていた俺は、路地の角を曲がると同時に対面から歩いて来ていたであろう人とぶつかってしまった。
「あっ……と、すいま──」
　転てん倒とうするほど派手にぶつかったわけじゃない。せいぜい、たたらを踏ふむ程度によろめいただけで、条件反射に謝罪の言葉を口にしようとしたが……続かない。
　パッと見で、ぶつかった相手が視界に入らなかったから、というのも理由として挙げられるが、ぶつかってきた相手が俺の腰こしに手を回してしがみついていたから、というのがもっとも大きな理由だろう。
　そして何より──。
「……悠」
　──いつかどこかで聞いたことのある声音と台詞が、俺にしがみついている人物から聞こえてきた。
「えっ、エレクシア!?」
  俺を見上げるその眼まな差ざしは、他の誰だれでもない、どこからどう見てもエレクシア・ヴィルヌーブ本人だ。こんな場所に、目鼻立ちの整った人形のような外国人の幼女がふらふらしているわけがないのだから、それはエレクシアで間違いない。
「ほらーっ！　やっぱり来たじゃない！」
「何を喜んでんだ、おまえは！」
　そりゃ確かに、柊が言う通りエレクシアがここまでやってきたわけだ。自説が立証されたと喜べばいいさ。けど、俺にしてみりゃ喜ぶ要素がどこにもない。
　どうやってここまで来たんだ？　どうして一人なんだ？　何より、面倒を見てたっていう所長は何やってんだ!?　そろそろ所長を怒鳴りつけてもいい状況だよな、これは。
「エレクシア、所長はどうしたんだ？　一人でどうやってここまで来たんだ」
「わ……たし……ニセモノだから……御み許もとには……」
「なんだって？」
　何の話をしてるんだ？
「ああ、とにかく──」
　俺と柊はこれから学校に行くんだ。事実、すぐそこに校舎の一部が見えているし、通学路のここには同じ制服に身を包んだ学生が、こちらを遠巻きに眺ながめながら向かっている。
　今でさえ格好の晒さらし者ものになっているのに、エレクシアを学校にまで連れて行ったらどんなことになるのか……考えるだけで嫌になる。
　こうなったらエレクシアの説得をしつつ、柊に所長へ連絡を取ってもらって引き取りにきてもらおう……と、考えていた矢先に、俺の携帯がぶるぶると震ふるえだした。もしかして、エレクシアが居なくなったことに気付いた所長が慌てて電話してきたか？
「柊、ちょっと頼たのむ」
　このまま電話に出れば、俺の口からこぼれ落ちるのは罵ば倒とうの類になるのは間違いない。いくら電話口とは言え、まだ幼いエレクシアに聞かせられる言葉にはなりそうにないし、聞かれたら情操教育上悪影響が出そうだ。
　俺は柊にエレクシアのことを任せて少し離れてから、電話に出た。
「いったい、」
『やあ、少年』
「……はぃ？」
　携帯のスピーカーから聞こえてきた声に俺は虚きよを衝つかれ、口からこぼれ落ちる直前だった罵ば詈り雑ぞう言ごんがどこかに消きえ失うせてしまった。
「荻窪さん？」
『覚えてくれていて、これは素直に喜びを表すべきかな』
　やっぱりだ。電話口の相手は、昨日に一回だけ連絡があって以降、音信不通だった荻窪美み弥や子こさんで間違いない。
「何やってるんですか、今どこにいるんですか!?　てか、所長から少し聞きましたけど……あの、一人で大だい丈じよ夫うぶなんですか？」
『これはまた、ご心配痛み入る。こちらの話の前にひとつ確認したいのだが……少年、エレクシアは今どこに？』
「どこって……」
　そういえば、荻窪さんからの指示は映さんのところに預けておくように、という話だった。もしかして映さんに先に電話して、自分の指示と違う状況になっていることで俺に確認の電話をしてきたんだろうか。
「えっと……今、ここに居ます」
『やはりそうか。所長め、どういうつもりだ……？』
「所長？」
　なんでここで所長のことが出てくるんだ。
『いや、ここはむしろ、キミの信しん頼らいされ具合にこそ驚嘆すべきかもしれない』
「どういうことです？」
　何だ？　何を言ってるんだ、荻窪さんは。
『申し訳ない、少年。こちらで少しヘマをやらかした。そちらにエレクシアを狙ねらっている男が向かっている。そいつが本命だ』
「……は？」
　エレクシアを狙っている……本命？
「ちょっ、どういうことですか!?　荻窪さん、その……相手と『交こう渉しよう』してたんじゃないんですか？　所長からあらかた聞いてますが……いったい何があったんですか!?」
『面めん目ぼくない。追いつめたつもりが、逆にこちらが誘さそい出されていてね、潰つぶし損そこねた。あとはそいつだけだが、それがまた厄やつ介かいだ。名前は、真ま壁かべ杜もり』
「真壁……？」
『奴やつはギフト・キャリアだ。キミより幼いが、力は生半可なレベルではない』
「ちょっ、ちょっと待ってください。それってつまり……エレクシアを狙う親玉が、俺たちのところに現れるってことですか？」
　しかもそれがギフト・キャリアで、挙げ句、映さんを知っている荻窪さんをして『生半可なレベルではない』と言わしめる能力者……だって？
「そんなのが現れたら、どうすりゃいいんですか……」
『手っ取り早いのはそこで叩たたき伏ふせることだが……少年、先に聞いておくが、キミはリメイン・マターを使いこなせているか？　あるいは、零れいも一いつ緒しよにいるか？』
「零さんですか？　いや、居ないですけど……でも何で？」
『リメイン・タトゥの特性は所長から聞いているだろう？』
　それは聞いている。リメイン・タトゥは聖せい痕こんのレプリカ品だ。人の身体をリメイン・カップにし、血をリメイン・ウォータにするものだ。
　俺はちらりとエレクシアに目を向ける。周囲の人ひと影かげはそろそろまばらになっていた。俺や柊みたいな制服姿の学生は数少なく、他に見える人影は、私服姿の小学生か中学生くらいの通行人が一人。
　これだけ人数が減ってるってことは、そろそろ始業時間だろうか。もう完かん璧ぺきに遅刻だが、俺をジッと見つめるエレクシアの視線を浴び続けていると、そんなことはどうでもよくなってくる。
『エレクシアの血が飛び散れば、世界まるごととは言わずとも一定区域が聖域化するかもしれない。そのとき、その場を正常化できるのは零の断ち切る力だけだ』
　ああそうかと納得して、それはつまり、結局のところ真壁の狙いはエレクシアの命を奪うばうことだと思い至る。
　愛あい想そもへったくれもないが、エレクシアが小さな子供であることに違ちがいはない。真壁って野や郎ろうがリメイン・タトゥを狙うというのなら、あの子の命を狙うことと同義だ。
「聖域化なんて気にする必要はないっすよ」
『ほう……これはまた、頼もしいな』
　小さな子供の血を流させるようなことは、何があっても回かい避ひしなけりゃならない。
　そう思う理由なんて何でもいい。ガラにもない正義感でも偽ぎ善ぜんでもいい、そうなることだけは気にくわないから、そうなる状況にはしない。
　そういう理由で充じゆ分うぶんだ。難しく考えるより、シンプルに考えた方がいい。結果としてそれが過あやまちだとしても、危機に直面しているのならそのときの感情に従った方が後こう悔かいも少ないじゃないか。
「とにかく、真壁って奴のことについて教えてください」
『奴の性別は男。容姿は映さんに似ている』
「映さんに？」
　とは言っても、あの人だってそれほどの特とく徴ちようなんてないじゃないか。何となく不健康そうな細身で色白で、どこにでもいる病弱そうなおっさんだ。そんな人と似ていると言われても……幼い？
「荻窪さん」
『何だ？』
「その真壁って奴は……俺よりも幼いとか言ってましたよね、最初に」
『ああ。歳としは一四かそのくらいだと記憶している』
「そして映さんに似てる……ってか、名前からして日本人？」
『そうだが……どうした？』
　どうしたもこうしたもない。
　今ここから見える校舎は、俺と柊が通う高校だ。その高校の側に、他の学校はない。中学校だろうが小学校だろうが、そんなものはない。
　そんなところに、私服姿の中学生か小学生らしき通行人が一人、通っていった。俺たちだって遅刻確定のこの時間に、悠ゆう長ちように歩いている子供が居るなんて状況は、あり得ないとは言わずとも不自然なほど荻窪さんの情報と一いつ致ちしている。
「柊っ！」
　叫さけんだ瞬間、強きよ烈うれつな突とつ風ぷうが巻き起こった。いや、突風というよりも、空気の層が強引な力で押おし込められたと言うべきか。まるで空気砲ほうの原理を何もないところで再現したかのような圧力に、俺も柊もエレクシアも、それどころか周囲に見える電柱やブロック塀べい、建物の一部さえも吹き飛ばされた。
「く……っそ、柊！　エレクシア！」
　俺は辛かろうじて周囲の建築物崩ほう壊かいに巻き込まれないで済んだが、柊とエレクシアはそうじゃない。二人の姿がどこにもなかった。一いつ瞬しゆん、血の気が引いたが、けれど俺の心配は杞き憂ゆうだったらしい。
　崩壊した家屋で盛り立てられた瓦が礫れきの山の一角が、爆ばく音おんとともに崩くずれる。そこから柊とエレクシアが転がり出てきた。
「おっ、おい大だい丈じよ夫うぶか!?」
「だ……大丈夫」
　などと口ではそう言うが、見れば柊は埃ほこりまみれのズタボロだ。制服も、所々が鋭えい利りな刃は物もので切られたように裂さけていた。あの突風でカマイタチでも起きていたのかもしれない。
「おまえ……」
「平気だって……痛ぅっ！」
「おっ、おい!?」
「だから……あたしのことよりも！」
　差さし伸のべようとした俺の手を払はらい除け、柊は力なく横たわるエレクシアを指さした。
「気絶してるだけだと思うけど……ごめん、ちょっと出で遅おくれた。風ってわかったから護ご符ふである程度は相そう殺さいしたけど、遅かった。もしかして怪け我がしてるかもしれない」
「それなら僕ぼくが診みてあげるよ」
　届いた声に、俺も柊も弾はじかれたように振ふり返かえった。その先に、奴がいる。
　荻窪さんからの情報通り、その男は青年というよりも少年、それも俺や柊よりも子供っぽさの残る面おも持もちをしていた。そして、確かに映さんに似ている。映さんの子供と言われても通じそうだし、本人が若返ったと言われても納得してしまいそうだ。
「それは僕にとって、とても大切なモノなんだ。勝手に連れ出されて困っていたんだよ。キミたちが確保してくれていたんだろう？　ありがとう。さあ、それを僕に返してくれないか？」
　しれっとした表情と、落ち着いた穏おだやかな声こわ音ねでそんなことを言うなんて、あまりのギャップに言葉を失うしかない。
　何を言ってんだ、こいつは？　すべててめえでやらかしたことだろう。それでいて、エレクシアを引ひき渡わたせ？　冗じよ談うだんをギャグとはよく言ったもんだ。猿さるぐつわを噛かまされたみたいに何も言えやしない。
　だからなのか、柊が言葉ではなく行動で痛つう烈れつな返答を示した。
　刻印護符を真壁の頭上に目がけてありったけの数をばらまき、手元の護符を攻こう撃げきの起点として発動させる。光が帯となり、真壁の頭上の護符を一気にすべて貫つらぬいた。
　光線が奴の立っていた場所に間断なく降ふり注ぐ。噴ふん煙えんのように砂すな埃ぼこりが巻き上がった。その直前まで、真壁がそこに居たのは間ま違ちがいない。
　風を押して通り一面をめちゃくちゃにしたのが真壁だと言うのなら、奴はＰＩの能力者で確実だ。いつぞやの千草のように地面の土を盛り上げて盾たてにしたとしても、今の攻撃は土つち壁かべなんぞ豆とう腐ふを貫くより容易たやすく撃うち抜ぬいているだろう。それほどまでに、今の柊に容よう赦しやがない。多少やり過ぎな気もするが、そうまでする理由が柊にはあったようだ。
「おっ、おい……その背中」
　うずくまる柊の背中が、うっすらと赤黒く滲にじんでいる。それが何であるのかは言うまでもなく、何よりも制服の上着に染しみて表に出てくるほどの量があふれ出ているってことこそ問題だ。
「さすがに……二日で治るもんじゃない、わ……ね」
　柊の背中の傷は、今の真壁の攻撃で受けたものじゃない。つい二日前の日曜に起きた事件で、建たて守もり響きよ次うじという男から受けた傷だ。
　その傷が、単なる裂れつ傷しようなら刻印護符を使ってすぐに治すことはできる。けれど建守の力はそこにある力の調整だ。強めたり、弱めたりできるあいつの力の影えい響きようで、護符が本来持つ力は弱められ、結果、柊の傷はいまだ完治に至ってなかった。
「おまえ、平然としてたじゃないか！」
「傷口が開いただけだから、大丈夫……って、強がりたいけど……これ、ちょっとマズいかも……」
「当たり前だろ！　護符で……ってのは、下手に重ね掛かけするとマズイんだったか？　だったら病院に──」
「病院だって？　そんなところに行く必要なんてないと言っただろう」
　真後ろから響ひびいた声に、背筋がぞわりと総毛立つ。まるで変わらぬ泰たい然ぜんとした声音は、背筋に氷柱つららを突っ込まれたかのように寒気を覚えさせた。
　瞬間、瓦礫の山が自らの意思を持っているかのように、俺たちに襲おそいかかって来た。ブロック塀の破は片へんや抉えぐられたアスファルトなど、それらすべてが弾だん丸がんのような速度で降り注いでくる。
「っ!?」
　傷ついている柊にこんな真ま似ねをするつもりはなかったのだが、状じよう況きようがそうさせてしまうのだから仕方がない。力任せに突つき飛とばし、その反動で俺も飛び退のいた。
　刹せつ那な、直前まで俺たちが居た場所に、瓦礫がそれ一個で何かしらの投てき武器であるかのように地面に突き刺ささる。
「何で真後ろなんだ!?　くっそ……柊っ、無事か？　おい、大丈夫か!?」
　俺が突き飛ばしたので飛んでくる瓦礫の直ちよ撃くげきは免まぬがれているはずだ。にもかかわらず、柊は倒たおれたまま身体を起こそうとしなかった。それどころか、俺の呼びかけにさえ応こたえない。
　まさかあいつ、気を失ってるんじゃないだろうな？　敵が目の前にいる状況で気を失うなんて、よっぽどのことじゃないか。
　エレクシアのこともある。事は一刻を争あらそう状況になっていた。
「いいじゃないか、放っておけばいいのさ」
　そんな危機的状況を瞬またたく間に作り出した男は、聖人君子然とした柔やわらかで穏やかな笑えみを浮かべて、そう言った。
「ひどいことをする奴だ。僕を傷つけようとするなんて。殺そうとするなんて。あの行動には敵意があったよね？　殺意もあったじゃないか。どうして僕にそんな感情を向けるんだ。そんな奴は死んで当然だよ」
　まるで詩を謳うたうように朗々と述べる真壁は、底の見えない洞ほら穴あなの奥おくの奥に潜ひそむ暗くら闇やみのような目をぎょろりと動かして、俺おれを見る。
「キミも僕に敵意を向けるのか。キミも僕を憎にくむのか。ああ、嫌だ……どうして僕に敵意を、悪意を向けるんだ。人の悪意は伝でん播ぱする。また殺さなくちゃならない。また消していかなくちゃならない。こんな不毛な連れん鎖さを断たち切るためにもエレクシアが必要なのに……どうして誰もわかってくれないんだ。誰も、誰も誰も誰も誰も誰も」
　な……何だ、こいつは。いったい何が言いたいんだ？　どこをどう好意的に解かい釈しやくしても、こいつはイカレてるとしか結論が出せない。言動のすべてにおいて、世間の枠わく組ぐみから外れている。
　そのことが、頭で理解するよりも直感的に理解できた。ある種、自分のルールで生きている奴だ。
　こいつがエレクシアと柊を傷つけ、市街地であるにもかかわらず盛大にＧＩＦＴを使って通りをめちゃくちゃにしたことに憤る気持ちは、もちろんある。ただ、それ以上に真壁に対して抱いだく感情は、胃の腑ふをこねくり回されているような気持ちの悪さだ。
「キミも死んでしまえばいい」
　ずずずずず……っと、瓦礫の山そのものが意思を持って這はいずるような音を立てて動き出した。大きさも素材も、形さえもまばらな瓦礫が動いている。
　これはすべて、真壁がやってるのか？　あいつが、ＰＩの力で動かしているのか？　だとすればこいつは、いったい世の中をどういう風に認にん識しきしているんだ!?

　映さんは言っていた。ギフト・キャリアの能力の強さは扱あつかう規模と同じくらい、世界をどれほど単純に分け隔へだてて見ているかによる、と。
　だとすればこいつは、種類も形もぐちゃぐちゃな瓦礫を一緒くたに操あやつるこいつは、もっとも手に負えない凶きよ悪うあくなギフト・キャリアってことになるじゃないか！
「キミは死ぬに相応ふさわしい。死ぬべきだ。死んでしまえっ！」
　真壁の絶ぜつ叫きようとともに、瓦礫の山が津つ波なみとなって覆おおい被かぶさるように襲いかかってきた。前後左右のいずれへ走って逃げようとも間に合わない規模の瓦礫の津波を前に、俺が身を固めた──その刹那。
　目の前で閃せん光こうが迸ほとばしった。耳をつんざく轟ごう音おんが響き、迫せまる瓦礫の津波が目の前で粉こな微み塵じんになって消し飛んだ。
「なっ!?」
「下がっていろ、神村くん」
　窮きゆ地うちを脱だつしたこの状況に安あん堵どするよりも、目の前で迫る瓦礫がかき消えたという状況に戸と惑まどっていると、鋭するどく飛んできた声とともに一人の男が現れる。
「はっ、映さん!?」
　ＤＪでも使って来たのか、俺と真壁の間に割り込むように現れたのは全能のギフト・キャリア、高たか瀬せ映さんだった。
「何でここに……」
「お京ちゃんから連絡があってね。キミたちが危ないということもあったんだけど、そこに出てきた名前が名前だったからさ。来ないわけにはいかなかった。昔使ってた道具を持ち出したのも正解だったらしい。ま、そんなことよりも──」
　映さんは俺の方をちらりとも見ずに、目の前にいる男に視線を固定させていた。
「──どうしておまえが居るんだ、杜」
「やぁ……久しぶりだね」
　映さんと対たい峙じする真壁は、その表情に笑みを張り付けている。引き絞しぼった弓のように唇くちびるの両りよ端うたんを吊つり上あげて、けれど目は少しも笑っていなかった。
「今なお偽いつわりの人生を歩んでいるんだね、可哀想かわいそうに。でも大丈夫だよ。僕が僕であることを証明すれば、貴方あなたもそうであると証明できるじゃないか。僕らは違う存在だと言える」
「悪いが、おまえとまともに話し合うつもりはないんでね。おまえはここで止めた方がよさそうだ」
「……止める？　何を言ってるんだ。ははっ、何をバカなことを言ってるんだよ。知っているんだろう？　僕らが、ギフト・キャリアが何な故ぜ誕生したのか。その理由を貴方も知っているはずだ」
　乾かわいた笑い声を転がして、映さんに向ける真壁の眼差しはさらに鋭さを増していた。
「僕はそれを打うち壊こわす。打ち壊さなければならない。それは貴方にとっても有益であることだ。そうだろう？」
「……悪いが」
　映さんは、真壁に対して真まっ直すぐ指さす。
「おまえの話に付き合うつもりはない」
　もしかすると俺は、今この場所で物もの凄すごく珍めずらしいものを目まの当あたりにしたのかもしれない。
　いつも飄ひよう々ひようとしている映さんが、真壁に対して明確な敵対的な態度を示している。
　この二人には……何かがある。似ている風ふう貌ぼうや、お互たがいにギフト・キャリアということから、それは間違いない。
「……面おも白しろい。面白いじゃないか」
　映さんの敵意を受けて、真壁は臆おくするよりも歓かん喜きを見せる。口を真横に引き伸ばし、涎よだれでも垂らしそうな笑みを浮うかべて見せた。
「いいだろう。いいだろうとも！　今ここで貴方を打だ倒とうし、」
　その言葉途とち中ゆうだった。
　真壁の足あし下もと、その直下から大量の土ど砂しやが間欠泉のように噴ふき上げた。ともすれば地中に眠ねむっていた不ふ発はつ弾だんが今まさに炸さく裂れつしたような土砂の巻き上げに、視界が覆われて何も見えなくなる。
　と、状況の理解を得る前に乱暴に襟えり首くびを掴つかまれた。
「退ひくよ、神村くん」
「え」
　真壁の先手を打って仕し掛かけておいて、退くってどういうことだ!?

　そんな疑問を口にするよりも前に、目に映る光景が瞬しゆ時んじに切り替かわった。映さんのＤＪで跳とんだと理解するのに、しばらくの時間を要したのは言うまでもない。
四章　二人の全能者と偽りの姉妹




　住宅街で竜たつ巻まき発生、住宅およそ三〇棟むねが全ぜん半はん壊かい──というニュースが、昼のトップニュースとしてテレビから流れている。映し出されている映像は、見慣れた場所だった。
　今日の朝、真ま壁かべの襲しゆ撃うげきを受けて出てしまった被ひ害がいは、世間でそう伝えられている。なんだかこんなことが前にもあったなぁと思っていると、どうやらこういう報道のされ方には理由があるらしい。
「所長があちこちに働きかけて、情報規制……いや、あれはもう情報操作って感じかな。そういうことをしてるからね」
　ここは映はえるさんが営む喫きつ茶さ店てん『Ｐｅａｂｅｒｒｙ』の店の中。カウンター席に腰こし掛かけて、ケーブルテレビも見られる店内の大画面テレビで昼のニュースを見ていた俺に、映さんがそんな説明をしてくれる。
「情報操作？」
「萬屋の仕し事ごと柄がら、今回みたいなことがさ、たま～に起きるんだよね。かといって、世間にありのままを正直に言えるわけないでしょ。だから所長は政府に脅おどし──もとい協力を仰あおいで事実を隠いん蔽ぺいしてるってわけ」
「そんなことやってんですか、うちの事務所は……」
　まるでＢ級映画の政府直属の秘密機関みたいじゃないか。そういうのは余よ所そごとだから笑って見ていられるのであって、実際にそんなところに籍せきを置いているとなれば、ちっとも笑えない。
「てか、そんな所とのパイプまであったんですね」
「そりゃそうさ。だいたい神かみ村むらくん、萬屋の資金がどこから出てるか考えたことないのかい？　日本のみならず、主要各国が後こう援えん者しやになってるんだよ。代わりに所長は、自分が持ってる技術の一部を提供してるみたいだけど」
　それでうちの事務所は、常つね日ひ頃ごろが暇でもそれなりに給料が出ているわけか。そのうち、世界を裏で牛ぎゆ耳うじっているのは所長でした……とか言い出さないよな？
「でも、だからってどうして今ここに所長が居ないんですか。柊ひいらぎが怪我してんですよ？」
　真壁からの襲撃を受けて、駆かけつけた映さんの判断で撤てつ退たいした俺たちだが、それで全員無事に逃にげられたわけではない。柊の傷が特に深かった。直接的に真壁からの攻撃で負った傷ではないものの、それなりに治ちり療ようが必要だと素しろ人うと目めでもわかる状況だった。
　その手当てをしたのは映さんである。刻印護符を使わない応急手当てができるのは、少なくとも今ここにいるメンツの中では映さんだけだから、任せるしかない。
「ま、キミは不満に思うかもしれないけどさ。でも逆に、このくらいで所長が出て来られても困るよ。あの人はあの人で、今回の被害の火消しをしてもらわなくちゃならないし。こっちに来ないのも、それは信頼の証だよ」
「信頼？」
「あの人の考えはこうさ。僕やキミがいるのだから、万が一はあり得ない──ってね。だから美み鈴すずちゃんのこともそんなに心配してないだろうね。何より、どうしてあの場にエレクシアが現れたかわかるかい？　真壁をおびき出すために、所長は事務所から抜け出すエレクシアを見み逃のがしたんだよ。たぶん、わざと」
　わざと？　わざと……真壁をおびき出すために？　だとすればそれは──。
「エレクシアを囮おとりにしたってことじゃないですか！」
「悪く言えば、まぁそうだけどさ」
　何考えてんだ、あの人は……。子供をエサにするなんてどうかしてるぞ。非常識にも程がある──と、考えた俺の気持ちは表情に表れていたのかもしれない。
「だから、そうじゃないんだって」
　映さんが、嘆たん息そく混じりにフォローするようなことを言い出した。
「所長は、エレクシアに万が一はないって判断したんだよ。だから囮にしたんだね。その根こん拠きよが、どうもキミにあるらしい。キミがいるから平気だって思ったんだ。それについてはお京ちゃんも驚おどろいてたよ」
　そういえば、荻おぎ窪くぼさんも電話口でそれらしいことを言ってたような気がする。どうして俺は、そこまで所長に信頼されてるんだ。何かやったっけかな？
「よくもまぁ、そこまで所長のことを好意的に言えますね」
「いちおう、命の恩人だし」
　そういえばそうだったな。
　ギフト・キャリアは先天的に能力を持って生まれる代だい償しようとして、短命だと言われている。平均寿じゆ命みようは三〇年らしい。けれど映さんは、所長から延命治療を受けて今もまだ元気に過ごしていた。映さんにとって所長は、文字通りの意味で命の恩人なんだろう。
　そんな人に、所長のことをあれこれ言っても否定的な意見が出てくるのは難しいかもしれない。何より、聞いておかなくちゃならないことは他にもある。
「あの真壁ってのは何者なんですか。映さんと似てましたけど……まさか、兄弟？」
「兄弟……と言えばそうかもしれないが……」
　答えた映さんの言葉は、どこか歯切れが悪い。
「何なんですか。ただの兄弟じゃないんですか？」
「うーん……まぁ、状況が状況だし、自分で調べろと言ってる場合でもないか」
　映さんは深々とため息を吐つくと、さらりと爆ばく弾だん発言を投下した。
「あいつは僕のクローンだよ」
「ああ、それで……って、クローン!?」
　映さんの口から自然に滑すべり落おちた言葉を軽く流しそうになった。仕事柄、神話や伝承に出てくる神器のレプリカ品を相手にしているが、現代技術でも牛や羊で成功しているクローン技術を『当たり前のこと』にするのは乱暴すぎる。
　そりゃ「実は人間でも成功してました」と言われても、受ける衝しよ撃うげきはそこまでじゃないさ。ただ……よりにもよって、映さんのクローンってのは洒落しやれにならない。
「真壁が映さんのクローンだって言うなら、つまりあいつも……全能者？」
「そうだね、そうなるかな」
　あっさりと……なんてこと言うんだ。じゃああいつが柊の攻撃を受けた後、あり得ない方向に居てピンピンしてたのは、ＤＪで跳んで回避していたから……か？
「映さんは、真壁のことを知ってたんですか」
「まぁ、ね。あんなの相手に正面からまともにやり合ったって意味ないからさ、挑ちよ発うはつして乗ってきたところに一発かまして、逃げるのが一番でしょ」
　つまり、はじめから映さんは真壁の相手をまともにするつもりはなかったというわけだ。あのとき真壁に見せた敵対の意思も、初しよ手ての一いち撃げきも、すべて撤退するためのパフォーマンスだったってことか。それにしては派手な攻撃をしたもんだ。
　もっとも、言い方を変えれば、あんな非常識な攻撃であっても真壁は倒せないってことか。全能者の底力を垣かい間ま見みた気がする。
「全能者は映さんだけじゃなかったんですか？」
「あいつは僕のスペアなんだよ」
「スペア？」
「キミも知ってるでしょ。ギフト・キャリアは人じん為い的てきに造られた存在だって。僕だってそうさ。いや、僕の場合はさらにレアだね。全能者開発研究の過程で辛うじて誕生できたんだから。となれば、当然代用を考えておくもんでしょ」
「代用って、そんな物みたいに……」
「物なんだよ」
　人為的に作られたと言っても人に対してそんな表現を使うことを躊躇ためらう俺おれに、当のギフト・キャリアである映さんは、何の感かん慨がいもない口調でさらりと言い放った。
「ギフト・キャリアっていうのは、今では人的資源の確保を目的に製造されているんだよ。特にこの国は物資の資源がないからね、他国より力を入れてたところがあるんだ。より優ゆう秀しゆうで強い力を持つギフト・キャリアを造り出すために、全能者開発がスタートしたわけだし。もっとも、全能者は狙って誕生させられるものではない、との結論で開発は凍とう結けつされたけど」
「狙って誕生させられないって……真壁も全能者なんでしょう？　クローン技術が確立してるなら、いくらでも製造できそうな気がするんですけど」
「キミが言うクローンって体たい細さい胞ぼうクローンのことでしょ。皮ひ膚ふや髪かみの毛けの遺伝子を使うヤツ。でも体細胞クローンじゃ全能者はできないみたいだよ」
「できない？　ギフト・キャリアの能力は遺伝子の塩基配列の繰くり返し回数で決められているんじゃなかったんですか？」
「通常のギフト・キャリアならね、そうなんだけど。でも全能者はそれだけが要因じゃないみたいなんだ。まぁ、僕はギフト・キャリア製造の知識をそこまで持ってるわけじゃないんで何とも言えないけどさ」
「じゃあ、真壁は？　どうしてあいつも映さんと同じ全能者なんですか」
「あいつは胚はい分ぶん割かつクローンなんだ」
「胚分割……？」
「受じゆ精せい卵らんが全能性をとどめている間に分ぶん割かつする方法だね。だから僕と杜もりは、どっちがオリジナルってわけでもないんだよ。たまたま僕の方が最初に選ばれて誕生しただけ。最初に言ったでしょ、あいつは弟だって。一いち卵らん性せい双そう生せい児じって言えばわかりやすいかな」
　だからこそ兄弟──双ふた子ごってわけか。いやでも、あいつの歳は……ええと、荻窪さんの情報だと一四歳で、俺より若いって話だったな。
「年ねん齢れいが全然違いますよ。真壁は俺よりも年下じゃないっすか」
「受精卵を冷れい凍とう保管していてね。万が一、僕が使い物にならなくなった時に、また全能者を誕生させられるようにしてたみたいだ。それもスペックの違いなく、まったく同じ状態の全能者をね。だからあいつはスペアなんだよ」
　映さんに何かしらのことがあったときのための存在。だからスペア……って、そのことを真壁は知ってるんだろうか？　あいつの口ぶりからすると、そういうことを把は握あくしていたように思える。
「話したっけ？　もともと僕はね、ギフト・キャリアの養護施し設せつで育てられていたんだよ。養護施設と言っても、能力調査の実験場だね。とても人道的なものじゃなかったなぁ。そこを所長と当時の萬よろ屋ずやのみんながね、叩き潰して解放してくれたんだ」
「当時の？　もしかして、星ほし上がみ静しず香かって人が居た頃ころですか？」
「ん？　ああ、あの人のことを知ってるのか。そうだね、その頃だよ」
　ってことは、萬よろ屋ずや探たん偵てい事務所が出来た頃の話じゃないか。いったいどれほど前のことなんだ？　そもそも、なんでリメイン・シリーズの回収と封ふう印いんを主目的にしているうちの事務所が、ギフト・キャリアの養護施設を叩き潰さなくちゃならなかったんだ。
「杜の誕生は、養護施設が瓦が解かいした後かな。一度は潰れたが、どうも根は残っていたらしくてさ。全能者の受精卵は残されていたんだよ」
　俺がそこはかとなく抱いた疑問を口にする前に、映さんは話を続けて行く。
「全能者は言うまでもなく貴重なんだ。何しろ僕しか居なかったわけだから。だから杜も、実験をしていた連中にしてみれば貴重なサンプルだったんだろうね。そこで何をされたのかは……そうだな、予想しかできないけれど、僕や他のギフト・キャリアが受けたことよりも凄せい惨さんだったはずだよ」
「その仕打ちを受けたことが……今回の行動の理由になってるって映さんは考えているんですか？」
「あいつが残した言葉を考えるとね、そう思えなくもない」
　真壁の言葉、か。確か「僕が僕であることを証明すれば」と言ってたな。
　エレクシアの血はリメイン・タトゥのせいでリメイン・ウォータ──聖水になっている。穢けがれを取り除く聖水を使って、いったい何を？
　どうやら真壁はエレクシアの、リメイン・タトゥの特性を知っているようだ。だからエレクシアを……そう考えるのが妥当だろう。人を自じ我がエネルギー体に、世界を聖域にする血を使って、あいつが成なし遂とげようと思っていることはいったい何だ？
「どちらにしろ」
　俺が黙もくしてあれこれ考えていると、こっちの考えを読み取ったのか、それとも察したのか、映さんはテレビのチャンネルをケーブルテレビの音楽番組に切り替えて、話をまとめようとした。
「相手が杜とわかった以上、僕も傍ぼう観かんしていられる立場じゃなくなったよ。聞いたところによると、太た刀ち鞍くらの嬢じようちゃんは居ないんだろ？　あの子が居れば話は別だけど、そうじゃないのならキミや美鈴ちゃんでは厳しいな。エレクシアはやっぱり、僕のところで預かるしかないかもね」
　確かに映さんが言うこともわかる。真壁の相手をするには、どうにも俺や柊では荷が重い。さっきは映さんが駆けつけてくれて、それで出来たことは柊が負傷した挙げ句に撤退するだけだったんだ。
　何より、相手が全能のギフト・キャリアってことだけでも映さんが腰を上げるに充分な理由になるが、その正体が──人為的に造られたとは言え──実の弟と言うのなら、一線を退いた映さんが一時的に現場復帰する妥だ当とうな条件になる。
　それが一番いいのかもしれない。エレクシアの安全を考えれば、そうすることが最善だろう。
「……エレクシアが、それを受け入れますかね？」
　けれど俺の口から出た言葉は、エレクシアを言い訳に、やんわりと映さんの申し出を断るような発言だった。
　いや、エレクシアが受け入れないだろう、と言うのは事実そう思っている。あの子が映さんを苦手としているのは、昨晩に引き合わせた一件でわかりきったことだ。
　ただ、それを理由に後のことをすべて映さんに任せるのは……何というか無責任な気がする。本当に何となく、だけど。
「たぶん、拒きよ否ひするだろうなぁ」
　映さんも、エレクシアが首を縦に振るとは思っていないらしい。
「あの子が僕を嫌いやがる理由がわかったよ。杜と同じに感じているんだろうね。あの子のＧＩＦＴは弱いけど、でも一いつ般ぱんの人だって視力や聴ちよう力りよくに違いがあるでしょ？　それと同じで、あの子は自分の持っている能力で世界を見ているんだね。それじゃあダメなんだけど、あの年とし頃ごろならまだ仕方がない」
「それは……何となく、わかります。けど──」
「キミはあれだね」
　俺が煮にえ切らない態度を見せていると、映さんは視線だけをこちらに向ける。
「妥だき協ようできないんだね」
「……妥協？」
「一度こうと決めたら、簡単に考えを曲げられないでしょ？　それがいいことなのか悪いことなのか、どちらとも僕には言えないけどさ。このえちゃんもそうだったな」
「そうですか？」
「許容範はん囲いはキミの方が広そうだけど、その範囲をオーバーする状況には頑かたくなに拒否するんじゃない？　このえちゃんもそうだったよ」
「ですかね？　そういうのは、どっちかってぇと柊の方じゃないですか」
「ああ……そうだな。そうかもしれない。うん、キミがこのえちゃんと似てるのは姉し弟ていだから当たり前だけど、このえちゃんと美鈴ちゃんが似てるってのは今になって気付いたな。あの二人はよく似ている」
　そこで柊と姉さんを結びつけるか。映さんは納なつ得とくしてるみたいだが、どうも俺にはピンと来ない。
「全然だと思いますけど。見た目もまったくだし」
「まぁ、見た目はね。でも内面のさ、猪ちよ突とつ猛もう進しんなとこはそっくりだと思うけどな」
「あー……」
　自分のことはさておき、柊と姉さんが猪突猛進だって言うのは……否定したくてもできそうにない。姉さんは理知的に、柊は感情的にという違いはあれど、何かをすると決めた後は不条理をねじ伏ふせて突き進すすむような気がする。
「確かに柊は猪いのししみたい──」
「だぁれが猪だってぇ？」
　突とつ如じよとして背後から浴びせられた殺意の波動と凍いてつく冷気のような声音に、血の気が足のつま先まで一気に引いた。
「ひっ、柊!?　おまえ、起きてきて平気なのか!?」
「あったりまえでしょっ！　ったく、コソコソと陰かげ口ぐち叩たたくなんて、性しよ根うねを疑うわ」
　などと罵ば倒とうしてくる柊は、一見すると何事もなかったかのようにピンピンしている。とても映さんに手当てを受けたようには見えない──が、俺にはわかる。今のやりとりで手が出てこないってことは、それだけ弱っているって事に他ほかならない。
　けれど、「横になってろ」なんてことを言ったって無む駄だだろう。聞き入れるとは思えないし、大人しくなるわけもない。
「それで、あの子は？」
　映さんも、起きてきた柊に対して何も言うつもりもないようだ。代わりに、エレクシアのことを聞いていた。
「まだ寝ねてます。ああでも、怪我とかそういうことじゃないみたい。実は昨晩ゆうべ、あんまり眠れてなかったみたいだから」
「そうだったのか？」
　確かに昨晩は、子供が寝るには遅おそい時間だったと思う。少なくとも、俺が柊の部屋から逃げ出したのは、日付が変わるか変わらないかって頃ころ合あいだった。
　おまけに聞いた所によると、その後エレクシアは俺の家に来ようとしたらしい。となると、就しゆう寝しん時間は深夜の一時か二時になっていたのかもしれない。それでいてさらに眠れてなかったとなると、確かに睡すい眠みん不足も甚はなはだしい。
「今はぐっすりね。安心……してるのかしら、やっぱり」
　そんなエレクシアの話をしている間、柊は何故か俺を睨にらんでいた。
　これはあれか、猪呼ばわりがそんな気にくわなかったってことなのか。うり坊ぼうはカワイイと思うんだけどな。
「寝てるなら、そのままにしておいた方がいいね」
　と、話を聞いていた映さんはそう言い出した。
「美鈴ちゃん、さっき神村くんとも話したんだけど──」
　映さんは、起きてきた柊に今まで俺と話し合っていた真壁のことやエレクシアの今後のことなどを手短に説明した。
「──ってことで、僕があの子を預かった方がいいかなって事になりかけてるんだよ。キミたちじゃ万が一のときに対処が難しいだろうし」
「何よそれ」
　飾かざらぬ映さんの物言いに、最初は驚きと戸惑いを感じていたらしい柊は、案の定というか思い通りというべきか、カチンときたようだ。
「あたしたちで対処できないって言うけど、じゃあ映さんならできるの？」
「どうだろうね。相手は同じ全能者だし。でも、今のキミたちよりはマシだと思うよ」
「そりゃあ……あたしも神村も半人前ってのは否定しないけど。でも！」
「違うよ。そういう話じゃなくて」
　食くって掛かる柊の態度にため息を吐いて、映さんは手にしていたグラスを何の気なしに放ほうり投なげた。
「え？　ちょっ」
　条件反射で柊は手を出そうとして……ビクッと固まり、差しのばそうとした手が届かずグラスは落下して地面に……落ちる直前で、ぴたりと止まった。
「や、そのグラス一個でもけっこう高いんだよ。割るのはちょっとねー」
　映さんは自分でグラスを投げてそんなことを言うが、言いたかったことはそういう話じゃない。俺は一連のやりとりを見て納得した。
「全然動けてないな、おまえ」
「…………」
　俺が呆あきれてそう言えば、柊は悔くやしそうに歯は噛がみした。やせ我が慢まんもここまで来ると立派だが、口に出して褒ほめるつもりはない。
「ま、そんな状態じゃ杜の相手をするのは無理だよ。むしろ無む謀ぼうだね」
　確かに映さんの言うとおりだ。市街地であるにもかかわらず、力任せにＧＩＦＴを使うような奴やつを相手にすれば、今の柊じゃ足手まといにしかならない。何より命だって落としかねない。
「それに、事務所に連れて行っても守りきることは難しいんじゃないかな。嬢ちゃんも居ないし、所長はアテにならないし。ここが一番安全だと思うよ」
「でっ、でも、それを言うなら映さんの所だってそうでしょ？　相手が弟で、全能者って言うのなら、この場所だってバレてるかもしれないし、いつ襲ってくるかもわからないじゃない」
「それは確かにその通りだけどさ。んー……そもそも一カ所で保護しておくのが問題なのかな。そうだなぁ……定番だけど、事件解決まであちこちのホテルを転々とするのが一番かもしれないね」
　ああ、よくドラマや映画で、事件の重要参考人を裁判の証人尋じん問もんが行われるまで保護するとか、そういう話のときに出てくるやり方か。在り来たりだが、だからこそ有効な手段として使われているんだろう。
　ただ、ホテル暮らしなんて聞こえはいいが、実際はストレスもかなり溜たまるもんになりそうだ。そういうケアができるような、心許せる相手が一いつ緒しよに居た方がいいに決まってる。
　となると……俺なんかでは、出てくる選せん択たく肢しがひとつしかないんだよな。
「なぁ、柊」
「何よ」
「ホテルの宿しゆ泊くは費くひって、もちろん経費で落ちるよな？」




　駆け込みだと、空室があっても宿しゆ泊くはくをやんわりと断られることがあるらしいので、事前に電話一本入れて予約をしておくと安心──なんて話を聞いたことがある。エレクシアを連れて俺がやってきたホテルも、映さんの喫茶店を出る前に予約を取った場所だ。
　わざわざ隣りん県けんまで足を伸ばした挙げ句、一泊ぱくだけでもそこそこ値の張りそうなシティホテル。ドアマンやベルボーイが居て、ルームサービスで頼たのんだ食事はホテルに併へい設せつされているレストランで調理されたものを持ってきてくれるし、何か日用品が入り用になった時だって用意してくれる。宿しゆく泊はく客きやく専用のスポーツジムやプールラウンジもあるらしい。
　もっとも、そんな施設を利用する機会はないかもしれない。このホテルに居るのは今晩だけだし、明日になればまた別のホテルに移動する手て筈はずになっているからだ。何より、これから何日も費やすほど、荻窪さんが手こずるとは思えない──と、映さんも柊も思っているようで、俺なんかもそうであって欲ほしいと願わずには居られない。でなけりゃ俺は、学校を何日休むことになるんだ。留年はしたくないぞ。
「悠ゆう……」
　この事件の今後の展開と出席日数に関する悩なやみに辟へき易えきしていると、蚊かの鳴くようなか細い声が俺を呼ぶ。ベッドの上で寝かせていたエレクシアが目を覚ましたらしい。
「よう。どこか怪け我がとかしてないか？」
　俺が問とい掛けると、エレクシアは深い森の中にひっそりとたゆたう湖面のような瞳ひとみを俺に固定したまま、ふるふると小さく首を横に振ふった。
「美鈴が守ってくれた」
「そうか」
　どうやら柊に対しては、映さんや所長より身近な距きよ離りを感じているらしい。
「でもあれだぞ、柊はあれでも年上なんだから、呼び捨てはよくないな」
「…………」
　俺が頭をぐりぐりなで回しながらそう言っても、エレクシアはこっちの言うことがわかっているのかいないのか、表情ひとつ変えずに視線を向けてきている。なんだかその視線はこちらの考えを見み透すかしているようで、どうにもやりにくい。いや、ちゃんとＭＩの能力は遮しや断だんしているつもり……なんだが、上う手まくできているのかさっぱりわからん。
　映さんから聞いたＭＩの対処法は、相手を疑えってことじゃないか。そんな方法をエレクシア相手に使うのは、これがどうしてなかなか難しい。
　あるいは、そういう風に思わせてしまうためにエレクシアの風貌や性格は先天的にこうなるように仕組まれているんじゃないか……などとも思えてしまうのだが──。
「…………？」
　そんな俺の葛かつ藤とうを知ってか知らずか、エレクシアは不思議そうに小首を傾かしげている。かといって、正面切って『俺の考え読めてる？』などと聞くのも躊躇ためらわれる感じがして、どうにも居い心ごこ地ちが悪い。
　仕方がない。小さな子供に深いところを聞き出すのは心が痛むが、映さんから言われている確かく認にん作業をさっさと済ませておこう。
「ちょっと、手を見せてくれるか？」
　エレクシアの両手と両足には七角形の星形の痣あざがあり、それがリメイン・タトゥだと所長は言い、映さんは「確かめておいた方がいい」とも言っていた。また、真壁のことを聞いておくに越こしたことはない──とも。
　それを確かめておくのとおかないのとでは、自分がこれからやるべきことの心構えが変わってくるらしい。
　確かに、エレクシアが何な故ぜ真壁に狙ねらわれているのか、二人にどんな接点があったのかハッキリしないままでは、自分の行動に自信が持てない。何かをやり遂げようとするのなら、その行動の根幹を成す『納得』ってのは必要だろう。
　俺の申し出に、エレクシアは言われたまま素す直なおに両手を差し出した。真っ白な手の平に、確かに七角形の痣がある。右手は指先の方を頂点にした七なな芒ぼう星せい、左は右とは向きを逆にして、手首側を頂点にした七芒星だ。
　これがリメイン・タトゥか。こんなものがねぇ……と思ってしまうのだが、所長の話ではリメイン・タトゥを理解するには科学的な知識より魔まじ術ゆつ的てきな知識が必要らしく、そんな知識はあまり一いつ般ぱん的てきではないので俺が訝いぶかしく思うのも仕方がない。坂さか崎ざきだったら何かわかったかもしれないな。
　どちらにしろ、これがあるからエレクシアの肉体は聖せい杯はいになり、その血は──。
「わたしの痣は──」
　所長が話してくれたリメイン・タトゥの特性を思い返していると、囁ささやくようにぽつりと、鈴すずの音を転がすような声が聞こえた。
「──偽りを正す力を宿すもの……そう言ってた」
「偽り……？」
　それは……どういうことだろう。所長の話ともやや違ちがう印象も受けるが、エレクシアの言葉はどこか抽ちゆう象しよ的うてきだ。
「どういうことなんだ？」
「わたしたちは器でしかない。だからこそ、ここに居るわたしが『わたし』であることを証明するものが何もない。わたしは複製品になれなかった。模造品にすらなれなかった」
「複製……模造、品？」
　それは……何のことだ？　リメイン・タトゥのことを言ってるんだろうか。つまり自分の手足にある痣は神器のレプリカ品ではない──そう言いたいのか？
「ええっと……エレクシアは、リメイン・タトゥのことを知ってるか？」
「それを聞きたいのでしょう？」
　尋たずねると、エレクシアは真っ直ぐに俺の目を覗のぞき込むような態度でそう言った。
　まさかエレクシアの方からそんなことを言い出すとは思わなかった。もしかすると、俺の考えは筒つつ抜ぬけなのかもしれない。
「全部、話してくれるか？」
　まだ小学校にも通えないほどの小さな女の子に血なまぐさい話を聞くのもどうかと思うのだが、それでも俺が確認を取ってみると、エレクシアはかき消えそうな小さな声ながらも、「悠になら」と言ってくれた。
　んー……躊躇いは残るが、それならそれで今はよしとしよう。胡う乱ろんな言い回しで煙けむに巻まきながら情報を引っ張り出しても、結局聞くことに違いはない。
「わたしは──」
　リメイン・タトゥの確認ついでに手を握にぎったままでいると、エレクシアは柊や映さんが居たときとは打って変わって、滑なめらかに舌を動かして語り出してくれた。
「失敗作。ニセモノにすらなれない粗そ悪あく品ひん。本来ならここに居るはずのない存在。それでもわたしがここに居るのは、あの人が別の役割を与あたえたから。でも……」
「あの人？」
「真壁……杜」
　俺の手を掴む小さな指に、キュッと力を込めてエレクシアはその男の名を口にする。
　あいつがエレクシアに役割を与えた……ねぇ。
「その役割って言うのは？」
「リメイン・タトゥ」
「え……？」
　ちょっと混乱してきたぞ。模造品とか複製品とか失敗作とか、それは何の話なんだ？　ずっとリメイン・タトゥのことを話してくれていたんじゃないのか？
「ちょっ、ちょっと整理させてくれ」
　俺はエレクシアの手を離はなして、代わりに自分の頭を抱かかえた。
　どういうことなんだ？　エレクシアの話を理解するには、俺が得ている事前情報が足りないような気がする。何かまったく別の、俺が知らない話も一緒にしてるんじゃないか？
「真壁がエレクシアに与えた役割がリメイン・タトゥって……その手足の痕あとは生まれ持ってあるものなんだよな？」
　その問い掛けに、エレクシアは掴むものがなくなって寂さびしくなったのか、ベッドの上に転がっていた小さなクッションを抱えてから、首を縦に振る。それは間ま違ちがいないらしい。
「だったら、真壁が役割を与えたって……どういうことだ？」
「わたしをリメイン・タトゥにした」
「え」
　それじゃあエレクシアは、もともと真壁と一緒に居たのか？　それを荻窪さんが保護して……日本に連れてきた？
　いや待て。
　それよりも重要なのは、真壁がエレクシアを、ギフト・キャリアを誕生させたってことだ。とすれば、あいつにはその技術があるってことに他ならない。しかもエレクシアにリメイン・タトゥを宿らせて誕生させているんだ。
　それが何を意味するのかなんて、考えるまでもない。
「もしかしてあの野や郎ろう……ギフト・キャリアを使ってリメイン・タトゥを量産しているんじゃないだろうな……？」
「ない」
　けれど俺の疑念を、エレクシアは一言で否定した。
「あの人は、ギフト・キャリアをゼロから製造する技術を持たない。だから、わたしはここにいる。まだ、足りなかったから」
　足りない？　ああ……そうか、血の量か。
　エレクシアの言葉をまとめれば、この子にリメイン・タトゥを刻んだのは真壁だ。あいつはリメイン・タトゥを使って何かをしようとしている。
　けれど今のエレクシアでは、その目的を果たすための聖水──血の量が足りない。だからエレクシアはこの歳としまで、荻窪さんに保護されるまで生きていることができた。何故なら、真壁にはリメイン・タトゥの知識はあってもギフト・キャリアを、人をゼロの状態から人為的に生み出す技術がないから。
　そうなると……エレクシアの誕生には、ギフト・キャリアを誕生させるだけの知識と技術を持つ、真壁とは別の人間、あるいは組織が関かん与よしていることになるんじゃないか？
「わたしは凍結されていた」
　今の俺が考えていることは、エレクシアにある程度漏もれているのかもしれない。難しい表情を浮かべているのを見て取って、そんなことを言い出した。
「凍結？」
「わたしは本来、誕生することのなかった失敗作であり……タマゴ、のまま眠ねむり続けているはずだった。それをあの人は見つけて、わたしを『わたし』として誕生させた」
　タマゴ……ってのは、ギフト・キャリアとして遺伝子に手を加えられた状態の受精卵、ってことだろうか。だとしても、だ。
「失敗作なんて言うなよ」
　いくら人為的に誕生しているギフト・キャリアでも、そんなモノみたいな表現を使うことには躊躇いが生じる。しかも、そのことを幼いエレクシアがさも当然とばかりに言うのはいたたまれない。
「それに、エレクシアにはＭＩのＧＩＦＴがあるんだろ？　他に比べて弱いのかもしれないが、能力的なことで言うのなら、それは失敗でもなんでもないじゃないか」
「違う」
「……違う？」
「わたしは単なる器うつわ。この形に意味はなく、本来ここにわたしは居ない」
「居ないって……居るじゃないか」
「わたしは、ギフト・キャリアとして製造されたわけではない。本来の計画を推移させるために製造されたもの。けれどわたしでは受け入れることができなかった。本来なら破は棄きされるべき存在だった」
　いったい何の話をしてるんだ？　リメイン・タトゥのことじゃないのか？　それなら、エレクシアが言ってるのは……ギフト・キャリアのこと、か？
　けれどギフト・キャリアとして製造されたわけじゃないって……じゃあＭＩの能力は何だ？　そもそも、本来の計画ってのは何なんだ？
「ギフト・キャリアは……超ちよう能のう力りよくが先天的に発現した人間を人為的に生み出すためのものじゃ……ない？」
　俺の呟つぶやきに、エレクシアはこくんと頷うなずいた。
「その本当の目的を、エレクシアは知ってるのか？」
「知ってる。あの人が話してくれた」
　動どう揺ようする俺とは対照的に、エレクシアは淡たん々たんとした声こわ音ねで頷いた。
　そして、自分が知る真実を俺に告げる。
「ギフト・キャリアは本来、人のレプリカを目指して作られたモノ。人がその本質を変えることなく別の身体に宿るための『器』。外見は違えども、魂たましいや自我と呼ばれる人の核かくを成すモノをそのままに残すための触しよ媒くばい」
　人の……レプリカ？　魂を残す『器』……？
「それがギフト・キャリアの真実。今ここに居るわたしは、望まれたわたしではない」
　それならエレクシアは……今、俺の目の前にいる少女は……すでに存在している誰だれかの魂を入れ込むための……『器』、だった？
「それは……あれか、不老不死とか、そういうのを目指していたのか？」
　だとしたらバカバカしいにも程がある。死ねないことで苦しんでいた知り合いが居るとな、そう強く思うのも当然だ。
「何を目指していたものか、わたしは知らない。けれど、不老不死ではないと思う。どちらにしろ計画立案者である江え川がわ仁史博士は、被ひ験けん者しやの魂の『器』としてわたしを製造した」
　江川……？　聞き覚えのない名前だ。柊だったらわかるんだろうか？　いや、柊よりも所長や映さんの方こそ詳くわしく知ってるかもしれない。
「けれど博士は、わたしを誕生させる前に罰を受けた。そしてわたしは忘れ去られた」
「罰……って？」
「わからない。けれど彼──真壁杜が『罰を与えた』と、そう言っていた」
　あいつが……罰を与えた、か。真壁がそう言ったのなら、江川仁史という博士はすでにこの世に居ない可能性が高い。おそらく死んでいる……真壁に殺された、か。
「けれど、『器』開発にあたって提供された被験者のデータは残され、研究は続けられていた。その被験者の──」
　エレクシアの話を耳に入れつつ、江川仁史博士のことは後で確認を取ってみよう──と、考えていたのだが、続いてこぼれ落ちたエレクシアの言葉が、そんな俺の思考をいとも容た易やすく断たち切きった。
「──名は、神村このえ」
「……え？」
　一いつ瞬しゆん、思考が停止した。耳に届いた名めい称しようを、脳内で処理するのにえらい時間を費やした気がする。
「なんで……姉さんの名前が出てくるんだ……？」
「え……？」
「神村……このえって……おかしいじゃないか。そんなこと……そんなバカなことがあってたまるか」
　そうだ、その話はおかしいんだ。だってそうだろう？　ギフト・キャリアが本来、誰かの魂やら自我やら、そういうものをそのままの状態で残す『器』として研究された過程で誕生した副産物だとしても、その研究はつい最近になって始まったわけじゃない。何しろ全能者の映さんが三〇代だったはずだ。ギフト・キャリアそのものの誕生は、それよりも前ってことじゃないか。
　今から四年前に消えた姉さんは、まだ一八歳だった。だから、何をどう頑がん張ばったって姉さんが関与しているはずがない。同どう姓せい同名の別人に決まってる。
「このえは……お姉さんなの？」
「違うっ！」
　よほど俺は動揺してたんだろう。問われた言葉への返事が、エレクシアもつい身体を強こわ張ばらせるほど荒あららげたものになっていた。
「あ、いや……神村このえは俺の姉さんだけど、エレクシアの言ってる神村このえとは別人だ。どう考えても歳が合わない。別人に決まってる」
「……会いたい？」
「ん？」
「お姉さんに……」
「そりゃ……」
　って、何を言おうとしてるんだ俺は。エレクシアが言う『神村このえ』はどう考えても俺の姉さんのことじゃない。何より、そんな問い掛かけに正直に答えたところで意味がないじゃないか。姉さんは今、この世界の時間軸じくから断ち切られているんだ。『会いたい』と答えたところで、エレクシアに何ができるっていうんだ。
　……まずいな。自分でもわかるほど、不意に姉さんと同じ名前が出たことに動揺してる。こんな精神状態でエレクシアからさらに話を聞いても、まともに理解できそうにない。
「あー……そういえばエレクシア、腹減ってないか？　朝に柊のところで食べてから、何も口にしてないだろ？」
「…………」
　努めて明るい調子でそう言うと、クッションを抱だきしめていたエレクシアはしばしの間、俺のことをジッと見つめてから、こくんと首を縦に振った。
「じゃ、何かルームサービスでも頼むか」
　フロントに通じる室内の受話器を取って、ふとエレクシアの態度に引っかかりを覚えた。それが何かと言うと、話をしている間の様子だと思い至る。
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　姉さんも、俺と話をしているときは手近に枕やクッションがあればああやって抱きかかえていたな……って。
　そういえば最近も、そのことを思い出すことがあったような気がする。
五章　過ぎたる力と荒れ狂う力




『はい、萬屋探偵事務所です』
　電話に出たのは、本来なら電話番なんてせずに横になっていなくちゃならない奴だった。
「こんな時間まで何やってんだ。安静にしてなきゃダメなんじゃないのか？」
『ん？　あ、もしかして神かみ村むら？　あんたねぇ、人に文句言う前に名乗りなさいよ』
　いきなり説教か。まぁ、そうやって人のことをあれこれ言えるというのは、怪我の具合が落ち着いている証しよ拠うこだと、好意的に判断してやろう。
『それでどうしたの、こんな時間に。エレクシアちゃんに何かあった？』
　俺も柊ひいらぎも『こんな時間』と言ってるが、今は夜の一〇時過ぎである。そこまで遅い時間と思わないが、プライベート空間でもない事務所に柊が居るのは、社会人で言うところの残業状態と同じじゃないだろうか。
「エレクシアならご飯食べさせて風ふ呂ろにも入れて、今はベッドの中だ。それよりも──」
『お風呂にも……入れて？　ちょっとあんた、まさか一緒にお風呂に入ったんじゃないでしょうね!?』
「そりゃそうだろ。一人で風呂に入らせて、万が一に溺おぼれでもしたらどうするんだ」
『うわぁ～……それってあんた、親しん戚せきとかならまだしも、昨日今日会ったばかりの子供と一緒にお風呂って……なんて言うか、やるわね』
「おまえな……」
　何をふざけたこと言ってんだ。言外に、人のことを小こ馬ば鹿かにしたようなニュアンスが存分に含ふくまれているように感じられるんだが、今は苛いら立だちの感情しか湧わいてこないぞ。
「頭悪そうなこと言ってないで、とにかく所長に代わってくれ」
『……ねぇ、ホントに何かあったの？』
　ため息混じりに俺おれがそう言うと、柊は所長に代わるどころかそんなことを言い出した。
「別に。何もないって言ってんだろ」
『いつもと声音が違うわよ？　あたしの軽口であんたが怒おこるとも思えないし、まさかエレクシアちゃんと喧けん嘩かしたんじゃないでしょうね？』
　声音？　俺の？　どうだろう、いつもと変わらないつもりだが、そんなに違うもんだろうか。もし違うと言うのなら……原因は、すぐに思いつく。エレクシアから聞いた話が影えい響きようしてるんだろう。
『本当に大だい丈じよ夫うぶなの？　もし何だったら、今からそっち行こうか？』
「あー、いや」
　柊がそんなことを言い出すなんて驚おどろきだ。どうやら自覚がないだけで、自分の声音には多分に険が含まれていたのかもしれない。
「本当に何もない。大丈夫だ。だからさ、とにかく所長と代わってくれ。事務所か、そうでなくても地下のラボに居るんだろ？」
『居るけど……所長に何か用でもあるの？』
「エレクシアを囮おとりにしたことで文句でも言っとこうと思ったんだよ」
『あー、そのこと。んー……ん、わかった。ちょっと待ってて』
　受話器から聞こえる音が柊の声から電子音のチープなメロディに切り替わる。内線の呼び出しで待たされた時間は、それほど長くなかった。
『やあ、神村くん』
　受話器から聞こえる声は、ビールと枝豆を堪たん能のうしながら野球観戦でも楽しんでいるようなリラックスしきった声だった。実際にこの人がそんな真ま似ねをするとは思えないが。
『柊くんから説教されろと言われて激しく憂ゆう鬱うつなんだけど、精神衛生の関係でさっさと電話を切っていいかな？』
「所長」
　所長の軽口を受け流し、俺は早さつ速そく本題に移ることにした。
「ギフト・キャリアが人のレプリカを作り出す過程で誕生した……って話、もちろん知ってますね？」
『……誰から聞いたんだ？』
　所長の声音が、若じや干つかんトーンを落とした探さぐるようなものに変わった。
「エレクシアからです」
『そうか……そうかぁ、あの子はそんなことまで知っていたのか』
　呆れるように、あるいは腹の底に溜まった重いものを吐はき出すように呟く所長の態度から、疑念が確信に変わった。やっぱり……知ってたのか。
「エレクシアの話は、本当なんですね」
『キミはどう思うんだい？』
「所長、申し訳ないんですが、今は探り合いの真ま似ね事ごとをする気分じゃないんです」
　所長は知っている。すべて知っているに違いない。根こん拠きよはないが、そのときの俺はそう確信していた。そしてそれは、間違いじゃないだろう。
「エレクシアは言ってましたよ。その計画の被験者、魂の提供者の名前が……神村このえって。自分は、神村このえになれなかった失敗作だって。その『神村このえ』って言うのは……俺の姉さんのことなんですか？」
『……神村くん、つかぬ事を聞くが』
　耳に当てている携けい帯たい電話のスピーカーから、ライターで火を点つける音とともに、どこかしらため息を混じえたような所長の声が響ひびく。
『その話を声こわ高だかに聞いてくるってことは、今キミはエレクシアくんの側から離れているってことだね？』
「えっ？　まぁ……エレクシアは部屋で寝かせてますけど」
『そうか。それでは神村くん、つい先日、僕ぼくが口にした台詞せりふを覚えているかな？』
「台詞？」
『知識は力だ、という話だよ。覚えているかな？』
「それは……もちろん」
　つい二日ほど前の言葉だ。いくら俺でも、忘れるわけがない。
　所長は言っていた。知識は力であり、力は必要だと。けれどその力をどこで使うのか、何に使うべきものなのか、まるでわかっていないのでは意味がない──とも言っていた。そしてその力が必要になれば、所長は与えてくれるらしい。
　逆を言えば。
　必要でなければ、所長は力を与えることも貸すこともしてくれない。こちらがどれほど欲ほつしていても、何もしないと言っているに等しい。
　そういうことか？
「今の俺には不要だって言うんですか。だから言えないってことですか!?」
『そうだね、今のキミには過ぎた力さ。むしろ、エレクシアくんからその話を聞いたことさえ余計だと思うよ』
「何でそんなことが、」
『神村くん、今のキミの役目は何だ？』
　俺の言葉を遮さえぎって、所長のいつになく鋭するどい言葉が割って入る。
『今、キミがしなければならないのはエレクシアくんの傍らに居て守ることだ。あの子を守るのに、ギフト・キャリアの真実など関係ないんじゃないかな？』
「それは……」
『それとも、その話が事実か否いなかで、キミはあの子に対する態度ややるべきことが変わるとでも？　キミはそういうことをしないと僕は思っているんだがねぇ、どうなんだい？』
「いやでも、あんな話を聞いて……姉さんが関与してるのなら俺は、」
『そして何より──』
　問い掛けておきながら俺の返事を遮って、所長はさらに言葉を繋つなげていく。その口調はどこか不ふ機き嫌げん……いや、焦あせりを醸かもし出すかのように、わずかながら早口になっていた。
『エレクシアくんから聞いた情報に、キミは少し翻ほん弄ろうされてるね』
「……翻弄？」
『あの子の話が本当だとして話を進めようか。あの子の根幹を成す要素がこのえくんだったとする。ではこの状じよう況きようで、幼い少女はどういう行動に出るかな？』
「え……？」
『その態度から、キミは自分がこのえくんの弟だとエレクシアくんに話しているんじゃないのかい？　もしくは、あの子はＭＩのギフト・キャリアでもあるからね、何も言わずともキミがこのえくんの弟だと知ったのかもしれない。そしてキミが姉の身を案じていることもわかったはずだ。あの子は幼いながらも聡そう明めいだよ。けれど根本は子供のままだ。短たん絡らく的てきな行動に出るかもしれないねぇ』
　電話口から聞こえる所長の声に、何な故ぜだろう、ざわざわと肌はだが粟あわ立だつのを覚える。胸中には得も知れぬ不安感が、その正体を現さずにただただ広がって行くのを感じる。
「何を……何が言いたいんですか」
『だからさ』
　ふぅ～っと、煙草たばこを吸っていたのか、それとも単なるため息なのか、所長は深く息を吐き出して、こんなことを言った。
『自分がこのえくんのレプリカ、それも失敗作だと言うあの子が、キミの側に居続けると思うのかい？』
　ゾッ……と、背筋に氷柱つららでも突っ込まれたような寒気が走った。
「な……に、を……」
『この際、キミがエレクシアくんの話を信じるか否かはどうでもいいんだよ。けれどあの子はＭＩの能力者であり、キミはＭＩの防ぼう御ぎよ法についてはまだまだ不慣れだ。あの子がこのえくんのレプリカだという話を聞いたキミがどう思い、そして不完全な自分に何ができるか考えるんじゃないかな』
「い……いやでも……だからって何が……どうすることができるってんですか。仮にそうだとしても、エレクシアには何も……」
『忘れてもらっては困る』
　所長のいつもと変わらぬ口調が、何故だろう、必要以上に俺の心をざわつかせる。
『あの子の血は聖水だ。穢けがれを祓はらうものと教えただろう？　あの子が不完全だと言うのなら、自分の血を使って本来の完全なる姿にできるかも……と、考えたりしないのかな？』
「──っ！」
　声にならない声が喉のどを震ふるわせた。血の気が一気に引いていくのがわかる。
　所長の話はすべて仮定の話だ。しかも話の根拠になっているのは、ギフト・キャリアが人のレプリカを作り出すための過程で誕生したという話と、エレクシアという『個』を成す要素が姉さんである、として成り立つ話だ。
　……本当に仮定の話なのか？　所長が『仮に』という条件で話を進めるものなのか？
　気がつけば、俺は所長との通話もそのままにした携帯を握りしめ、エレクシアが寝ているはずの部屋へ向かっていた。エレベータを待つのももどかしく、階段を駆かけ上のぼってカードキーでロックを外し、叩たたきつけるようにドアを開いた。
「エレクシア！」
　声を張り上げながら室内に進み、ベッドの上を見る。
　居ない。エレクシアの姿は、そこにはない。
「エレクシアッ！」
　寝しん室しつに居ない。浴室にもクローゼットの中にも居ない。部屋のどこを捜してもエレクシアの姿はなかった。
　ベッドに手を添そえてみると、ほんのわずかに温かかった。居なくなってからそれほど時間が経たってないのがわかるが……だとすればまだホテルの中に居るのか？　それとも、もう外に出てしまったんだろうか。
　握りしめたままにしていた携帯を耳に当てる。ずっと通話は繋がったままだった。
「所長……エレクシアが……部屋から、居なく……」
『だから言っただろう』
　電話口から、それとわかる落らく胆たんの声。
『知識という力は然しかるべき手順を踏ふんで得なければならないと。そうでなければ、人は翻弄されるだけだ。今のキミみたいに』
　返す言葉が何も出てこない。まさに今、そんなことになっちまってる。
『ま、今はそんなことを言ってても仕方がないね』
　俺が自分の迂う闊かつさに唇くちびるを噛かみ締しめていると、所長はあっさりと話を切り上げた。
『せめて最悪の状況が避さけられたことを喜ぼう。そんな場所であの子に血を流させたら、世界全土とは行かずとも、日本くらいなら聖域化してしまってただろうね』
　所長はエレクシアが居なくなっていることがわかっていた。俺との会話で、ここまで読んでいたのか。
『あの子は自分の血の効果を知ってるか否かはわからないが、部屋に居ない、ということは聖水の使い方がわからないのかもしれない』
「使い方……？」
『血を口に含むか浴びるだけで事足りるんだが、そのことさえ知らないんだろう。だとすれば、使い方を知る人物に会おうとするのは当たり前の思考だと思うがね』
　聖水の使い方を知る相手……それは、それはまさか……っ！
『真ま壁かべくんだよ』
　俺の脳のう裏りによぎった人物の名を、所長はいとも容易く口にする。
『エレクシアくんの方からコンタクトを取ろうとするだろうね。けれど彼かれはちょっと過激だな。穏おん便びんに事が済むとも思えない』
「所長、俺は……俺はそんな、エレクシアにそんな真似をさせようなんて……」
『わかってるよ。だが、状況が芳かんばしくないことも確かだ。そうだな……ふむ、荻おぎ窪くぼくんに少し無理をさせるか……神村くん、少し待っていたまえ』
「所長！」
　携帯から伝わる気配から、通話を切りそうな所長を俺は慌あわてて呼び止めた。
「ひとつだけ……ひとつだけ、はっきりさせてください」
　せめてこれは、これだけは聞いておきたい。聞いておかなくちゃ俺は動けない。
「エレクシアが言う『神村このえ』は……俺の姉さんのことで間違いないんですか？」
『……それは、キミ自身が決めることだ。では』
　その言葉を最後に、所長からの通話は切られた。
　俺が決めること……って、それはどういう意味だ？　俺が『違う』と言えば、事実そうなるとでも？　それとも、それ以上の意味があるのか？　エレクシアの根幹を成しているのは本当に姉さんなのか？　それともまったく関係ない別人なのか!?

　くそ……っ、なんでこんなことになっちまったんだ？
　何をどう考えても、明確な答えなんて出てきやしない。そんな思考の迷めい路ろにはまっていると、握ったままにしていた携帯が着信があることを告げる。
「もしもし!?」
『少年、下手を打ったな』
　所長との通話を終えてからどれほどの時間が過ぎていたのだろう。五分か……一〇分は過ぎていないと思う。てっきり所長からの折り返しだと思ったが、聞こえた声は女性のものだった。
「荻窪さん!?」
『いったい何をやっているんだ。キミの役目はエレクシアを保護しておくことだろう。そのエレクシアが自ら離れてしまう行動に出てどうする』
　反論のしようがない。事実、こんなことは起きることさえあってはならないことだったんだろう。
『あらかたのことは所長から連れん絡らくを受けている。真壁の動きが妙みようだと思ったが、それで納得だ。おそらくエレクシアは、すでに回収されている』
「荻窪さん、俺は……」
『真壁の行動ルートから、潜せん伏ぷく場所は港にある倉庫の一区画と断定した。わたしよりキミの方が近い場所に居るな。何としても真壁からエレクシアを奪だつ還かんし、保護しなさい』
「でっ、でも俺は……俺が行ってもエレクシアは──」
　俺が行って……何をしろと言うんだ。行ったところで、エレクシアが素直に戻もどって来る可能性は極きわめて低い。ゼロと言ってもいい。
　エレクシアから話を聞いていて、真壁の名を口にした時に見せていた僅わずかながらの嫌けん悪おや恐きよ怖うふの感情から、真壁のことを恐おそれていることは間違いない。
　にもかかわらず、あの子が自らの意思で真壁のところへ向かったのは、俺が神村このえの弟と知って、自分が『神村このえ』になり損そこなった失敗作と自ら言うあの子の目的は、自分を『完全』とするためだ。神村このえの失敗作と自ら言うあの子が、自分の血に秘ひめられた神秘の力を使って、それを為すためだ。
　俺のために……エレクシアは真壁の所へ向かった。そんなあの子に、俺が出で迎むかえに行ったところでそれは……それでは何も変わらない。何も戻らない。
『間違えるな、少年』
　言葉を詰つまらせる俺に、電話口の荻窪さんが平へい淡たんな声音で呼びかけてくる。
『わたしたちの敵は、リメイン・シリーズを扱あつかう者でも欲する者でもない。リメイン・シリーズそのものだ』
　荻窪さんは、きっぱりとそう言い放つ。迷うことも躊躇ためらうことも悩むこともなく、それが自分の芯しんになっている信念だと言うように、確固たる意思を持って俺に告げる。
『リメイン・シリーズは、どれかひとつを取っても強大な力を秘めている。叶かなわぬ望みとて叶えてくれるかもしれない。だが、わたしたちはそこにどんな思おも惑わくや願い、希望があったとしても、むやみやたらと使わせるわけにはいかない。何故なら──』
　淡々とした声音で告げる荻窪さんの言葉と似たようなことを、いつかどこかで柊も言っていた。
『──神器はレプリカであろうとも人を惑まどわせ、狂わせるからだ。そして、狂ってしまった連中の目を覚まさせてやることもまた、わたしたちの仕事だ。わかるか、少年。エレクシアがキミのためにリメイン・タトゥの力を使おうとしているのだとしても、それは阻そ止ししなければならない。だから少年』
　荻窪さんは、俺が何も言えずに黙もくしていることをどう感じているのだろう。腹立たしく思っているのか、それとも呆れているのか、それは俺にわかるはずもないことなのだが、最後に告げた言葉が、たぶんこの人が思っている気持ちを端たん的てきに表しているのだと思う。
『エレクシアの目を覚まさせてやれ。キミの手で、あの子を救ってやれ』
　そんな言葉を残して、荻窪さんとの通話は終わった。
「く……そっ、くそっ！」
　わかってる。わかってるんだ、そんなことは。荻窪さんに言われるまでもなく、わかっていたことじゃないか。
　エレクシアはリメイン・タトゥとしての価値しかないわけじゃない。ましてや、姉さんのレプリカであるはずもない。エレクシアはエレクシアだ。それ以上でも以下でもない。
　何をやってるんだ、俺は。何を考えているんだ、エレクシアは！
「目を覚まさせる？　救え、だって!?」
　当たり前だ。それは俺がやらなくちゃならないことだ。俺があの子を追いつめてしまったのなら、救ってやるのも俺の役目じゃないか。他の誰かに任せることじゃない。このまま何もしないで居ることこそ、あまりにも情けないじゃないか。
　だから──。
　だから俺は、真壁の潜伏場所に躊躇いなく向かうことができる。




「神村ぁっ！」
　ホテルの正面ロビーを早足で抜ぬけて外に出たと同時に、俺の名前を大声で呼ぶ声が聞こえた。振り向むけば、そこに居たのは見知った顔だった。
「柊？」
　所長や荻窪さんと電話で話をしてから、エレクシアが居るであろう港の倉庫へ向かうためにホテルの外に出るまでに、そんな長い時間を費やしたわけじゃない。にもかかわらず、事務所の電話応対に出た柊が居るのはあまりにも場所と時間を無視している。
「おまえ、どうしてここに!?　来るにしても早すぎ……いや、そもそもどうしてここに来たんだ!?」
「どうしてもこうしても、電話であんたの様子がおかしいから所長を問い詰めてみれば……エレクシアちゃんが真壁の手に落ちたって、何やってんのよ!?　『何でもない』とか言っといて、とんでもないことになってんじゃない！」
「まぁまぁ、美み鈴すずちゃん。ちょっと落ち着きなって」
　人の襟えり首くびを締め上げて食いかかってくる柊を引き留とどめた人を見て、こんな短時間でどうやってここまでやって来たのかを理解した。
「映はえるさんが運んできたんですか」
「断ればさらにひどい目に遭あいそうだったからね。それよりも……」
　俺を見る映さんの目つきが、キュッと細められる。先入観なのか、ＭＩの能力も持っているこの人の眼まな差ざしは、何もかもを見み透すかしているようで落ち着かない。今なら尚なお更さらだ。
「エレクシアも知っていたのかい？　ギフト・キャリアの真実を」
「真壁から聞いたって言ってましたけど……その言い方、映さんも知っていたんですね」
「まぁ……そんなことを論じても仕方ないでしょ」
　俺の問い掛けに、映さんはどうとも取れる曖あい昧まいな笑えみを浮うかべて言葉を濁にごす。はっきりと否定しないだけに、その話は映さんにしても深く踏み込まれたくないことかも知れない。
　ただ、そうやって映さんの気持ちを慮おもんぱかっているよりも、口にした言葉にこそ頷くときだ。今はまず、エレクシアを連つれ戻さなければならない。
「それじゃ、行くよ」
　映さんが俺と柊それぞれの腕うでを掴つかんだ──瞬しゆ間んかん、周囲の景色が一変した。ホテル前の煌きらびやかな電でん飾しよくの明かりに彩いろどられた場所から、ぽつりぽつりと点在する照明灯と一ひと際きわ大きく見える満月の光に照らされた、潮の香かおりが鼻につく港の倉庫前に切り替かわっていた。
「お京ちゃんの話だと、この辺りってことだけど……」
　それにしては範はん囲いが無む駄だに広い。港倉庫の一区画と言っていたが、どこからどこまでがひとつの区画なのか、俺にはさっぱりだ。
「映さん、わかります？」
「杜もりやエレクシア相手だとＭＩのＧＩＦＴを持ってるからね、探たん索さくも上う手まく行かないんだよ。完全に気絶でもして意識のない状況ならそうでもないんだけど、どうやら今はそうなっていないらしい。足で捜すしかないね」
　この広い場所を、か。そんなことを悠ゆう長ちようにやっている暇ひまなんてないと焦る気持ちが先立つが、現実はそうするしかないのも事実……と、思っていたのだが。
「たぶん、こっち」
　倉庫地域一帯の広さに絶望的な気分を味わっていると、柊が突とつ如じよとして俺たちを誘ゆう導どうするような足取りで動き出した。
「こっちって、わかるのか？」
「あの子の気持ちとか居場所がわかるような気がするって言ったでしょ。確信は持てないけど、たぶん」
「たぶんって、おまえ……」
「あの子、怯おびえてる」
　先を急ぐ柊は、振り向きもせず進む道を真まっ直すぐ見つめたままで、そんなことを言い出した。
「悲しんでる。諦あきらめてる。嫌いやなくせに仕方がないって思って、全部捨てようとしてる。あの子、まだ子供なのよ？　子供なのに、どうしてそんな自や棄けになってるのよ。ねぇ、神村」
　足を止めずに進みながら、柊が横目で俺を睨にらんできた。いつになくキツい眼差しは、どこかしら人を咎とがめるような険を含んでいた。
「何があったの？　あの子に何をしたのよ、あんた」
「……それは」
　柊に睨まれて、俺がエレクシアから聞いたギフト・キャリアの真実を伝えようと口を開きかけた──その瞬間。
　俺と柊は積み上げられていたコンテナの上に移動しており、今まで歩いていたであろう眼下に見えるその場所は、不自然に感じるほどの勢いで粉ふん塵じんが巻き上がっていた。
「今日はとても素す晴ばらしい日になったよ」
　とても穏おだやかで、落ち着いて、静かな声音であるにもかかわらず、その声は風に乗ってはっきりと耳に届いた。
「僕を証明してくれる唯ゆい一いつの可能性が、自らの足で戻ってきてくれたんだ。これほど喜ぶべきことはないじゃないか。なのに──」
　満月の明かりに照らされて、シルエットしか見えないが確かにそこに居る。柔やわらかな月光をすべて集めようとしているかのように両手を広げていた。
「ひどいじゃないか……こんな善き日にそんな奴やつらを連れて来るなんて。ひと思いに潰つぶしてやろうと思っていたのに、救ってしまうなんてどうかしている」
「そうか。それは何よりだ」
　俺と柊を押おしのけて、映さんが前に進み出る。コンテナの上まで瞬間移動させて、真壁の攻こう撃げきから救ってくれたのが誰なのかは、今さら言うまでもない。
「おまえが喜ぶことはあまりしたくないからね、ムカついてくれて結構。そんなことより、エレクシアはどこに居るのかな。おまえなんぞに渡わたすとね、あの子の情操教育に限りなく良くない影響が出そうだよ。余計なことをくっちゃべってないで、とっとと引ひき渡してくれないかな」
「引き渡せ？　そうか……ははっ、そういうことか。貴方あなたもあれが目当てか。結局、求めるところは同じか。けれどそれは出来ないよ。あれは、あれだけは僕のものだ。僕が僕であることを証明する唯一の存在なんだ。たとえ何者であろうとも……渡すものか！」
　真壁の咆ほう哮こうとともに、積み上げられていたコンテナ、あるいは奴の力で崩くずれていた資材の山が、一いつ斉せいにふわりと浮かび上がった。
「あれが戻ってきてくれた。もう待ちに徹てつする必要はない。ここで片付けさせてもらう！」
　そのすべてを、真壁が動かしている。何故それがわかるのかと言えば、理由は言うまでもない。まるで見えない巨きよ人じんが持ち上げているかのように浮かび上がっているコンテナや資材が、一斉に俺たち目がけて襲おそいかかってきたからだ。
　それを前に、柊が俺たちを囲むように護ご符ふを全方位にばらまく。起点にする護符を手元で破けば光が迸ほとばしり、ばらまいた護符を撃うち抜いて刻まれた印の効果を発動。真壁が操あやつるコンテナや資材をことごとく撃ち抜いて粉ふん砕さいした。
　その隙すきに、映さんは真壁の頭上まで跳とんでいた。その周囲には、輝かがやく光球が四つ。
「くっ、はっはは！　思い通りじゃないか！」
　その映さんの行動を、真壁は読んでいた。あるいは、そうするように誘さそい出していたのかもしれない。奴の足あし下もと、あるいはその周囲にある瓦が礫れきがベキベキと音を立てて圧縮され、鋭い錐きりのような形に変わる。
　瓦礫を集め、真壁のＰＩで圧縮されて作られた不格好で巨きよ大だいな錐が映さん目がけて襲いかかる。
　けれど映さんに焦りの色はない。くぃっ──と、まるで指揮するように指先を動かせば、周囲に漂ただよっていた四つの光球が弾はじけるように四方へ散り、互たがいを結び合うような光の筋を出し合って面を作る。
　光のネットがそこに現れた。あれは、学校の通学中に俺たちの前に現れた真壁からの攻撃を守ってくれた光のネットと同じものだ。
　真壁が作り出した錐と、光のネットがぶつかり合う。瞬間、轟ごう音おんとともに錐が光のネットに触ふれた所から粉こな微み塵じんになって消しよ滅うめつした。
「映さん、まだあれ持ってたんだ」
　あの光球に、柊は覚えがあるらしい。
「何なんだ、あれは」
「映さんがうちで働いてたときに使ってた道具。四連衛星フオース・サテライトって言って、ああやって四つ繋げて盾たてにしたり、ひとつずつ直接ぶつける武器にもなるのよ」
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　柊が指させば、真壁が作り出した錐を跡あと形かたもなく消し去った光球は、どれもが別々の軌き道どうを辿たどりながら真壁に襲いかかっていた。
「くっ！」
　映さんの四連衛星が真壁に食くらいつくその直前、奴の姿がその場からかき消える。真壁が居た場所を虚むなしく抉えぐった四連衛星は、輝きを弱めて再び映さんの周囲に戻った。
「お京ちゃんから逃にげ回まわれているのも納なつ得とくだね。逃げ足だけは一流だ」
　おそらくＤＪで跳んだのであろう真壁の居場所を、映さんは把は握あくしていたらしい。大型クレーンの頂点に目を向ければ、そこに佇たたずむ人ひと影かげがひとつ。
「……気に入らない……っ！」
　俺たちを見下ろす真壁の目が、口が、その表情が瞬またたく間に憤ふん怒ぬの形相に彩られていく。
「高たか瀬せ映……貴方までもが僕に敵意を向けるのか。悪意をぶつけてくるのか！　何故、邪じや魔まをする！　どうしてわからない!?　貴方だって不完全だろう！　完全なモノになりたいとは思わないのか！」
　不完全から完全へ……か。
　エレクシアがギフト・キャリアの真実を知っていたのは、真壁から聞いたからだと言っていた。だとすれば、あいつの言う『完全』とはギフト・キャリアに本来求められていた、他者の魂や自じ我がをそのまま移設するための人の『器』としてのことなのか？
　それとも──。
「何を望んでいるんだ、おまえは」
　映さんも、真壁の言葉に何かしらの引っかかりを感じたのかもしれない。
　真壁が、いや真壁に限らずとも、自分自身が他の誰かの代わりであることを良しとするはずがない。あいつが言う『完全』とは、ギフト・キャリアの真実とはまた違う『完全』であるはずだ。
「決まってるじゃないか。僕は僕であることを証明したいんだ」
　真壁はギリッと歯を食いしばり、さらに射い竦すくめるように眼光を鋭くする。
「ギフト・キャリアは容いれ物ものだ。どこの誰とも知れぬ他人のための器じゃないか。挙げ句、僕は貴方の代わりまで兼かね備そなえている。なら、今ここに居る僕は誰なんだ？　高瀬映なのか、それとも見ず知らずの誰かのスペアなのか？」
　冗じよ談うだんじゃない──と、真壁は言葉を吐き捨すてた。
「僕は僕であることを証明する。他の誰でもない、今ここに居る僕は唯ゆい一いつ無む二にの存在であると証明してやる。それで僕は『完全』になるんだ」
　そうか……まったく逆なのか。
　あいつが求めているのは自己の証明だ。ギフト・キャリアの真実を知り、自分は映さんのスペアであることを知って、あいつは自分自身の存在が揺ゆらいでしまったんだ。
　だからあいつは、エレクシアの血を、リメイン・ウォータを使って自我エネルギー体になるのではなく、不完全を完全にする『神聖』を求めている。そのためにエレクシアをリメイン・タトゥとして誕生させたのか。
「何言ってんの、あんた？」
　奴の求めるものは俺でも理解できた。けれど柊は、真壁の言葉を聞いてなお、そう聞き返している。
「ギフト・キャリアが容れ物？　他人の器？　ワケわかんないこと言ってないで、とっととエレクシアちゃんを返しなさい！」
　吼ほえる柊の言葉に、俺は強い違い和わ感かんを覚えた。まさか……いや、間違いなくこいつは、ギフト・キャリアの真実を知らない。だからそんなことが言えるんだ。
　それは真壁も感じ取ったのだろう。柊に移した視線は、蔑さげすむようなものになっていた。
「おまえの目に僕は、ギフト・キャリアはどう映っているんだろうな。一いつ端ぱしの人間にでも見えているのか？　どこの誰とも知れぬ人間の代わりとして作られたギフト・キャリアを、真っ当な人間と同等に見るか。それが天然ものの傲おごりと言うヤツだ」
「何を──」
「知らないのなら教えてやる。この世に現存するギフト・キャリアは、すべて誰かの代わりに成り得る『器』を目指して作られたモノだ。貴様らが『エレクシア』と呼ぶあれもそうさ。神村このえという被ひ験けん者しやの自我を礎いしずえにして、僕が四年前に製造した人じん為い的てきな感情で動くリメイン・ウォータの容れ物でしかない」
「……え？」
「それでもまだ、僕を、エレクシアを人と見るか。ひとつの『個』として見ることができるのか？　……できるわけがない」
　ズズズ……っと、周囲一面、俺たち以外のすべてが這はうように動き出した。まるで真壁の感情に呼応して、大地が、この星そのものが鳴動しているかのような錯さつ覚かくさえ覚える。
「いつもだ。いつもそういう目で誰もが僕を見る。気に入らない。気に入らない気に入らない気に入らない！　何もかも消し飛んでしまえっ!!」
　弾かれるように、周囲の無機物がすべて宙を舞まう。俺たちを狙ねらってＰＩで攻撃──ではない。それはまるで、子供が癇かん癪しやくを起こして目の前の玩おも具ちやを手で払はらいのけるような行動にさえ感じられた。
「見境なしだなぁ」
　荒れ狂う嵐あらしに見み舞まわれたかのようにコンテナや資材が舞い飛ぶ中、俺たちが無事で居られたのは映さんのおかげだ。四連衛星が何故三つでも五つでもなく四つで成り立っているのかが、よくわかった。
　点が四カ所あれば、それで立体を作り出せるからだ。四連衛星が作り出す三角かく錐すいの中は、会話ができるほどの余よ裕ゆうさえある。
「あんなのにいつまでも付き合っていたって仕方がない。キミたちはエレクシアを見つけて保護してくれないかな。それまで僕が足止めをしておくよ」
「え、でも……」
　映さんは確かに全能者で、他のギフト・キャリアよりも強い力を持ち、ひとつずつの能力をより効率的に扱う術に長たけているかもしれない。けれど真壁は、映さんと同じ全能者であり、俺の目で見てだが、映さん以上の能力を有している。
　何より映さん自身が前に言っていた。ギフト・キャリアの強さは、一度にどれだけの認にん識しきと干かん渉しようが行えるかにある、と。それで言えば、真壁の能力干かん渉しよう範はん囲いは際限がない。
「ま、あいつとやりあって勝つつもりはないよ。足止めできればそれでいいんだからさ。神村くん、忘れちゃダメだよ。萬よろ屋ずやの仕事は立ちはだかる敵を倒たおすことじゃなくて、リメイン・シリーズの回収と封ふう印いんなんだ。それを狙う奴らと無理に戦う必要はない」
「いやでも……あいつを相手に一人でどうこうするなんて──」
「チームプレイだよ」
　躊躇ためらう俺おれに、映さんはそんな言葉を口にした。
「僕があいつの足止めをする。その隙に、キミたちがエレクシアを保護する。それができれば僕らの勝ち。できなければ負けってね。ただまぁ、僕も現げん役えきじゃないからさ。なるべく早く片を付けてもらいたい。美鈴ちゃん、キミはエレクシアの居場所がそれとなくわかるんでしょ？」
「………………」
　問われた柊は、けれど答えることなくどこかしら難しいことでも考えているように表情を固めていた。
「美鈴ちゃん？」
「……え？　あ、ごめん。エレクシアちゃんの居るところなら、たぶんわかる」
「大だい丈じよ夫うぶかい？　キミ、怪け我がが完治してるわけじゃないんだから、あとは僕と神村くんに任せていいんだよ？」
「大丈夫。傷も開いてないし、痛みも今はそれほどないから。大丈夫、行ける」
　強い口調できっぱりと柊は言い切るが……何故だろう、それがどうも無理をしているように見えた。
「本当に大丈夫なんだろうな？」
「…………」
　念を押すように尋たずねる俺の言葉に、けれど柊は答えない。答えずに、俺の手を握にぎりしめてきた。
「映さん、エレクシアちゃんはたぶん、向こうに居る」
　柊が指さしたのは真壁が居る方角だった。そのさらに奥おくに、どうやらエレクシアは居るらしい……のはいいんだが。
「何で手を握ってくるんだ」
「ＤＪで跳ばしてもらうなら、こうやって繋いでおかないとダメでしょ」
　ああ……そういえば前回も、柊は俺にひっついてたっけ。でも……何でだ？　繋ぐ柊の手が、そこはかとなく震えているように感じる。
「よし。この立地なら地続きの平行移動で問題ないね。さすがに僕でも、複数能力を同時に使えないから四連フオース・サテライト衛星の結界を解くと同時に二人を跳ばすよ。キミたちはこっちを気にせず、エレクシアの所まで向かってくれ。……いくよ」
　映さんが合図を出したその刹せつ那な、俺たちの周囲の景色が一変した。今まで荒あれ狂う嵐のど真ん中に居たような状況が嘘うそのように、跳ばされた先は平へい穏おん無ぶ事じだったが、俺たちがさっきまで居たであろう場所からは、一際大きな轟音が響いた。
　本当に大丈夫なんだろうか……と、そんな心配をしている場合でもなかった。今は映さんを信じるしかない。
「柊、いくぞ」
「……うん」
　俺と柊は、エレクシアが居るであろう場所に向けて走り出した。
六章　奪われる力と模倣の一撃




　映はえるさんが真ま壁かべの足止めをしている間にエレクシアを保護しなければならない今のこの状況は、決して余裕があるわけじゃない。どちらかというとタイムアタックにチャレンジしているようなものであり、一分一秒とて無駄にはできない。
「………………」
　にもかかわらず、柊ひいらぎの足取りはどこかしら鈍にぶかった。エレクシアの居場所が、それとなくでもわかるのはこいつだけなのだから、しっかりしてもらわないと困る。
　それとも、さっきは「平気」と言っていたが、実際はやっぱり怪我の具合がかなり厳しい状態なんだろうか。
「おい、大丈夫か？」
「……ねぇ、神かみ村むら」
　俺が気に懸かけて声を掛けるのと、柊が話しかけてきたのはほぼ同じタイミングだった。
「あいつが……真壁が言ってたことって何？　ギフト・キャリアが誰かの『器』とか、エレクシアちゃんがあんたのお姉さんの自我を礎にして造られた容れ物とか……どういうことなの？」
「それは……俺にもよくわかんねぇよ」
「本当に？　本当に……何も知らないの？」
　どこか不安げに、訝いぶかしむように聞いてくる柊に違和感を覚えて、先を急がなくちゃならない今のこの状況であるにもかかわらず、俺はつい立ち止まってしまった。
「何を気にしてるんだ？　今はそんなことを気にしてる場合じゃないだろ」
　そうだ。今はエレクシアを保護すること、ただそれだけを考えなくちゃならない。俺自身が余計なことを知って、それが原因で今のこの状況になっちまっているんだ。そんな失敗を、今また繰くり返かえすわけにはいかない。
「俺だって何もわからないんだ。けど、真壁が言うことが本当だとしても、それで俺たちがやるべきことが変わるわけじゃないだろ」
「わかってる。それはわかってるんだけど……そうじゃなくて」
　柊は、何故か顔を青ざめさせていた。
「あいつ、言ってた。エレクシアちゃんは今から四年前に作り出したって。ねぇ、神村……覚えてる？　あたし、思い出がないの。昔のことを思い返そうとしても、霧きりがかかったみたいにぼやけてはっきり思い出せないの……四年前より昔のことからが、特に」
「……何だって？」
　四年前……四年前、だって？
「あたし、エレクシアちゃんの考えてることがわかる。近付けば、よりはっきりとわかるの。でもそれは、あの子がＭＩのギフト・キャリアだからって思ってた。……四年前？　ギフト・キャリアが他人の魂たましいや自我の容れ物？　ねぇ、この一いつ致ちっていったい何？　本当にあの子はあんたのお姉さんをベースにして生み出されたの？」
　何だ……それは。何を言い出してるんだ、柊は。
「エレクシアちゃんがあんたのお姉さんをベースにしてるって言うのなら……なら、あたしは？　あの子の考えていることがわかるあたしも……あの子が誕生した時期から記き憶おくが混濁してるあたし……も……？」
「え……？　あ……っ」
　思わずこぼれ落ちそうになった言葉を、俺は慌てて口を手で塞ふさいで押しとどめた。
　何を……何を考えてるんだ、柊は？　何を考えてるんだ、俺は!?

　そんなことがあるか。あってたまるか！　何もかもが一本の糸で繋がってるなんてそんな、そんなことが──。
「……神村、今……何、考えたの？」
　俺の動どう揺ようは、口を閉ざしたくらいじゃ隠かくしきれなかったらしい。柊はより一層、不安に怯えるような表情を俺に向けていた。
「もしかして……あたしが考えたことと同じ？　もちろん、そんなことはないと思う。あり得ない。あんたのお姉さんが消えた時期が四年前って知った時は、単なる偶ぐう然ぜんだと思った。でも……でも、エレクシアちゃんのことは？　あの子の誕生した時期も、あんたのお姉さんが消えた時期も、あたしの記憶の混こん濁だくも四年前なのよ!?　この一致って──」
「柊っ！」
　俺は自分の脳裏にこびりついたくだらない考えを振ふり払うように、柊の肩かたを掴む。
　こいつが言いたいことはわかる。俺にだってすぐに理解できたことだ。それを言い出した柊自身がわかっていないはずがない。
　でも、俺が掴んでいる細くて薄うすいこの肩は、確かに柊のものだ。他の誰でもない、ここに居るのは柊美み鈴すずなんだ。
「いいか、柊。今の俺たちがやらなくちゃならないことはエレクシアの保護だ。それ以外は考えるな。仮におまえが言うことが正しかったとしても、間ま違ちがっていたとしても、俺たちのやるべきことは変わらない」
「で、でも……」
「いいから忘れろ!!」
　何かを言い返そうとする柊の言葉を、俺はいつになく大きな声で遮さえぎった。
　そうしなければならなかった。
　掴む柊の細い肩が震えるほどの声であっても、今はそうせざるを得なかった。
「おまえはおまえだ。エレクシアはエレクシアだ。一いつ緒しよじゃない。まったくの別人だ。血の繋つながりさえない他人だ！　けれどエレクシアには、こんな状況になっても助けを求められる肉親はいない。俺たちしか居ないんだよ！　ここで立ち止まってるわけにはいかないだろうが！」
　柊に向けて言う俺の言葉は、結局のところ自分自身に言い聞かせている言葉に過ぎない。そうでもしなければ、俺自身がここで立ち止まってしまいそうになる。
　けれどそんなことはできない。立ち止まってる暇なんて、どこにもないじゃないか。立ち止まれば、それはすなわちエレクシアを見捨てることと同義だ。
　そんなことができるか。はっきりしない曖昧な理由が、あの子の命を見捨てる理由になるわけがない!!

「行くぞ、柊。エレクシアはどこだ!?」
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「うん……うん、ごめん。こっちよ」
　俺の言葉で吹ふっ切れたのか、柊はエレクシアが居るであろう場所に向けて走り出した。
　……いや、吹っ切れたわけじゃない。そうやって走り出していないと考えてしまうから走っているだけだ。
　俺もそうさ。今はこうやって優先させなければならない重要な懸けん案あんがあるからこそ、柊の話を、脳内にこびりついた余計なことを、何も考えず片かた隅すみに追いやることができている。立ち止まってしまえば、どうしたってそのことを考えてしまう。
　だから俺たちは走っている。余計なことを考えずに済むように。
「ここ」
　柊が立ち止まったのは、船便で輸入されてくるような小麦粉とかそういうものを一時的に保管しておくような、かなりの広さがある倉庫だった。目の前は俺たちの背せ丈たけの何倍もあるような鉄の扉とびらで閉ざされ、とても素す手ででは引きちぎれそうにない鎖くさりと無骨な南なんき京んじ錠ようで鍵かぎが掛けられている。
「どいて」
　扉をどうやって開けようかと途と方ほうに暮れていた俺を横に押し退のけ、柊は躊躇ためらいなく護ご符ふを張り付けて破いた。ズズゥ……ン、と腹に響くような重低音を響かせて、分厚そうな鉄扉に綺き麗れいな穴が空く。
　いつもなら柊の無む茶ちやに何か言いたくもなるのだが、今の俺にはそれだけの余裕がない。
　扉を強ごう引いんにこじ開けた柊は、率そつ先せんして中に入り込んだ。俺もその後に続く。中にはこれと言った荷物はなく、フォークリフトで運ぶためのパレットが高々と積み上げられていた。もしかすると今は使われていないか、あるいは真壁がＭＩで人を近付けないようにしていたのかもしれない。
　そんな倉庫の中を、柊はどこへ向かえばいいのかわかっているように、迷いなく突つき進すすむ。迷路のように置かれているパレットの塔とうの隙すき間まを縫ぬうように突き進むと、すぐに立ち止まった。
「エレクシアちゃん！」
　そこに、エレクシアは居た。まるで荷物のように放ほうり投なげられ、床ゆかの上で力なくぐったりと倒れている姿を、俺は見た。
　まさか……ずっとここで放置されていたのか？　真冬ではないと言っても、まだ肌はだ寒さむさも残るこの時期に、閑かん散さんとした倉庫の中であんな風に……放り投げられていたのか？
「エレクシア！」
　柊の声に何の反応も示さなかったことに肝きもを冷やしたが、俺が再度呼びかけると微かすかに、けれど遠目でもわかる程度に、エレクシアの身体がピクッと動いた。
　まだ意識はある。この一帯が聖域とやらになっていないことから、流血するような怪我もないはずだ。ひとまず、無事であることは間違いない。
　とは言っても、今は安否を気き遣づかう余裕さえない状況だ。映さんに、いつまでも真壁の相手を一人でさせておくわけにもいかない。
　すぐにエレクシアを保護してこの場から離はなれなければ……と考え、駆け寄よろうとしたそのときだった。
　耳をつんざく爆ばく音おんと共に、俺たちが入り込んだ倉庫正面の扉が吹き飛とんだ。爆風に煽あおられて俺たちが転がるその視線の先、ちょうどエレクシアと俺たちの間に割ってはいるように立つ男の姿がひとつ。
「渡すものか……」
「真壁!?」
　そこに現れたのは映さんじゃない、真壁だ。息も荒あらく傷だらけだが、そこにいるのは間違いなく真壁杜もりだった。
「おまえが何で……映さんは!?」
「違ちがう……」
　それは、俺の言葉に応こたえたのだろうか。真壁の口からこぼれ落ちる言葉は誰だれに言うでもない、まるで呪じゆ詛そのように、鬱うつ々うつとした感情を存分に含ふくんだ陰いん惨さんな響きをしていた。
「僕は僕だ。あの人とは違う……違うんだ。そうさ、僕はあの人を超こえたんだ。僕の方が優すぐれている。優れているんだ」
　超えた……？　あの人……映さんを？　超えたって、それはまさか……まさか。
「映さん、を……!?」
「そうさ……ああ、そうさ！　捻ひねり潰してやったよ。わかるか？　僕がやったんだ！　僕はあの人を超えたんだ！　そして」
　真壁は倒れたままのエレクシアを、片手で乱暴に掴み上げた。
「これを使えば、僕は僕として、より『完全』になれるんだ！」
「こいつ……っ！」
　結局……こいつは、そういうことか。この野や郎ろうを突き動うごかしている根源が、今のこのときになってようやく理解できた。
　真壁を突き動かしているのは、自分が『完全』になるという、その目的あってのものじゃない。それよりももっと根の深いところにある劣れつ等とう感かん、あるいはそれに類する負の感情だ。自らを蔑み、苛いら立だちと憤いきどおりを糧かてに動いている。
　自分が映さんの代わりとして必要とされていたギフト・キャリア養護施し設せつの不当な仕打ちや、ギフト・キャリアの真実が告げる「他者の魂の器うつわ」という情報から、自分自身そのものを必要とされていないと感じる劣等感がそこにある。
　そして、不完全なレプリカであると思う自分自身の考えすら許せず、その感情に自分の行動の正当性を見み出いだし、周囲に敵意を剥むきだしにして暴れているに過ぎない。
　今の台詞せりふがいい証しよ拠うこだ。映さんを倒したということで悦えつに浸ひたっている。仮にエレクシアの命を使ってこいつの存在に何かしらの証明が得られたとしても、真壁はさらに別の不満を糧に暴れるだけだ。
　そんな奴に、エレクシアは振り回されているのか。性しよ根うねから腐くさっている野郎に……命を奪い取とられるためだけに誕生したのか……っ！
「エレクシアを離せ！」
「僕に近付くなぁっ！」
　激情に駆られるままに地を蹴けって真壁との間合いを詰めようとしたその瞬間、奴の絶ぜつき叫ようとともに俺の全身に物もの凄すごい重圧が襲いかかってきた。それこそ指先一本動かせず、瞬まばたきひとつできないＰＩによる直接干渉。
　かつて千ちぐ草さあ茜かねが好んで使っていた方法だが、真壁は今の今までそれをしなかった。できないものと思っていたのだが、そうではないらしい。
「くそ……くそっ！　何て気持ち悪いんだ。貴様なんぞにＧＩＦＴを使ってまで直接干渉しなければならないなんて、反へ吐どが出る！」
　真壁は相手に対してＧＩＦＴの直接干渉ができなかったわけじゃない、やりたくなかっただけだ。
　ギフト・キャリアにとって、ＧＩＦＴとは人が持つ五感の延長でしかない。だからエレクシアはＭＩのＧＩＦＴで世界と触れ合あっていた。それはＧＩＦＴを持たない一いつ般ぱん人じんにとって、言葉や表情で他者とコミュニケーションを取るに等しい行こう為いだからだ。
　真壁もそうだ。あいつは全能者であり、人が他者と触れ合うこと、会話すること、通じ合うことをすべてＧＩＦＴに委ゆだねていた。にもかかわらず、あいつは他者を認めない。同じ人間として見ていない。
　そんな奴がＧＩＦＴを使って直接干渉を行うのは、一般人が素手で汚お物ぶつに触れるのと等しい行為なのかもしれない。
「僕にここまでやらせるなんて……こんな真ま似ねまでさせるなんて。許さない。許さない許さない許さないぞ、貴様ぁっ！」
　ミシッ、と全身の骨が軋きしむような音が、直に耳に届いた。恐おそろしいほどの重圧が前後左右から均等に襲ってくる。にもかかわらず、奴のＰＩに全身の筋肉を掴まれてでもいるのか、喉のどを震わせて悲鳴を上げることさえできない。
　このままじゃ潰される──そう思った、その時。
　幾十、幾百もの光の筋が波状に膨ふくれ、真壁に向かって疾しつ走そうした。
「なっ!?」
　光線がそれぞれ別々の軌道を描えがきながら、けれど真壁の立つその位置を目がけて立て続けに突き刺ささり、爆ばく発はつした──直前に、俺の全身を襲っていた奴のＰＩ干渉が消えた。全身がマヒしたかのように力も入らずに立っていることさえままならないが、それでも奴の圧あつ倒とう的てきなＰＩの干渉は消えていた。
　映さんは全能者だが、三つのＧＩＦＴすべてを同時に使えないと言っていた。真壁もそうなのだろう。俺に対するＰＩの直接干渉が消えたのは、柊の護符による攻撃をＤＪで回かい避ひしたためだ。
「貴様、何故──」
「このっ！」
「ちっ！」
　奴が跳んだその先を、柊は捉とらえていた。投げつけた数十枚の護符に対して手元で起動させた護符が順次貫つらぬいていく。ともすればレーザー光線を鏡で反射させているかのように多角的に真壁を狙うが、けれど奴はそれらすべてをＤＪで跳んで回避する。
「神村、平気!?」
「当たり前だ」
　俺は真壁に目を向けたままで声を飛ばしてくる柊に、脊せき髄ずい反射で返事をする。本音で言えば息をすることもままならない状況であったのだが、そんなことを言って柊に妙な気遣いをされたくない。
「神村……？　神村、だと？」
　俺と柊のやりとりを耳にした真壁が、そこで初めてはっきりと俺に目を向ける。まるで忌いむべきモノを見るような蔑む眼差しで。
「そうか……はは、そういうことか。これがおまえに懐なついていたのは、貴様が神村このえの血けつ縁えんだからか。リメイン・オーガの失敗作といえども、その根本に残る自我の欠片かけらは無様にもしがみついて残っていたというわけか」
「リメイン……オーガ？」
　何だ、それは？　リメイン……って、リメイン・シリーズのことか？　オーガ？　何を言ってるんだ、こいつは。
「貴様たちは、これのまやかしに誑たぶらかされてここに居るのか。懐く玩具を手放すのが惜おしいからか。その理由を知らないから抗あらがうのか」
　俺が抱いだく疑問を無視して、真壁は抱かかえていたエレクシアの髪かみを掴んで無理に持ち上げる。
「これが貴様らに向ける情は、血縁に向ける情と同じものと言うことだ。意味もなく、理由もなく向けられる愛情などあるものか！」
「ふざけんな！」
　真壁の言葉に、激しい拒きよ絶ぜつを示したのは柊だった。
「何が理由よ、何がまやかしなのよ！　人を好きになるのに理由なんかいるか！　あんたみたいなのが愛情を語るな、人の気持ちを語るなっ！」
　叫さけぶ柊は、俺でもおかしいと思えるほどいつにも増して感情的だった。
「その子は、エレクシアちゃんは神村のお姉さんなんかじゃない！　そこに居るのはエレクシア・ヴィルヌーブよ！　神村のことを好きな理由が……そんな、そんなこと、あるはずない！　理由がなくちゃ好きになれないなんて、そんなこと！　そんな……それなら、わたしは……」
「……なるほど」
　叫ぶ柊の姿に、真壁は何を見たのだろう。その口元が歪ゆがむ。腹を空すかせた獣けものが格好の餌え食じきを見つけたような、歓かん喜きに打うち震えているかのように嗤わらう。
「僕ぼくの干渉を受けてなお動けたのは、そういうことか」
　その狂笑を前に、俺は直感的に悟さとった。
　奴は知っている。俺たちが知らないことを。知ってはいけないことを、あいつはわかっている。絶望的な一言を、奴は口にしようとしている。
「やめろ、真壁ぇっ！」
　それは止めなければならない。何があってもあいつに喋しやべらせちゃいけない。それはわかっている。わかっているが身体が動かない。
「あの男が死んでなお続いた計画が、急きゆう遽きよ凍とう結けつされたのはそういうことか！」
　真壁が、真っ赤に充じゆ血うけつさせた目を柊に向ける。口元を、切きり裂さかれたかのように弧こ月の形に引き伸ばして。
「完成していたのか。そこに居たのか！　貴様が完全なる──」
　奴の口から最悪な『真実』がこぼれ落ちる──その刹那。
　空間を切り裂くように、黒い閃せん光こうが迸るように、何かが舞い降おりた。
　それは、どこから現れたのかわからない。ただ、真壁を蹴り飛ばし、放り出されたエレクシアをブーケトスの花束を受け取るようにキャッチして、乱れた衣服を正しながら立ち上がった。
　その一連の動作を目にしてようやく、俺はそれが人であると認識できた。
「ふむ、さすが映さんだ。跳ばす位置に狂くるいがない」
　その人は、どこかしら満足げに呟つぶやく。
　どこにでも居るような自然体で、けれど他の誰とも比べられないほどの存在感。零れいさんとはまた違う迫はく力りよくがそこにある。
　それが誰なのかなどと、考えるまでもない。一度として会ったことはなくとも、すぐにわかった。
「荻おぎ窪くぼ……さん？」
　萬よろ屋ずや探たん偵てい事務所で、零さんと並ならび称しようされるフォワードの一人。常識や一いつ般ぱんの規格を遥はるかに凌りよ駕うがした力を持つであろう荻窪美み弥や子こが、稲いな妻ずまのような蹴りとともに決戦の場に現れた。
　そのあまりにも派手な登場に、俺や柊はもちろん、荻窪さんに直接蹴り飛ばされた真壁なんぞは、自身に何が起きたのかさえ理解していなかったかもしれない。
　場の空気が文字通り一変していた。何ど処こへとも流れそうな混こん沌とんとした状じよう況きようが、その人の登場だけで引き締しまる。
「……散々な状況だな」
　誰もが固かた唾ずを呑のんで見守る中、荻窪さんが真っ先に口にした言葉がそれだった。
「美鈴！」
「えっ、あ……は、はい」
「相手の甘かん言げんに惑まどわされてどうする。そんなことでリメイン・シリーズの処理ができると思っているのか。自分を強く持て」
「す……すいません……」
　正直、俺は開いた口がふさがらなかった。柊が、あの柊美鈴が、人に説教されて反論もせず素す直なおに言われた言葉を受け入れている。
「そして少年」
　俺が唖あ然ぜんとしていると、エレクシアを抱えた荻窪さんは真っ直ぐに俺を見つめたまま、近付いてきた。
「キミはいったい何をやっている」
「……え？」
「キミはここへ何をしに来た。地べたに寝ね転ころがるために居るわけじゃないだろう。挙げ句、今の今まで真壁にエレクシアの身み柄がらを拘こう束そくされていたというのは、あまりにも情けない」
　怒ど鳴なるわけでもない。咎めるようなニュアンスさえ含まれていない。ただ淡たん々たんと、ドライアイスのように凍いてつく眼差しを俺に向けたまま、荻窪さんは言う。
「キミには力がある。成なし遂とげようと決めた志もある。そのために取るべき行動もわかっていたはずだ。にもかかわらず、今なお膝ひざを折って倒れているとは情けない」
「なっ、何を……っ！」
「違うと言うのなら、自分の力で立ち上がってみせろ」
　蔑むような、見下すような眼差しを向けられた上にそんな言葉まで浴びせられて、いくら俺でも心中穏やかでいられるわけがない。そこまで言われて立ち上がれないようじゃ男として終わっている。
「散々遅おくれて来て……上から目線で随ずい分ぶんな言い草じゃないですか」
「女を待つこともできないようでは男の器量が疑われるな。年長者に対する口の利きき方かたもなってないようだが、自分で立つことができたので良しとしよう。申し訳ないね、わたしは口下手なんだ」
　言われっぱなしでは癪しやくなので言い返してみたものの、艶つやのある笑みを浮かべて切り返された。この人の言葉には隙がない。
　だが、行動にはまだ優やさしさが感じられる。立ち上がった俺に、荻窪さんは抱えていたエレクシアを預けてきた。
「とは言え、遅れたことは素直に詫わびておこうか。言い訳をすれば、途とち中ゆうで映さんの救出と治ちり療ようもしていたからだ」
　映さんを……救出……？
「無事なんですか、映さんは!?」
「当然だ。リメイン・シリーズを巡めぐる騒そう動どうで、わたしの目が黒いうちに人死になど出させるものか。ただ、あの人もうちの事務所を離れて久しいからな、無理をさせすぎたとは思う。どれ」
　荻窪さんは俺に背を見せると、ジャケットを翻ひるがえして背面に手を回す。
「女を待つのも男の役目。けれど、待たせすぎたことも否いなめない。待ち続けた男の優しさに甘あまえたままの女というのも、なかなかどうしてはしたない……か」
　そこに見えるのは、二丁の銃じゆう。バックサイドホルスターに収められていた、撃鉄のない銃を左右の手それぞれに携たずさえた。
「後の始末はわたしが付けよう。少年、萬屋の仕事が如何なるものか見せてやる。下がっていろ」
　下がっていろ……って、まさか荻窪さん、一人で真壁の相手をするつもりなのか？　俺はともかくとして、柊と映さんを相手にしてもなお、優勢に事を進めていた真壁を相手に、たった一人で!?　いくら何でもそれは……どうなんだ？
　その実力を信用してないわけじゃない。少なくとも、零さんと並び立つ、うちの事務所の荒あら事ごと担当ではあるんだ。生半可なレベルじゃないとは思っている。思っているが、俺は荻窪さんの強さを見たことがない。そして、真壁のでたらめさは身を以もつて体験している。
「荻窪──」
「神村、待って」
　だからせめて、荻窪さんのフォローはしようと思ったのだが、柊に止められてしまった。
「荻窪さんが一人でやると言ったなら、手は出しちゃダメ」
「いやでも、」
「たぶん、平気。荻窪さんはうちの事務所のエースだから」
「エースって……零さんよりも上ってことか？」
「確かに零さんは強い。世界中どこを探したって、あの人を超えるような相手っていないかもしれない。でも荻窪さんは、うちの事務所で最強なの」
　つまり……世界最強ではないが、萬屋探偵事務所においては最強……と？
　あまりにも矛むじ盾ゆんした言い方に首を捻る俺おれだったが、柊の言わんとしていたことは、真壁と対たい峙じする荻窪さんを見て、ありありと理解することができた。




　荻窪さんからの不意の一撃をモロに食らい、吹き飛んだ真壁が身を起こしたのはどれほど時間が経ってからだろう。
「くっ……そ、何が」
　受けたダメージがどれほど回復しているかもわからないが、胸を押さえながら身を起こした真壁は、その眼前に立ちはだかる影かげをすぐに目にすることになった。
「やあ、真壁。ようやく会えたな」
「きさ──」
　真壁が何かを言う前に。
　ゴグギィッ！　と、鈍い音を響ひびかせて、真壁の身体がさらに吹き飛ぶ。左足を軸じくにして、全身を鞭むちのようにしならせながら繰り出した荻窪さんの蹴りが、容よう赦しやなく真壁に襲いかかった結果がそれだった。
「こちらからの交こうし渉よう提案を突っぱねた挙げ句、あちこち引っ張り回してなおも出迎えに寄よ越こしたのが、貴様のＭＩで洗脳した奴らとはな。無む駄だな時間を存分に作らせてくれて、ありがとう。今のはその礼だ」
「あ……ぐぅ……っ、がぁっ！」
　まさに威い嚇かくする野やじ獣ゆうのような雄お叫たけびを上げた瞬間、周囲に散らばる器材から些さ末まつな埃ほこりまで、辺り一面の形ある代しろ物ものが、かき集められるように荻窪さんを中心に収束されて行く。
　真壁がＰＩで空間そのものを圧縮しているのだろうが、傍はた目めに見るその光景は、荻窪さんを中心にしたブラックホールでも出現したかのような印象を与あたえる。
　あの中心に居れば、ひとたまりもなく潰されるだろう。
　そう想像するに難かたくない光景だ──が。
「なっ!?」
　荻窪さんの持つ二丁の銃から放たれる、閃光のように眩まばゆい光。それらが矢や継つぎ早ばやに周囲を、飛んでくる器材の山を撃ち抜くと同時に、真壁のＰＩによる干渉から切り離されたかのように叩たたき落おとされた。
　あれが、所長の言っていた刻印式魔まほ法うじ銃ゆうか。
　その銃には、本来なら撃鉄がある部分に黒い石版がはめ込まれている。それが、あの武器の核かくになる箇か所しよなのだろう。そこに特有の一文字を指先でなぞるように刻んでトリガーを引けば、狙い撃ったターゲットに掛かかっている物理現象をキャンセルできるようだ。
　柊が使っている刻印護符に似ているが、名めい称しように『魔ま法ほう』と付いていることから、その効果は桁けた違ちがいだった。対象物に掛かっている現象を見み抜ぬいて文字を刻むことができれば、零さんの力とて打ち消すに違いない。
　それでも欠点はある。
　それは、発生している物理現象が長期の持続性を持っていれば意味がない、ということらしい。わずか数秒間しか効果を打ち消せないため、光弾だんの効果が切れればすぐに再発動されてしまうからだ。
　それでも今は真壁を、ＧＩＦＴを相手にするのなら欠点を苦く慮りよする必要もない。真壁のＰＩがすべてに干渉できるとしても、それを打ち消されれば再さい認にん識しきして干渉しなければならない。その猶ゆう予よを、あの人は与えない。
「二丁……拳けん銃じゆう……？　そうか……そうか、貴様か！　貴様が弾幕女王バラージ・クイーンか！」
「……ほう」
　真壁の言葉に、荻窪さんはつまらなさそうに鼻先で笑い飛ばした。
「懐かしい二つ名を引っ張り出したものだ。だがおまえには、こっちの方が通りがいいんじゃないか？」
　荻窪さんは、真壁に真まっ直すぐ銃じゆ口うこうを突きつけたまま、口元に笑みを浮かべて告げる。
「江え川がわ仁ひと史しの孫まご娘むすめ、とな」
　江川仁史。
　その名前を、俺は聞いたことがある。エレクシアがホテルで俺に話してくれたギフト・キャリアの真実。その中で、ギフト・キャリアの誕生に関かかわる中心に居た人物の名前がそれだ。そして、その人は真壁に殺された──と暗に語っていた。
　だとすれば、真壁は荻窪さんにとって祖父の仇かたきであり、今ここにこうしているのも、あるいは──。
「貴様が……あのときの……くそっ！　復ふく讐しゆうか、そのためにここに居るのか！　やはりそうか、やはり悪意は根を残すのかっ！　消すべきだった。確実に、痕こん跡せきすら残さずに！　奴の血統は消し去るべきだったっ!!」
　荻窪さんは萬屋の所員として、リメイン・シリーズにまつわる事件に関わっている。だから今、こうしてここに居ることもおかしくはない。
　けれど目の前には、肉親を殺した元げん凶きようが敵として立ちはだかっている。
　そんな奴を前に、果たして荻窪さんは私し怨えんなくここに居ると言い切れるのだろうか。
「復讐？」
　けれど荻窪さんは、その言葉をつまらなさそうに吐はき捨すてる。
「リメイン・シリーズを世にばらまき、数あま多たのギフト・キャリアを生み出して偽神降誕デウスレプリカ・計画プロジエクトの人柱にしようとした男のために、このわたしが動くと思っているのか」
　リメイン・シリーズをばらまき……偽神降誕計画？
「真壁、おまえはある程度の情報を得ているようだが、それは断だん片ぺんでしかない。あの男が目指していたものは、人間を神の複製品と位置付け、その魂と自我を数千年規模で現世に留め、人為的に『神』と呼ばれる存在に昇しよ華うかさせることだ。ギフト・キャリアは他者の魂の器であるとともに、『神』に成り得る魂を作り出す苗なえ木ぎだ」
「な……に……？」
「ギフト・キャリアは当初、リメイン・オーガの秘コー匿ドネ名ームで呼ばれていた。人為的に神と呼ばれる存在を作り出すための礎となる者、人であり人ならぬ存在、鬼き神じんのレプリカだ。そして全能者は、リメイン・オーガを誕生させる過程で誕生したものだ。故ゆえに、誰かしらの魂や自我をベースにすることはあり得ない。何な故ぜならそれは、人でしかないからだ」
　その言葉は、あらゆる意味を持っている。特に大きな意味を成すのは、エレクシアのことだ。
　何故ならば、今の荻窪さんの言葉は、エレクシアのベースにあるものが『神村このえ』と言っていた真壁の言葉を暗に否定している。そして、エレクシアが自らの血を使って為そうとしていたことや、柊が抱く不安さえも過あやまちだと告げている。
　だから、なのか。
　だから荻窪さんは、真壁にそんなことまで話しているのか。あいつを説とき伏ふせるためではなく、柊やエレクシアのためにそんなことを話してくれているんだ。
「ギフト・キャリア養護施設の実体は、偽神降誕計画を推おし進める施設だ。所長たち当時の萬屋所員がそこを潰したのも、リメイン・シリーズと人命を使って行われる、くだらない計画を叩き潰すためだ。真壁、おまえが誕生したのは養護施設の瓦が解かい後だったな」
　真壁の持っていた情報は、何かしらの資料か、あるいは人から伝聞で得たものだ。直接関わっておらず、仮に客観的な事実として語られた話か、あるいは記された書面から得た情報だとしても、そこには第三者の主観が少なからず入り込んでいる。
　つまり真壁の話していたことは、間違いではないのかもしれないが、揺るぎようのない真実であるとも限らない。
「おまえが祖父を殺あやめたことに関して、わたしが思うことは何もない。そうなるであろうことを、あの男はやってきたからだ。だが、おまえが祖父のようにリメイン・シリーズに踊おどらされ、下らない自己満足の野望を抱くというのであれば容赦はしない」
　ともすれば、それは真壁のことを見み逃のがすと言っているようにも聞こえた。事実、荻窪さんはそう思っているのだろう。
　荻窪さんは言っていた。萬屋の仕事はリメイン・シリーズの回収と封印だと。決して、それを扱あつかう人間が敵ではないと。
　だから荻窪さんは相手が真壁であろうと殺めるつもりはない。退くと言うのであれば追うこともしない。
「どうする？　真壁、すべておまえが決めろ」
　眉み間けんに銃口を突きつけて、半ば脅きよ迫うはくとも取れる態度で詰つめ寄る荻窪さんだが、その実、最大限の譲じよ歩うほをして提案している。本来なら、そんなことをせずに能力を封ふうじ込めたまま叩き伏せればいいだけなのに、それをしないのがいい証拠だ。
「……知らない……僕は、そんなことは知らないっ！」
　ドンッ！　と言う爆音とともに、荻窪さんの身体が吹き飛ばされる。真壁を中心に、奴やつのＰＩが周囲にあるものすべてを遠ざけようと吹き飛ばしていた。
「貴様の言うことなど僕は知らない！　何も知らない！　証拠はあるのか!?　貴様の言葉こそ真実だという証拠が、いったいどこにある!?」
　真壁を中心に、あらゆる瓦が礫れきが重力の楔くさびから解き放たれて浮うかんでいる。奴のＰＩに干渉されているすべてのものが激しくぶつかり合い、時にバキバキと音を立てて揺れている。それはまるで、奴の心の内が外に溢あふれだしているかのように荒あら々あらしい。
「それが貴様の限界だ」
　真壁のＰＩに吹き飛ばされたとは言え、荻窪さんにはまるでダメージがない。体勢を崩くずすことなく着地をすると、つまらなそうに言葉を吐き捨てた。
「貴様が知ることは真実の一角に過ぎない。だからと言って、わたしの言葉が真実だと信じる必要もない。だが、貴様がわたしの言葉で揺れたのは事実。つまり、そういうことだ。貴様の信じる事には芯がない。リメイン・シリーズに頼り、自らの手で真実を求めていないからだ。くだらん道具に頼って得た真実など、すぐに綻ぶものと知れ」
　すぅ……っと、流れるように荻窪さんの指が刻印式魔法銃の石板をなぞる。
「だから真壁、リメイン・タトゥのことは忘れて何処いずこなりとも立ち去れ。そして、二度と力に翻ほん弄ろうされるな」
「な……にを……っ！」
　鳴門なるとの大渦うずを彷ほう彿ふつとさせる渦を描いて宙を漂ただよう瓦礫群が、ぴたりと動きを止める。
「僕に……っ、指図するなぁっ！」
　瞬しゆ間んかん、宙に浮かぶすべての瓦礫が、強引に押しつけられて圧縮されながら荻窪さんへ襲いかかった──が。
　夜空を彩いろどる花火のような閃光が立て続けに煌きらめき、瓦礫の砲ほう弾だんはぴたりと動きを止めて地面の上に転がった。刻印式魔法銃の一撃が、瓦礫に干渉していた真壁のＰＩを確実に捉えて打ち消していた。
「……それが答えか」
　目の前に何が迫せまって来ていたとしても、荻窪さんは揺るがない。二丁の銃に組み込まれている石版に指を這わせて、ただ一言、シンプルな台詞を口にする。
「ならば砕くだけ散ちれ」
　荻窪さんが動く。真っ直ぐに真壁への距きよ離りを詰めようと駆かけ出した。威嚇も牽けん制せいもしない、正面から攻せめ込む。
「くそっ、くそっ！　くそぉっ！」
　再び真壁の干渉を受ける瓦礫が宙に浮かぶ──が、ほぼそれと同時に刻印式魔法銃から放たれる光弾が、的確に奴のＰＩを撃うち抜ぬいて消し去って行く。
　そこには一いつ切さいの狂いがない。無駄を省いた機械的な動きは、ともすれば考えを読んでいるか、あるいは未来が見えているのではないかと錯さつ覚かくさせる。対峙している真壁にしてみれば、その感覚をより強く受けているかもしれない。
「僕に近寄るなぁっ！」
　真壁が絶叫を上げる。まるで怯おびえているような声で。
　直後、荻窪さんは右手の銃をバックサイドホルスターに収め、左手の銃を虚こ空くうに狙いを定めてトリガーを引き絞しぼった。
「な……っ？」
　刻印式魔法銃の光弾は、荻窪さんと真壁の間の虚空で炸さく裂れつする。
「干渉……前に、消した……？」
　真壁が呆ぼう然ぜんと呟く。目の前の出来事が信じられずに、一いつ瞬しゆんとは言え気を取られたのは間違いない。
　刻印式魔法銃の光弾が消える。その時にはもう、荻窪さんは手を伸のばせば真壁に届く距離にまで攻め込んでいた。
　一いつ閃せん。
　まさに閃光のような一撃だった。刻印式魔法銃で撃ち抜くのではなく、岩のように固く握りしめた右の拳こぶしを真壁の顔面に突き刺した。
　まるで真綿のように、真壁の身体が宙を舞まう。
　それは、すれ違い様の一撃だった。腰こしの捻りで繰り出すしなるような一撃ではなく、全体重を傾かたむけた体当たりにも等しい一撃だった。詰め寄る速度と荻窪さん自身の体重も加わった一撃の破はか壊いり力よくが、いったいどれほどのものかは想像に難くない。
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　吹き飛ばされた真壁は、二回、三回と地面でバウンドして、それでようやく止まった。その身体は、指先さえピクリとも動かない。




　あまりにも圧倒的な光景に、俺は言葉を失っていた。柊が荻窪さんを指して「萬屋で最強」と断言するのもよくわかる。
　あの人の強さは零さんとは違う。もし二人が戦えば、おそらく零さんが勝つであろうことは俺にもわかる。それほどまでに零さんは桁違いだと言うことだ。
　だが、荻窪さんの強さはそういう話とはまた違ったところに存在していた。
　喩たとえるなら、零さんの強さはすべてを覆おおい尽つくす強さなんだ。部屋の壁かべの一部に汚よごれがあれば、壁かべ紙がみ全すべてを取り替えるようなものだ。
　けれど荻窪さんは、ピンポイントで壁の汚れを取り除く。
　それはまさに、リメイン・シリーズの回収と封印を行う萬屋の戦力としては理想的な力かもしれない。
　荻窪さんは言っていた。
　俺たちの敵はリメイン・シリーズそのものだと。それを狙う奴も、翻弄される人も、関わってしまった全員が被ひ害がい者しやであり、救わなければならない対象だと。
　荻窪さんが扱う力は、まさにその言葉を体現している。
　刻印式魔法銃は、狙い撃つ対象にかかっている物理的に起きている現象を消し去るものだ。どれほど強大かつ強力な道具があろうとも、あの人の前ではただのガラクタにしか過ぎない。残るのは、自分自身だけにさせられてしまう。
　だから、ＧＩＦＴという異能力に頼たより続けた真壁は倒たおれている。
　荻窪さんは、自らの拳で真壁を打だ倒とうした。リメイン・シリーズやＧＩＦＴなどの異能力に頼ったところで、すべて無意味だと知らしめるように。
　だから終わった。これですべて片付いた。エレクシアの手足にあるリメイン・タトゥを消さなければならない作業は残っているが、当面の問題は解決できた。
　そう思っていた……が、それが油断だったのかもしれない。
　異変は、唐とう突とつに起きた。
「あ……ああ……あっ、ああああぁぁぁぁぁアアアアアァァァッ！」
　今まで気を失っていて、俺の腕うでの中で静かにしていたエレクシアが突とつ如じよとして絶叫を張り上げた。喉が潰れんばかりの雄叫びのような声とともに激しく暴れ出し、俺の腕から地面の上に転がり落ちると、何かを拾い上げて数歩駆け出し、そこでぴたりと動きを止めた。
　何が起きたのかなんて、すぐに理解できなかった。傍かたわらにいる柊もそうだろうし、荻窪さんだって虚きよを衝つかれたのかもしれない。
「わ……わタさな……」
　ガラスを爪つめでひっかいたような、いびつで不快な音が聞こえた。それが、エレクシアの喉を震ふるわせて口からこぼれ落ちた声だとは、すぐに理解できなかった。
「わたサナいワタさナいわたさナイ……コれハ僕のもノ……だ」
　まるで幽ゆう界かいと顕けん界かいの狭はざ間まに立っているように、その姿は虚うつろで朧おぼ気ろげに見えた。言葉とは裏腹に、碧へき眼がんの瞳ひとみからは無むし色よく透とう明めいな涙なみだが止とめ処どもなく溢れだしている。
　とてもまともじゃない。無理やり絞り出されているような機械的なその言葉は、本当にエレクシアのものなのか？
　何より、その言葉は……まさか。まさか、まさか！
「荻窪さん！　真壁はまだ──」
　俺がひとつの可能性に思い至り、それを口にする直前。
　エレクシアは、俺から逃のがれた際に拾い上げたガラス片へんを自らの首もとに押おし当あて──。
「おまエらにワタすな……ら……ゆ……悠ゆう」
　伸びたテープレコーダーを再生したような不快な声の中に混じる、エレクシア自身の声。
「たすけ──」
　俺に向けたその言葉を最後まで告げることができず、エレクシアはガラス片で自らの首を突き刺した。
「え……エレクシアぁっ！」
　エレクシアの細い首もとから、間欠泉のように真っ赤な雫しずくが噴き上あがる。がくん、と糸が切れたように膝を折り、飛び散る血ち飛沫しぶきは辺り一面に飛び散って、そして。
「な……っ？」
　飛び散ったエレクシアの血が、その一滴てきすら残らずに黄金こがね色いろの光を放ち始めた。まるで血が黄金に変わりゆくように見えるその光は、エレクシアを中心にドーム状の広がりを見せていた。
　血が黄金に変わっていく。いや、黄金のように輝かがやき、一切の穢けがれが取り払はらわれていく。
　その光景を前に、真っ先に動いたのは柊だった。
　臆おくすることも躊躇ためらうことも戸と惑まどうこともなく、エレクシアに向かって駆け出した。黄金色の光の中に踏ふみ込んで行く。
「よせ、柊！　戻もどれ！」
　柊が駆け出した理由はわかる。護ご符ふでエレクシアの傷を癒いやすためだ。首を掻っ切っては一刻の猶予もない。だから柊はエレクシアのところへ走った。
　けれど俺は、反射的に柊を呼び止めていた。脳のう裏りには、所長の言葉があったからかもしれない。
　エレクシアの血は、少量でも限定された区域の聖域化や、怪我や病気の治ち癒ゆ、ガラス玉を宝石にするような奇き跡せき、あるいはある程度の悪あく霊りようなら祓はらえる──と。
　ならあれは、今目の前で起きているあの現象は……間違いない、一定区域の聖域化だ。飛散したエレクシアの血が、この場の空間を聖域にしようとしている。
　エレクシアが自らの首をガラスで掻っ切ったのは、真壁の仕し業わざだろう。首を掻っ切る直前に無理やり絞り出すように言わされていた言葉が、奴の心理を投とう影えいしているようなものだったのがいい証拠だ。
　意識を途と切ぎれさせていたエレクシアの心にＭＩで干渉してあんな真似をさせたのか、あるいは第三者にエレクシアが奪われることが確定的と思い至った瞬間にああいう行動を取らせる洗脳を行っていたのか、それはわからない。
　わからないが、奴の最後の悪あがきは、これまでで一番の、そして最悪の効果をもたらしていた。
　そこに、聖域が出現しようとしている。この倉庫が、そうなろうとしていた。
　聖域には、人が生身のまま踏み込むことはできない。所長はそうも言っていた。生身で踏み込めば、五体満足で居ることが叶かなわず消し飛ぶ、と。
　では、あの中心に居るエレクシアはどうなる？　その中に飛び込んだ柊は、いったいどうなる!?

「エレクシア！　ぐ……うっ、柊ぃっ！」
　瞬間、それは現れた。
　これまで創つくり出したモノとは比べものにならないほどの巨きよ躯くを誇ほこるそれは、あふれ出るように広がっていく聖域と現世の境界に立ち、押し戻そうと光の壁に両手を押し当てる。爆ばく発はつ的てきに広がろうとしていた聖域が、その拡大を弱めた。
　……いける！　これなら、『神』と称される自じ我がエネルギー体を受け入れられる『器』なら、聖域に踏み込むことができる。二人を聖域の中から連つれ戻すことが──。
「よせ、少年！　それを下げろ！」
　──と、俺がそれに一いち縷るの望みを見出したのと、荻窪さんの声が聞こえたのはどちらが先だっただろう。ほぼ同時かもしれない。
　そして、それが起きたのもその時だった。
　ギッ、ギギギギギギギギイィィィッ！　と聞こえたのは、耳に届いた本物の音なのか、それとも俺の頭の中に直接響いた音なのか。
「う……っ!?」
　強きよ烈うれつな吐き気けとともに、手足から力が抜け落ちるような感覚に襲おそわれた。力を吸い取られるというよりも、立っている気力を根こそぎ奪うばい取られたような感覚……いや、違う。
　畏おそれ、と言えばいいのか。
　意味もなく涙が溢れるようなことはないだろうか。圧倒的な存在を前に逆らう気力は微み塵じんも湧わき出でることはなく、それどころか跪ひざまずき祈いのりたくなるような気持ち。
　人がそう思うとき、そこにあるのは──。
「少年！」
　荻窪さんの声が俺を呼ぶ。光弾に晒さらされ、それが刻印式魔法銃の一いち撃げきであると、すぐには気付けなかった。
　荻窪さんの一撃は、決して俺を傷つけるための攻こう撃げきではない。俺とそれを繋ぐモノを消し去るためだ。荻窪さんの一撃を受けて、それとの繋がりは消えていた。
　なのに、消えない。消えることなく、それはそこに在り続ける。
　聖域に触ふれるそれの手に、手から腕に、腕から全身に、光が獲え物ものを仕留める蛇へびのようにまとわりついていた。その光は聖域の中から外に這はい出るために、俺が作り出したそれを取り込もうとしている。
「あの光は……」
　まるで生き物のようであり、違うモノのようでもある。そして何より、その光をいつかどこかで見たことがあるような……そうか、あれは零さんの太た刀ちからあふれ出た光とよく似ているんだ。どこが、と問われても上う手まく言えないが、ただ、建たて守もりを打倒したときに太刀からあふれ出た光と、よく似たものを感じる。
「何をやっている！　目の前にあるのは聖域だ。穢れなきモノの領域だ！　そこに何が在るのか、キミにはわからないのか！」
　俺が創り出す霊れい子しエネルギー体は、俺の感情に応じて動きはするものの、本来は自我を持つ超ちよう高こう純度のエネルギー体を受け入れる『器』でしかない。莫ばく大だいな力を持っていても、結局は中身がないからこそ、創り出した俺の思うままに動かせていただけだ。Ｆ１マシンに普ふ通つう自動車の免めん許きよしか持っていないペーパードライバーが乗り込んで、闇やみ雲くもに動かしていたに過ぎない。
　けれど、『器』が本来受け入れるべきものがそこに在るなら奪われるのは必然。
　それならあれは……『器』にまとわりつくあの光こそが──。
「自我エネルギー体……？」
　そして、それは『神』と称されるモノ。
 『器』がそこに在り、『器』を乗っ取ろうと自我エネルギー体が現れたのなら、後に起きるべきことはひとつしかない。
「下がれ、少年！」
　広がりを見せる聖域と、その境界において降誕しようとする『神』を前に、荻窪さんが銃を撃つ。刻印式魔法銃の一撃は聖域の拡大を押しとどめ、『器』を乗っ取ろうとする自我エネルギー体をわずかながらに怯ひるませるが、けれど消し去るには至らない。
　人が『神』と称されるモノをほんの一瞬だけでも怯ませたと言うのであれば、それはそれだけで驚きよ嘆うたんに値あたいする。が、それでは意味がない。
　荻窪さんの力は持続する力を前に意味はなく、せいぜい弾幕を張ってこれ以上の拡大を防ぐ効果しかもたらさなかった。
　それでも荻窪さんは下がらない。下がらずに叫んだ。
「少年、この聖域を断たち切る力を創り出せ！」
「え……？」
　この極限状態で荻窪さんが口にした言葉を、俺はすぐに理解することができなかった。あまりにも滑こつ稽けいで、あり得ないほど荒こう唐とう無む稽けいなことじゃないか。錯さく乱らんしたのかとさえ思ったが……けれど、そうではない。
「この聖域と『神』を押し返すことができるのは零だけだ。あいつの断ち切る力でしかこの現象は止められない。けれど、あいつは今ここには居ない。呼び出すまでこの聖域の拡大を食い止めることはできるだろうが、それでは中にいる美鈴とエレクシアを見捨てることになる。わたしは、こんなことで命が散る様を見たくはない！　キミはどうだ!?」
　それは……それは、俺だってそうだ。こんなことで二人を失いたくはない。死なせたくはない。
「……でも──っ！」
　俺は今まで、何かを具体的にイメージして創り出したことはない。激情に駆られてひとつの感情が赴おもむくまま、漠ばく然ぜんとした思いで霊子エネルギー体を、神の『器』を創り出しているにすぎない。
　その結果が今の事態を招いている。正しよう真しん正しよ銘うめいの『神』までをも現世に降誕させようとしている。もしここでまた同じような『器』を創り出すことになったらどうなる？　そもそも、リメイン・マターが零さんと同じような力を創り出すことが──。
「迷うな！」
　躊躇ためらう俺おれに向かって、荻窪さんが声を響かせた。
「キミの力は、単に神器のレプリカがもたらすものではない。忘れるな！　それは託たくされた力だ。本来ならば封印されなければならなかったそれを、キミに託したのは誰だ!?　それすらもキミは信じられないのか！」
　その言葉を受けて、俺は自分の左手を見る。決して消えることのない真円のみみず腫ばれは、万ばん物ぶつあらゆる願いを叶える如によ意い宝ほう珠じゆのレプリカ品、リメイン・マターが共にあることを示す証。そしてそれは、姉さんが俺に授さずけてくれた力でもある。
　それを信じろと荻窪さんは言う。姉さんが残したものを、疑う必要はないと言っている。
　わかっている。そんなことは最初からわかっていたんだ。
　悩なやむ必要はない。迷うこともない。躊躇う理由などあるわけがない。
「荻窪さん！」
　奇跡になんて頼りはしない。奇跡が神様の気まぐれで起きるものならば、俺がやろうとしていることは、奇跡を起こす神に牙きばを剥くことだからだ。
「行け、少年！」
　刻印式魔法銃の弾幕が途切れ、抑おさえられていた聖域が爆発的に領域を広げて行く。自我エネルギー体が『器』を一気に浸しん食しよくし始めた。
　その前に、俺は踏み込む。
　今ここに、この手の中には何もない。けれど、確かに存在しているはずだ。
　さらに一歩、聖域へと近付く。『神』の御おん前まえに立ちはだかる。
　零さんの動きまで模も倣ほうする必要はないのかもしれない。そこまで完かん璧ぺきに写し取る必要はない。どんなに無様で不格好でもいいんだ。
　思おもい描くは零さんの力。
　脇わきに差した剣けんを抜き取るように、俺は聖域に、『神』に向かって横薙なぎに拳を叩きつける。その様は、剣けん術じゆつの居合いにも似た動きだったかもしれない。
　指先が『神』に触れる。瞬間、心をヤスリで乱暴に削けずるような痛みとざわめきが、胸中に広がった。
　それは本能が理性に向けて叫んだ慟どう哭こくだったのかもしれない。あるいは、知らずの内に抱いた畏い敬けいの念に、心が潰つぶれかけた軋みだったのかもしれない。無数の猛もう禽きんに皮ひ膚ふをついばまれるような鋭するどい痛みに似た激痛が、絶え間なく胸中に広がっていく。
「──ッ！」
　何故それを見てしまったのか、自分でもわからない。ただ、目を開いて見み据すえたその先には、自我エネルギー体に乗っ取られた『器』の瞳があった。
　それは、人が決して見てはいけない禁きん忌きの視線。ゴルゴンの眼まな差ざしよりもより強烈に、人の心を貫いて岩にしてしまう。
　これが、本来の力か。俺が創り出していたものが、本来受け入れるべきものを宿して生み出すモノなのか。持つべき力を行使するまでもなく、ただのひと睨にらみで人は膝を折るしかない。その眼差しだけで、人間程度なら屈くつするほどの威い厳げんと威い圧あつ感がそこにある。
　だとしても。
「ふ……たり、を……」
　退くわけにはいかない。屈するわけにはいかない。畏れおののき、心乱して折れるわけにはいかない。他の何もかもが挫くじけても、意識だけがハッキリしていればいい。そうすれば考えること、願うことはできる。
　より強く、より鮮せん明めいに。
　俺が幾いく度どとなく見ていた、零さんのあの力を思い描くことはできる。
　忘れるな。
 『神』と称されるものに刃やいばを向けた理由を。その意味を！
「エレクシアを……柊を──っ！」
　それは誰でもない、俺の願いだ。
　二人を失いたくない。だから、『神』と称されるモノにさえ刃を向けている。
　誰のせいでもない。
　折れそうなこの心の痛みも、屈しそうな魂たましいのざわめきも、すべては二人を失いたくないという自分の願いがもたらしたものだ。
　だからこそ、俺は目の前に立ちはだかるのが何者であろうとも心折れることはない。最後の一歩を踏み込むことができる。
　黄金色の光の中に埋うもれてもなお、それとわかるほどの強烈な輝きを。
　滑なめらかさも鋭さもなく、まるで空から大地に突つき刺さる稲妻のように波打つ光を。
　そして、世界そのものをも両断できるであろう馬ば鹿かげたほどに桁違いな力を。
　この手に掴つかみ、振り抜くことができる！
「返せえぇっ！」
　瞬間、心をざわつかせる畏れが消えた。魂が震えるような怯えも霧む散さんする。代わりに、手の中に現れたであろう力は、何ものにも代え難く、何ものをも凌駕するであろうデタラメなほどに強大で強きよ靱うじんな、万物すべてを断ち切るであろう一筋の煌めく刃。
　抵てい抗こうもない。手て応ごたえもない。ただ横薙ぎに、滑すべるように手を振り抜くことができた。
　膨ぼう張ちようを続けていた黄金色の光が、ぴたりと止まる。俺を睨む『神』の眼光から輝きが失われる。
　時間さえも凍とう結けつしたかのように、すべてが制止した。
　直後、黄金色の光──聖域に、卵の殻からが割れたような亀き裂れつが走る。
　ガラスが砕けたような亀裂が聖域の表面に走る。そして、一気に弾はじけ飛んだ。
　広がっていたときと同等の速度で、黄金色の光が爆縮を始めた。安全な殻の中から初めて外に出た瞬間、外敵から攻撃を受けて驚おどろき逃にげ帰かえるように、聖域がとある一点へと収束していく。
　光が消える。
　自我エネルギー体に乗っ取られた『器』をも巻き込んで。
　俺の手の中にあった稲妻のような閃光さえも。
　何もかもが消えてゆく。




　そして──。
エピローグ




「フェルマーの最終定理の解き方って知ってるかい？」
　と、珍めずらしく事務所の所長席に座すわって暇ひまそうにしていた所長は、俺の問とい掛けにそんな言葉を返答として使ってきた。
「フェルマー？」
「今ではフェルマー・ワイルズの定理と呼ばれているね。フェルマーは一六六五年に没ぼつしたフランスの数学者なんだが、『三以上の自然数ｎについて、ｎ乗数を二つのｎ乗数の和にわけることができない』と書いたメモを残したんだよ。けれどその証明は残していなかったんだ。で、一九九三年にイギリスのアンドリュー・ワイルズがその定理を証明したんだね。もっとも、それには致ち命めい的てきな欠点もあったんだが、一九九四年には修正に成功してね、一九九五年に完璧な定理の論文を発表したんだよ。知ってるかい？」
「俺に数学の話なんてしないでください。そんなことよりも──」
　今、事務所には俺と所長しかいなかった。荻おぎ窪くぼさんは夕方になろうかという時間なのに顔を出していないし、零れいさんなんぞは絹きぬ華かの実家からまだ戻ってきていない。これが仕事で出で払はらっているならまだしも、そうでない現状は、この事務所の行く末に一いち抹まつの不安を抱くのに充じゆ分うぶんな事態だと思う。
　ただ、俺個人の思おも惑わくに照らし合わせれば、所長とサシで話ができるこの状況は、とても有あり難がたいものだった。
　聞きたいことなんて、今さら並べ立てる必要もないほど山盛りだ。特に今は、どうしても聞いておかなくちゃならないことがある。それを知る権利を俺は得ていると思うし、事ここにいたり、今さらあれこれごまかされたくはない。
「──荻窪さんと真ま壁かべで食くい違っていたギフト・キャリアの真実、所長だったらどちらが正しいのか知ってるんでしょう？」
　俺の中で、その話はまだ終わっていない。
　荻窪さんがあの場を収めるためにデマカセを口にした──とは思えない。ただ、真壁が言っていたことも、第三者の主観が盛り込まれているかもしれないが、ピンからキリまでデタラメだったとするのはあまりにも乱暴だと、今になれば思う。
　結局のところ、どこに真実があるのかさっぱりだった。
　そして、その真実は俺にとって、かなり重要な意味を持つ。
「結局、エレクシアのベースになるはずだった『神かみ村むらこのえ』は……俺の姉さんのことなんですか？　それとも、同どう姓せい同名のまったくの他人なんですか？」
「だからさ」
　詰め寄る俺から逃れるように、所長は椅い子すの背もたれに身体を預けて煙草たばこに火を点つけた。
「アンドリュー・ワイルズがどうやってフェルマーの最終定理を証明したのか、調べてみればいいよ。まぁ、別にフェルマー・ワイルズの定理じゃなくてもいいんだけど、それが一番有名だからさ、調べるのも簡単だ。理解しろとは言わないからさ」
「それが俺の質問に対する答えだ……って？　そんな話とギフト・キャリアの真実が、どう関係するってんですか！」
「あのねぇ」
　語ご尾びを荒あららげる俺に、所長は紫し煙えんを燻くゆらせて終始落ち着いた声こわ音ねで語りかけてくる。
「そもそもキミは、ギフト・キャリアの真実が如何なるものかを知って、それでどうするつもりだい？」
「だから……っ！」
「電話でも話したね。もし真壁くんの言うことが正しいとすれば、エレクシアくんのベースになっていたのはキミのお姉さんだ。ではそれで、キミはあの子に対する態度を変えるつもりかい？　それとも、あの子がやろうとしていたことをキミもしてしまうのかな？　リメイン・ウォータを使ってお姉さんにする、とかね」
「違う！　そうじゃない！」
　エレクシアのベースになった魂や自我が、果たして俺の姉さんかどうかなんて、実のところ気にしてはいない。もし仮に、事実エレクシアがそうだとしても、今のあの子はエレクシア・ヴィルヌーブという一人の人間だ。決して姉さんじゃない。
「俺はただ、柊ひいらぎの不安を取り除きたいだけなんです」
　柊は言っていた。自分の過去の記憶が曖あい昧まいになるのは四年前から昔の記憶だと。
　真壁は言っていた。エレクシアを生み出したのは今から四年前だと。
　そして、エレクシアは姉さんの魂や自我をベースにして生み出されるはずだった『器』であり、そのエレクシアの考えていることや居場所が、それとなくわかると柊は言う。
　また、エレクシアは『器』になれなかった失敗作であり、受じゆ精せい卵らんのまま保管されていたらしい。
　本当にそうなのか？　受精卵の状態で『失敗作』と決めつけるものなのか？　百歩譲ゆずって正否がわかるものだとしても、それをそのまま保存しておくだろうか？
　そう考えるよりもむしろ──。
「すでに成功していたから、エレクシアは予備として保管されていたと考える方が妥だ当とうじゃないですか。映はえるさんに対する真壁みたいに。だとしたら、その成功例は今どこに？」
　俺は忘れていない。忘れるわけがない。姉さんが、幻げん十じゆ郎うろうさんから破は刃じんカンナギを切り離そうとして魔法発動に失敗し、この世の時間軸から切り離されて消しよ滅うめつした時期が今から四年前だと言うことを。
　エレクシアの誕生した時期。
　柊の記き憶おく混こん濁だくの境界時期。
　姉さんが消滅した時期。
　すべてが四年前だ。どれもこれも無関係と考えるには無理がある。
「もしかして柊が……姉さんのレプリカ、なんですか？」
「……ふむ」
　俺がそう聞くと、所長は煙草をもみ消しながら身を乗り出して、探さぐるように俺を見る。
「本当に、そうとしか考えられないのかな？」
「……え？」
「今は現場の極限状態ってわけじゃないだろう。冷静に情報を精査して考える余よ裕ゆうがあるはずだ。ちゃんと考えてみたまえ。こんな話、僕が答えを告げるまでもない」
「それは……じゃあ、違う……って、ことですか？」
「だから、自分で考えろと僕は言ってるんだよ」
　考えろと言われても、俺は……俺は、所長の言葉に惑わされているのか？　それとも、考えが足りないだけなのか？
　何も言い返せなくなると、所長は深く長いため息を吐いた。
「それにね、真実が如何なるものであろうと、キミが柊くんの抱く不安を取り除く方法はひとつしかないんだよ」
「え？　それって……どうすれば？」
「そりゃもちろん、あの子が不安を抱くに至った原因をはっきりさせることだね」
「不安に至った原因……？」
　あいつが、自分もエレクシアと同じレプリカかもしれないと思ったのは……ええと、エレクシアの考えや居場所がわかるってことがきっかけだよな。それで記憶の混濁とエレクシアの誕生時期が一いつ致ちしたせいで……ってことだったと思う。
「揺ゆるぎようのない事実で、今さら払ふつ拭しよくできることでもないと思うんですけど」
「さて……どうなんだろうねぇ」
　どうもこうも、そうじゃないのか？　それとも、それ以外で何かあるんだろうか。
　そのことに思い当たるアテがまるでなく、首を捻ひねっていると事務所のドアが開く音が聞こえた。
「おや少年、来ていたのか」
　やって来たのは荻窪さんだった。今日はジーパンにパーカーというラフな格好で、ショルダーバッグを担かついでいる。
「随分と遅おそいじゃないですか」
「あのな、わたしはここ最近、ずっと働はたらき詰づめだったんだ。一カ月くらいの長期休きゆ暇うかをもらいたいところを半休にしてやったんだぞ」
　そうだったのか。俺はてっきり、一人勝手にフレックスタイム制を導入してるのかと思ってた。
「その半休さえ、役所だなんだと雑務に費やす始末だ。もう少し暇が欲ほしいものだね」
「あのね、荻窪くん。そういう愚ぐ痴ちを言うなとは言わないけれど、せめて僕が居ないところでするもんじゃないのかい？」
　所長がさすがに苦笑いで苦言を呈ていするが、荻窪さんは気にした素そ振ぶりも見せない。
「なら休暇をください」
　言うこと全部がストレートだな、この人。
「そうしたいのは山々だけどねぇ、キミが居ないとどうにも上手くいかないものでさ。ここ最近、僕さえも現場に出向いていたんだよ。キミに言われていた件も、ちゃんと処理しておいたよ。それでも暇が欲しいと言うのなら……そうだね、そこの新人くんを一人前に育ててみてはどうかな？」
「……ふむ」
　こっち見んな。
「今はいいでしょう。それよりも所長、ただいま戻りました」
「うん、ご苦労様」
「それで、これを」
　と言って、荻窪さんがショルダーバッグから取り出したのは、文庫本を三冊ほど重ねたサイズの箱だった。妙みようにけばけばしい包装紙で包まれている。
「ああ、覚えていてくれたのか。ありがとう。では、早さつ速そく試ためしてみるか」
　荻窪さんから小箱を受け取った所長は、中身を確かめることもなく立ち上がり、事務所からそそくさと出て行ってしまった。あの足取りから察するに、地下のラボに行ったのかもしれない。
「ああ、今のは出張土産みやげなんだが、所長にしか頼たのまれていなかったから他には何も買ってきてない。すまないね」
　いや、そんなん別にいらないからどうでもいい。それよりも──。
「荻窪さんは……」
　これは聞いていいことなんだろうか。自分から声を掛けておいて何だが、少し迷う。
「えー……と、零さんと同期、なんでしたっけ？」
　しばし迷った挙げ句、俺が口にしたのは心底どうでもいいことになってしまった。本当はそういうことを聞きたかったわけではない。
「まぁ、そうだな。ほぼ同期入所と言ってもいい」
「それって、俺の姉さんが居た頃ころですか？」
「そうだ。わたしが萬よろ屋ずやに籍せきを置くようになったのは……七年ほど前、か。それまではフリーでリメイン・シリーズの回収をしていたんだよ。弾幕女王バラージ・クイーンなどという頭の痛くなる通り名も、その時に囁ささやかれていたものだ」
　どうやらこの人、陰で囁かれるような二つ名をあれこれ持っているようだ。しかも本人は、あからさまに不服のようだ。
「一人でリメイン・シリーズを……回収してたんですか？」
「現場で話しただろう。わたしの母方の祖父、江え川がわ仁ひと史しがリメイン・シリーズを世にばらまいた張本人だ」
「ああ……」
　実のところ、俺が荻窪さんに聞きたかったのはその話だ。
　現場で荻窪さんが真壁に向かって話したギフト・キャリアの真実は、もちろん重要な話だ。けれど、それと同じくらいに、荻窪さんが江川仁史の孫娘で、しかもその男がリメイン・シリーズを世にばらまいたと言う話も無視できない。
「荻窪さんの祖父がリメイン・シリーズを作り出した……ってことですか？」
「それは正確ではないな。……なんだ、所長から何も聞いてないのか？」
「はぐらかされましたよ」
「ふむ……そうか」
　俺がそう言うと、荻窪さんは少し考え込む素振りを見せた。所長がはぐらかしたということでこの人も口をつぐむかと思ったが、そうではないらしい。「無用な気の使い方をするな」などと独りごちて、ため息を吐いた。
「何ですか？」
「いや、所長が何も言わなかったのは、わたしに言わせるためだろうと思ってね。何しろわたしの祖父が関わることだから」
　つまり所長が話をはぐらかしていたのは、俺が知るにはまだ早すぎるからではなく、荻窪さんの気持ちを汲くんで話さなかった……ってことらしい。
「リメイン・シリーズを世にばらまいたのは確かにわたしの祖父だが、基き礎そ理論を組み上げたのは所長だよ」
　そう言われても、自分でも意外に思うほど驚きは少なかった。むしろ、納なつ得とくした気持ちの方が大きい。
「もともと祖父は所長の助手をやっていてね。その繋つながりで、所長にリメイン・シリーズそれぞれの基礎理論を作るように頼み込んだらしい」
「所長に？」
　よくそんなもんを作ったな……。いや、作れる、作れないは別としても、あの所長が人に言われてそんなもんを作るとはとても思えない。
「最初は渋しぶったらしいがな。けれど熱意に負けたらしい。何しろ所長は他者の決意を否定しない。たとえ破は滅めつをもたらすものであろうとも、その人が自らの意思で決めたことならばそれで良しとする人だ」
　それは……何となくわかる。よく所長は「提案はするが強制はしない」と口にしているし、何より姉さんが魔法を使おうとしたのも止めなかった。
　あの人はたぶん、姉さんがやろうとしていたことも、その結果も予測できていたのかもしれない。本音を言えばその段階で止めて欲しかったが……所長はいい意味でも悪い意味でも、すべてにおいて無関心なところがある。
「ただ、所長は『決意』と同じくらい『生命』にも敬意を払う。祖父と所長の間に決定的な溝みぞができたのは、祖父がリメイン・シリーズの基礎理論を流用して有機体を使うリメイン・シリーズを作りだそうとしたことだ。リメイン・オーガやリメイン・タトゥがそれに当たる。そこに至り、所長はようやく重い腰を上げたわけだ」
　その結果として、所長はリメイン・シリーズの回収と封ふう印いんを行うべく萬屋探偵事務所を設立した──そう、荻窪さんは俺に告げた。
「祖父とて、元はまっとうな科学者だった。だから所長は、世の理を解き明かさんとする祖父の志を汲んで、リメイン・シリーズの基礎理論を作り上げた。神話や伝承の道具を基もとにしているのは、それらの物語の中にこそ、世の成り立ちに関する叡えい智ちが秘匿されているから……らしい。決して世の中の理を狂くるわすのが目的ではなかったのだよ、最初は。けれどリメイン・シリーズの力はあまりにも強大だった。世界はそれほどまでに強大な力で成り立つものであり、人はその力を前に正気を失うものらしい」
　その正気を失った人を、荻窪さんは目まの当たりにしていた。だから、たった一人であろうともリメイン・シリーズをすべて回収し、封印しようとしていたのか。自分の祖父と同じ過ちを繰くり返かえす人が現れないように。
「わたしはリメイン・シリーズを巡めぐる騒そう動どうで、誰かが傷つくのを見たくはない。自分が万ばん能のうとは思わないが、叶うことなら誰だれ一人ひとりとて死なせることなく済ませたい。それがたとえ、今回相手をした真壁みたいな相手でもだ」
　そこまで一気に話し終え、荻窪さんは軽く嘆たん息そくすると柔にゆ和うわな笑えみを浮かべて見せた。
「今回は、キミのおかげで誰一人死なずに済んだよ。ありがとう」
「え？　あー……いや、」
　まさか荻窪さんから、そんなストレートな感謝の言葉を頂ちよ戴うだいできるとは思っていなかった。あまりの不意打ちに、何故か妙に照れくさい。
「その、なんて言うか……俺が今回やったことってほら、最後だけ上手く行っただけで、それ以外は──」
「ふむ……言われてみればそうだな」
　……あれ？
「キミがもう少ししっかりしていれば、あそこまでの大事にはならなかったかもしれない。最後はともかくとして、その過程がまったくのダメダメだ。わたしが任せたエレクシアの保護もロクにできず、聖域を前に霊子エネルギー体をぶつけて『神』を降誕させる一歩手前まで状況を混こん迷めいさせた挙げ句、一いちか八ばちかの博ばく打ちで零の力を創り出す始末だ。上手くことが進んだからよかったものの、失敗していれば取り返しがつかないことになっていたな。男としてと言うよりも、人としてどうかと思うところも……ん？　どうした？」
「い……いえ、何でも……」
　ええ、もう何もありゃしない。荻窪さんの言うことは至し極ごくもっともだし、その通りだと思う。その通りだからこそ、ちょっと精神的に再起不能になりそうなんだけどさ。
「ともかく、キミはこれから──」
「た～だ～い～まぁ～……」
　荻窪さんが説教モードに入ろうとしたそのとき、事務所の入り口から、現世に未練を残した死しり霊ようの恨うらみ言ごとみたいな声が聞こえてきた。
「あれ、零さん!?」
　なんだか久しぶりに会うような気がする。事務所に現れた零さんは心身ともにふらふらのボロボロに見えた。
「どうしたんですか？」
「うわーん、悠ゆうくん会いたかったよぅ、寂さびしかったよぅ、もうヤだよぅ、星ほし上がみのおばさまったらひどいんだよぅ、死ぬかと思ったよぉ～ぅ」
　どうやら零さんの身の上には、筆ひつ舌ぜつに尽くしがたい惨さん事じが降ふりかかっていたようだ。
「もうね、あれだよ。星上のおばさまが体調不良で絹華ちゃんに当主の座を譲ったなんて嘘うそだよ。あの人まともじゃないよおかしいよ。はぁ～……もう疲つかれたぁっ！」
　どうやら星上家の先代当主に、何やらしこたましごかれてきたらしい。この人にここまで言わせてボロボロにさせるって、いったいどんなしごき方をしたんだ。
「随ずい分ぶんと仲がいいんだな、キミたち」
　羽は交がい締じめにされている俺と意味不明な泣き言を延々と繰り返していた零さんを見て、荻窪さんはそう称した。零さんはともかく、俺の状況を見て仲が良さそうに思えるのか。
「あれ、お京さんだー。わーお、久しぶり～」
「……相変わらずだな、おまえは」
「ねぇ、海外のお土産は～？　フランスだっけ？　ワインとかー」
「いいか零、寝ね言ごとは寝ねている時に言うから寝言なんだ。起きてる時は戯たわ言ごとだ。どちらもわたしは聞きたくない」
「ちぇーっ。けちんぼー」
　何というか、実に対照的な二人だ。こうやって二人揃そろっている姿を前にすると、強くそう思う。
「そういえば、何で零さんは荻窪さんのこと『お京さん』って呼ぶんですか？」
　映さんもそう呼んでいた。どうも俺や柊より前に事務所に居た人間は、荻窪さんのことをそう呼ぶのが通例になっているらしい。
　けれど荻窪さんの名前は荻窪美み弥や子こである。どこにも『京』の字は入っていない。
「わたしがそう呼び出したから、みんなそうなったんだよ」
　と、零さんは説明にもなってない説明をしてくれた。
「だから何で？」
「あー、その話はやめておけ。あまりにもくだらない」
　荻窪さんは珍しく渋じゆ面うめんを作っていた。ますます気になる。
「ほら悠くん、お京さんの下の名前ってなぁ～に？」
「え？　美弥子……でしょ？」
「そうそう。でもわたし、上手く言えなくてさ」
　言えないって……。
「どうなるんですか」
「み……みゃーこ……こほん。みゃあこ……あれ？　んっんー……みぃやっこさん」
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　………………わざとでしょ、それ。
「だから嫌いやなんだ」
　荻窪さんは、今にも舌打ちしそうに言い捨てた。
「この歳としで『みゃーこさん』と連呼されてみろ。恥はずかしくて外も歩けない。そうしたらそのバカは『美弥子』は『都』で『京の都』だから『お京さん』とか言い出してな」
　えー……と、つまり……その、なんだ。無駄に捻ったオヤジギャグ？
「それさえも嫌だったんだが、映さんやこのえまで面おも白しろがって、わたしのことをそう呼ぶようになってしまったんだよ。無関心を貫つらぬいていたのは幻十郎だけだ。あまりにもくだらないから放置していたんだが、気付けば定着してしまった。まったくいい迷めい惑わくだ」
　それはまた……ご愁しゆう傷しよ様うさまというか心中お察ししますと言うか。
「で、でもほら、お京さんって呼ばれ方が嫌なら、みゃーこさんでもいいと思いますよ。いやむしろ、そっちの方がカワイイんじゃないかなぁ……とか」
「ほう」
　どうも荻窪さんのご機き嫌げんが下降気味だからフォローしたのだが、逆に火に油を注ぐ結果になってしまったようだ。
「つまりキミは、わたしは名称にさえ可愛かわいらしさを求めなければならないほど可愛い気がない、と。そう言いたいわけか？」
　それは、あまりにもあんまりな被ひ害がい妄もう想そうだと思う。




「サンドウィッチの持ち帰りってできます？」
　喫きつ茶さ店てん『Ｐｅａｂｅｒｒｙ』のカウンター席に腰を下ろしながら俺がそう言うと、店長の映さんは虚を衝かれたような表情を見せた。
「ん？　そういうサービスはしてないんだけど。どしたの？」
「持ってこいってうるさいんですよ。少しでもマシな食事が食べたいとかなんとか」
「へぇ。そこはかとなく気落ちする言い方だけど、そういうことなら作ってあげるよ」
　口ではそう言いながらも、映さんはそれほど悪い気はしてないらしい。そそくさとサンドウィッチの調理に取りかかってくれた。
　その後ろ姿から察するに、本当に五体満足無事でいるようだ。真壁が「捻り潰してやった」と言っていたときは、さすがに肝きもを潰したんだけどな。
「僕ぼくは昔から逃げるのだけは得意でね」
　映さんは、サンドウィッチを作る手を休めずに、そんなことを言い出した。
「萬屋に居たころも、危険は遠ざけていたよ。だからお京ちゃんや太た刀ち鞍くらの嬢じようちゃんに前を任せていたってわけ」
「でも今回は、前に出てくれましたよね」
「そう好意的に受け取ってもらえると、ちょっと心苦しいな。すべて計算通りだよ。あの頃ころ合あいなら、お京ちゃんが来るタイミングだと思ってね。後は任せて大だい丈じよ夫うぶと思ったんだ。結局のところ、意い気く地じがないんだね。だから真壁のことも放置していたわけだ」
　映さんの言葉は、どこか自じぎ虐やく的てきだ。そう言わざるを得ない気持ちは、それとなくわかる。
「それで、真壁の行ゆく方えは？」
　あのとき、エレクシアの血による場の聖域化のどさくさに紛まぎれて真壁は姿を消していた。聖域に呑まれて消滅した──とは考えにくい。逃げたと考える方が自然だ。
　荻窪さんは、それでかまわないと言っていた。けれど、俺としてはあまり放置しておきたくない。
　あんな危ない奴を野放しにしておくのは、誰だれがどう考えても物ぶつ騒そうな話だ。もう二度と姿を現さないと言うのならまだしも、撤てつ退たいしたのが一時的なものなら、また現れる可能性はかなり高いじゃないか。
「さぁてねぇ、いったいどこに行ったのか」
　なのに映さんまでも、それほど気にしてないとでも言いたげに惚とぼけた。実際そこまで無関心で居るわけでもない……よ、な？。
「映さんは……真壁のことをどう考えてるんですか」
「その質問に答えるには、言葉をどう飾かざっても言い訳にしかなりそうにないな」
　それはつまり、ある程度のことまでは知っていた……と、そういうことだろうか。それでいて今まで放置していた。
　わかっていて近付くことをしなかったと、映さんは暗に語っている。
「誕生した経けい緯いはどうあれ、兄弟なんでしょう？」
「……そうだね。でもキミとこのえちゃん、あるいは太刀鞍の嬢ちゃんと幻十郎くんみたいな関係とは……ちょっと違ちがうかな。いろいろあるんだよ、血のつながりにもね」
　返す言葉もない。世の中は、そこまで綺き麗れいにできちゃいないってことは知っている。でも、ちゃんと理解できていたかは……どうなんだろうな、俺は。
「それでもひとつだけ言えることがあるとすれば……そうだな、僕は杜もりみたいな考え方や生き方はできないよ」
「そりゃ……してほしくないですよ」
「だよね、僕自身もしたくない。だから、僕は杜になれない。あいつも、僕にはなれないんだ。人は他の誰かに成り代わることなんてできやしない。役割を担うくらいならできそうだけどね、その人そのものになるのは……どう頑がん張ばっても無理だよ」
　それは……もしかして。
「ギフト・キャリアの真実のこと、ですか。映さんは、そのことをどう聞いてるんですか」
「僕は何も言わないよ。言う資格もなければ言うつもりもない。はいこれ」
　映さんは俺の質問にそう答えて、アルミホイルで包つつんだサンドウィッチを手て渡わたしてきた。
「代金は……そうだな、サービスにしとくよ」
「それはさすがに……あー……じゃあ、有り難く」
　ここに立ち寄ったのは、単にこれを受け取るためだけ。それ以外のことを聞くつもりはなかったんだ、最初から。
　だから、それ以上は何も言わない方がいい。
「また……来ます」
「今度は厄やつ介かい事を持ち込まないでほしいな」
「状じよう況きようによりけりですね、それは。あー、そうだ」
　真壁のことやギフト・キャリアの真実云うん々ぬんで、ふと思い出した。自分で調べるべきかもしれないが、人に聞くことだって『調べた』うちに入ると思う。
「映さん、フェルマーの最終定理の解き方って知ってます？」
「ん？　何、今の高校ってそんなことまで勉強するの？」
「いや、そういうわけじゃないですけど……ただ、気になって」
「僕は数学者じゃないからね、そんなもの口頭で説明できるわけないでしょ」
　そんな難しい話なのか、それは。
「まぁでも、数学の問題ってあれじゃない？　結局のところ、既き存そんの方程式に当てはめれば解けるもんでしょ。フェルマーの最終定理も、それまで確立されていたいくつかの理論を組み合わせて、それでようやく証明されたと思うけど。違ったっけ？」
　いくつかの理論を……組み合わせ、ねぇ。
「まぁ、今度ちゃんと調べてみます。それじゃ、また」




　思えばこの歳になるまで、病院のお世話になることは数えるくらいしかなかった。さらに言えば、病びよ棟うとうにまで出向くことなど皆かい無むだったかもしれない。うちの家系は何かと頑がんじ丈ようにできているようで、今の今まで大病を患わずらった親族はいなかった気がする。
　だから、病院の廊ろう下かってのはどうにも慣れない。おまけにこの病棟の入院患かん者じやは子供ばかりであり、つまりここが小しよ児うに病びよ棟うとうだと言うことがわかる。
　そんなところに俺が来る理由は、ひとつしかない。
　慣れない病院でも構造がそこまで複雑なわけもなく、目当ての病室はすぐに見つかった。
　六人部屋の、ごくごく普通の一いつ般ぱん病室。一カ所だけカーテンが閉じられている窓まど際ぎわのベッドに近付いて中を覗のぞいてみると、少女は寝ね息いきも聞こえないほど静かに目を閉じて横になっていた。
　眠ねむっているときに来るとは、我ながらタイミングが悪い。起こすのも悪い気がするし、また後で顔を出すべきだろうか──そう考えていたら、パチッと開いた目が、俺の姿をジーッと捉とらえてきた。
「……悠？」
　視線はそのまま表情さえぴくりとも動かさずに、エレクシアは今なお夢の狭間を漂ただよっているような声音で俺の名を呼んできた。
「よう、起こしちゃったか」
「悠……」
　起こしてしまったものは仕方がないとベッドの横の椅子に腰を下ろすと、エレクシアはもう一度俺の名を口にして手を伸ばしてくる。何をしたいのだろうと考えて、まぁこの状況で手を伸ばしてくる理由なんて数えるくらいしかないと思い至り、俺の方からエレクシアの手を握にぎってみた。
「怪け我がはどうだ？　どこか痛むところは？」
　その問い掛けに、エレクシアは首を小さく横に振ふった。
　見れば、確かに大きな怪我は負っていない。ただ、顔に限らず、顔や手など、露出している肌はだには皮膚を薄うすく削ったような擦さつ過かし傷ようがある。もっとも、時間が経たてば傷きず痕あとすら残らない軽いものばかりだ。
　それでも俺が気になっていたのは、首もとの傷だった。自分で切ったと言っても、あのときは真壁から何かしらの干かん渉しようを受けていたはずだ。手加減なんぞあろうはずもなく、ほぼ致ちめ命いし傷ようと言ってもいい傷になっていたはずだ。
「もう……へいき。消えてる」
　俺の視線に気付いたのか、それとも考えていることを読まれたのか、エレクシアが先立って教えてくれる。確かに傷痕はどこにもない。
「美み鈴すずが、治してくれた」
　あの聖域の中に迷うことなく飛び込んだ柊は、状況を顧かえりみることなくエレクシアまで駆け寄よって、刻印護符で傷を塞ふさいでいた。だからエレクシアは生きている。こうして入院しているのも、念のためという些さ細さいな理由でだ。
「悠」
　俺がぼんやりエレクシアの首もとを見ていると、声を掛けられた。
「どうした？　何か欲しいものでもあるのか？」
「空港で悠を見たとき……」
　俺の顔をジッと見つめながら、エレクシアはとつとつと語りかけてくる。
「初めて会ったのに、とても安心したの。前にどこかで会ったことがある気がした。だから、側に居たいと思ったの」
「うん」
「それで、悠が『神村このえ』の弟だと知ってすごく納得した。わたしが悠の側に居たいと思ったのは、わたしの中に『神村このえ』が居るからなのかって。それと同時に、でもわたしは『神村このえ』じゃないから、このままじゃ悠の側に居られないと思った」
「……どうして？」
「わたしは『神村このえ』になれなかったから」
　だからエレクシアは俺から離はなれ、一人で真壁のところに行った。そこでリメイン・ウォータを使い、自らを完全に『神村このえ』にするために。
「でも、わたしは今もここに居る。今もまだエレクシア・ヴィルヌーブとしてここにいる。結局、わたしは『神村このえ』になれなかった。なれなかったから──」
「なれるわけないだろ」
　俺がそう言えば、握っているエレクシアの手が微かすかに震えた。怯えたように、と充分に感じ取れるような震え方が、あまりにも痛ましい。
「エレクシアは、エレクシアだろ。俺の姉さんであるはずもない。リメイン・ウォータを使っても、姉さんにはなれないさ。事実、なれなかっただろ？」
「でも」
「真壁がそう言ってた……か？　あいつの言葉を、どうして信じるんだ。それが正しいと、おまえ自身が確かめたのか？」
　エレクシアは、ふるふると首を横に振る。そりゃ、こんな小さな子がそんなことまで調べられるわけがない。
「荻窪さんが言ってたよ。おまえは気を失ってたから聞いてなかったかもしれないが、ギフト・キャリアは確かにひとつの魂を長い時間をかけて保存するための『器うつわ』だけど、その魂はすでに居る誰かの魂を使うものじゃない、って。だとすれば、俺の姉さんであるはずがない。違うか？」
「……それなら……」
　エレクシアは、わずかに声を震わせた。
「それなら……わたしは、だれ？」
「エレクシア・ヴィルヌーブだよ。おまえがそう思って、俺もそうだと思ってる。それで何か問題でもあるのか？」
　俺の返答で納得したのか、それとも不満なのか、エレクシアは握っていた手を離して横を向いてしまった。んー……こういう慰なぐさめのような言葉は苦手なんだ。そろそろ撤てつ収しゆうした方がいいのかもしれない。
「じゃあ、俺は……」
「……あの光の中で」
　しばしの沈ちん黙もくの後、俺が椅子から腰を上げたとほぼ同時に、背を向けたままのエレクシアがぽつりと呟つぶやいた。
「悠の心が聞こえた」
「え？　何が……その、聞こえたんだ？」
「わたしを……呼んでくれた。エレクシア……って」
「……そうか」
「でも……」
　と、エレクシアの声は尻しりすぼみになって、最後までよく聞こえなかった。
「どうしたんだ？」
「美弥子が」
「え、荻窪さん？　荻窪さんがどうしたって？」
「今日、来たの。午前中」
「うん？」
　ああ……もしかして別の話になってるんだろうか？　前まえ振ふりも何もなく、唐突に話題を変えられて、何のことかと考えてしまった。
「一いつ緒しよに暮らすって」
「……は？」
　エレクシアが、荻窪さんと……暮らす、だって!?

　そういえば荻窪さん、事務所で確か……午前の半休中は役所に行ってて潰れたと愚痴っていたが……もしかして、その一緒に暮らすというのはあれか、荻窪さんがエレクシアを養女として引き取るとか、そういう話なのか？　役所に行ってたのも、その手続きをしてたから!?

　いったいいつの間にそういう話になってたんだ……。
「だから」
　俺が知らないところで、えらい方向に話が転がってたもんだと呆あきれて、もとい感心していたら、エレクシアはなおも語りかけてきた。
「すぐに、今度はわたしから……悠に会いに行く」
　それは、俺に聞かせる言葉ではなかったのかもしれない。自分自身に対する宣言、か。
「エレクシア・ヴィルヌーブとして」
　俺に背を向けたまま、けれど今度ははっきりと、エレクシアは確かな声音でそう告げた。




　俺はエレクシアにいくつかの嘘を吐ついていた。嘘、というよりも、はっきりと答えの出ていない話に、勝手な決めつけをして断定的に話していた。
　実のところ、エレクシアの見み舞まいに来る前に立ち寄った映さんの店で最後に聞いた話は、まったく参考にならないようで俺が知りたかった答えそのものだった。
　何なに故ゆえにあんなことを聞いたのかと言えば、そこにはもちろん所長の言葉があったからであり、その所長は「理解しなくていい」とさえ言っていた。
　どうやって難問を解き明かしたか。その方法はどうだったのか。
　それこそ俺が知っておくべきことだと所長は言い、それを映さんは教えてくれた。
　早い話、ひとつの難問を解き明かすにはいくつもの真実が必要、と。そういう話だ。
　それなら──。
「遅いっ！」
　俺はまだ病院に居た。ただ、エレクシアが入院している小児病棟ではなく一いつ般ぱん病びよ棟うとうの方で、しかもこちらは個室になっていらっしゃる。なんて贅ぜい沢たくな。
「あー、悪かった悪かった。ほらこれ。映さんとこのサンドウィッチ」
「あ、ホントに持ってきてくれたんだ」
「もともと持ち帰りサービスなんてしてないらしいぞ」
「いやー、病院の食事ってあれよね、栄養バランスはいいんだろうけど味がイマイチでさぁ。映さんのサンドウィッチでも有り難いわ」
　俺から映さんのサンドウィッチを取り上げた柊は、そんなことを言いながら早さつ速そく食い付いている。見ているだけでこっちの腹が膨ふくれる勢いに、ため息しか出てこない。
　ただ、そのため息も呆れて……というより安あん堵どして、という意味合いが強い。思ったよりも元気そうだ。
　何しろ今の柊は、頬ほおや額にガーゼが当てられているし、両りよ腕ううでは包帯でぐるぐる巻きにされている。その怪我の具合は、エレクシアよりもひどい。
　エレクシアが軽傷だったのは、実のところ柊のおかげでもある。
　自ら首もとを突き刺さしたエレクシアは、すぐに刻印護符によって癒いやされた。その護符の影えい響きようは、生身で聖域内に居たことによる傷も癒してくれていたようだ。
　けれど柊は違う。
　先の事件で負った背中の傷が完治していなかったように、刻印護符を重ね掛けして傷を癒すのは難しい状態だったわけだ。当然、聖域内に生身で居たことによる外傷も癒いやせない。こうして生きていて、普通の食事を口にできるだけでも奇き跡せき的てきなことだった。
　実は一番の重傷者は柊だった。俺が聖域を断ち切って救出できた直後は、どれだけ絶望的な気分を味わったかもわからない。
「何見てんのよ」
　横顔をぼんやり眺ながめていたら、視線に気付いたのか、サンドウィッチをすべて平らげた柊から険のある声が飛んできた。
「そんな見ないでよ。いくらあんたでも、こんなぼろぼろな姿、あんま見られたくないし」
「あー……悪い」
「まったく、デリカシーもないのね」
　そんな悪態を吐いて、柊はそっぽを向く。それ以上何かを言うこともなく、口をつぐんでしまった。
　ふと、沈黙が訪おとずれる。病院で、しかも個室だからなのか、静かなことがやけに重苦しく感じられて妙に居い心ごこ地ちが悪い。
　いや……事実、気まずい空気が漂っているとは思う。その理由が何かと言えば、たぶんあのこと……だろうな。
「あー……なぁ、柊。その」
　触ふれないままでいることもできない。触れたくはないが、けれどそれを無視して今まで通り過ごせるわけもない。だから踏み込まなくちゃならない。
「おまえが──」
「ねぇ」
　そう思って俺は口を開いたのだが、気き勢せいを削そぐようなタイミングで柊も口を開いた。
「あんたさ……好きな子いる？」
「……何だって？」
　思わず聞き返して、失敗したと思う。本当は自分から話さなければいけないのに、これだと柊の話を聞く流れになっちまった。それじゃダメなんだ。
「学校とか、そうじゃなくてもいいんだけど」
　とつとつと、俺にはちらりとも顔を見せずに淡たん々たんと柊が喋しやべり続ける。
「えー……あ、いや。それよりも──」
「あたしは居るよ、好きな人」
　やはり俺の言葉を聞かず、まるで独白のように、柊はさらりとそんなことを言い放った。
「あたしは、その人が好きだった。ずっと好きだった。気がつけば目で追うくらいに。同じ高校に通って、同じクラスになれたくらいで嬉うれしくなるほど好きだった。でも……」
　わずかに声が震える。
「どうして好きになったのか、思い出せないの」
「思い出せない……って」
「高校の入学式でその人を見かけて『あ、あの人だ』って思った。一年の時は別のクラスだったけど、二年になったら同じクラスになれてて、らしくなく喜んでた。それからすぐに、ちょっとしたきっかけで一緒に居る時間が多くなって……それで浮うかれてたのかもしれない。今になって、最初に好きになったきっかけが思い出せないの」
　そこで、柊は口を閉ざした。口にするべき言葉を探すというよりも、本当に口にしていいのか今なお迷うように。
「中学のときだと思う」
　柊は語る。その、覚えていない最初のきっかけを、なんとか探りだそうとするように。
「高校の入学式で見かけたときには、もう好きだった。でも中学のときは別の学校だったし。どこで会ったのか、どこで見かけたのかも覚えてない。一ひと目め惚ぼれだったのかな。それとも他に何かあったのかな。よく……わからないの」
　だから──と、柊の独白めいた告白は続く。
「エレクシアちゃんが、あんたに懐なついた理由は何となくわかる。考えてることがわかるからじゃなくて……あたしと同じなんだなぁってさ。ほら、よく言うでしょ？　人を好きになるのに理由はいらないって。あたしもそう思う。優やさしいとか格好かつこいいとか理由を付けたら、じゃあその人以上に優しかったり格好いい人が現れたら、気持ちも変わるの？　って思うし。だから、好きになったきっかけなんて覚えてなくていいと思ってた……思おうとしてた。ねぇ、神村」
　柊が俺を見る。その表情には不安の色を濃こくし、目には今にもこぼれ落ちそうなほどの涙をため込んで。
「あたしの記き憶おくの混濁って何なの？　あたしは本当に四年前から存在していたの？　エレクシアちゃんの自我や魂は、あんたのお姉さんと結ばれるもの？　真壁はエレクシアちゃんを失敗作だと言ってたけど、だとしたら……あたしは？　あたしは──」
　柊はそれでも躊躇ためらう。できることなら目を逸そらし、口を閉ざして顔を背そむけたいと思っているのかもしれない。
「──あんたの……お姉さん、なの？」
　それでも、柊は踏み込むことを選んだ。
「それは……」
「ねぇ、答えて！　答えてよ……」
　ため込んでいた涙が、一滴てき、二滴とこぼれ落ちた。堰せきを切ったようにあふれ出す涙は、頬を伝って止とめ処どもなく流れ落ちて行く。
「答えてくれないと……あたし……あたしは……」
　包帯まみれの両手で、柊は痛いくらいに俺を掴んできた。
「悠……答えて」
　そんな柊を前に俺は、そっと息を吐いた。
「ここへ来る前に、エレクシアのところにも寄ってきたんだ。あの子にも、今のおまえと同じようなことを言われたし、同じことを聞かれたよ。それで俺は『違う』って答えた。でも、おまえには正直に言うよ」
　所長は考えろと言った。荻窪さんの話と真壁の話、その二つの情報を精査してみろと言っていた。
　ここに来るまで、ずっとそのことを考えていたんだ。考えて考えて、それでひとつの結論を導き出すことができた。それが完璧とは言えないが、今の俺が持っている情報で導き出せる結論なら、なんとか絞り出すことができた。
　都合のいいごまかしでも、柊を安心させるためだけの嘘でもない、俺の持つ情報から導き出した、ひとつの答え。それを柊に告げようと思う。
「おまえには、俺の姉さんらしさを感じることは……ある。それは間ま違ちがいない」
　たとえば、リメイン・マターを巡る一件で柊が俺の家に来たとき。姉さんの部屋で見せた仕草や、姉さんの部屋を見た時に柊自身が口にした言葉がそうだ。
　また、リメイン・ノートを巡る一件で、姉さんが消えたとされる場所を訪れたとき、何の変へん哲てつもない場所であるにもかかわらず、柊は「嫌な場所」と言っていた。
　今にして思えば、柊がそう思った理由や見せた行動には、姉さんの記憶や経験があったから……と言えなくもない。
「結論から言う」
　そんな姿を見て来て、俺が知る知識を総動員させて、そして導き出せる結論は、どう頑張ってもひとつしかない。
「おまえが姉さんであることは……あり得ない」
「……え？」
　俺の結論を聞いて、柊はぽかんと口を開いた。
「で、でも、だって今……」
「いいから聞け。ギフト・キャリアが誕生した本来の目的を覚えているか？」
　それは、荻窪さんも真壁も言っていたことだ。ひとつの魂を数百年、数千年に亘わたって現世に留め、人じん為い的てきに『神』にまで昇しよ華うかさせることだと。
　そして荻窪さんは言っていた。
　それは偽神降誕計画デウスレプリカ・プロジエクトと呼ばれ、その計画遂すい行こうの過程で全能者は誕生し、その全能者とて鬼き神じんのレプリカ、リメイン・オーガ開発の過程で誕生したに過ぎないと。人を『神』の領域まで押し上げるには、既存の魂ではなくゼロから作り出さなければ意味がない、とも言っていたんだ。
「荻窪さんの話が真実なら、そうするとエレクシアはリメイン・オーガの『器』として誕生したことになる。そしておまえがエレクシアと同じ目的のため、人為的に誕生させられていたとすれば……おまえの中にあるモノは姉さんじゃない。リメイン・オーガとして誕生したモノでなくちゃならないんだ。そして姉さんは、リメイン・オーガなんて存在じゃなかった。それは間違いない」
「あ……」
　だから、柊は姉さんじゃない。俺はそう思う。
「で、でも荻窪さんの話が本当だとは……」
「だとしてもだ」
　柊が思うように、俺もそのことは考えた。
　あのとき荻窪さんが口にした言葉は、真壁の信じていたものを砕くだくため、その場の閃ひらめきで口にしたデマカセだった可能性もゼロじゃない。
　そうだとしても、柊の中にあるモノが姉さんであることはあり得ない。
「荻窪さんが来る直前、真壁はおまえを見て『完全なる──』と言いかけていた。あいつは、おまえが姉さんの完全なレプリカだと……言おうとしてたんだと思う。エレクシアが失敗作だと知った上で、おまえを完成品と考えたんだ」
　だとすれば、ますますおかしい。あり得ない。それは真壁が、自分で自分の考えに矛むじ盾ゆんを示したことになる。
「もしおまえが姉さんのレプリカとして完成した存在だと言うのなら、おまえと姉さんの知識や経験は一致してるはずだ。真壁の理り屈くつはそういう話じゃないか。けど、おまえは確かに姉さんを思わせるところはあるが、完全一致はしていない」
　だから今、俺が知っている情報で導き出だせる結論はひとつしか残らない。
「おまえもエレクシアと同じだよ。おまえはおまえだ。『神村このえ』でも、それ以外の誰かでもない。柊美鈴なんだ」
「そ……」
　俺の両腕を掴んでいた柊の手から力が抜ぬける。まるで憑つき物ものが落ちたかのように、激しく感情を揺さぶっていたものが消えていくのが、見ていてわかった。
「そっか……そう……か。あたしは……あたし、で……いいんだ」
「そうだよ。だから何も気に病やむことはないんだ。ただ──」
「あ……れ？　でも、それじゃあ……」
　話はまだ終わっていなかったのだが、柊は俺おれの結論を聞いて何を考えたんだろう。見る見るうちに、頬のみならず顔一面をリンゴみたいに真っ赤に染め上げた。
「ね……ねぇ……あの、さっきの……あたしの、話……」
「あ？　ああ、好きな人がどうとか、」
[image: 画像]
「ぎぃやああああああっ！」
　俺がそんなことを口にした瞬しゆ間んかん、柊は悲鳴を上げてベッドのサイドレールを抜き取とり、思いっきり振り回まわしやがった。幸いにして回かい避ひに成功したが、耳元をかすめた風斬きり音が半はん端ぱない。
「ちょっ、てめえバカかこら！　人のことを撲ぼく殺さつする気か！」
「わっ、わす、わすす、忘れなさいっ！」
　人の話をまるで聞きやしねぇ。
「あ、あた、あたしの、全部、ここで言ったこと……忘れなさいっ！」
「え？　いやでもおまえ、その話って、」
「忘れろおおおおおおっ！」
　再び雄お叫たけびを上げてサイドレールを振り回す柊を前に、俺は病室から一目散に逃げ出した。俺でなくても、あんな危険極きわまりない奴やつからは逃げ出すに決まってる。
「はぁ～……」
　あいつからはあれだ、刻印護ご符ふを取り上げた方がいいのかもしれん。何かを壊こわしてもすぐに直せるから、あんな風に暴れるんだ。
「ったく……」
　柊め、自分が言いたいことを言って、こっちの話はまるで聞いちゃくれない。
　そもそも「忘れろ」と柊は言うが、あんな告白を受けて、いったいどこの世界に「わかりました」と素す直なおに受け入れる奴が居るってんだ？　皆みなまで言わずとも、あいつの想おもう相手がどこの誰かなんて、考えるまでもなくあからさまじゃないか。
「………………」
　俺はちらりと病室の中を覗き見た。柊は、遠目でもわかるほど頬を朱しゆに染めて、今なおくねくねしてやがる。
　ありゃダメだ。今ここで顔を出しても、また襲いかかってくるに違いない。ほとぼりが冷めるまで、あのままにしておくしかなさそうだ。
　仕方がないので今日はこのまま撤退しよう。明日にでもまた見舞いに来て……そうだな、その時にあいつが「忘れろ」と言っていたことを掘ほり返してみようか。
　そんなことをすればロクでもないことになりそうだが……今はただ、平へい穏おん無ぶ事じに済むように、俺と同化しているリメイン・マターに深く強く、そして切実に願おうと思う。
あとがき




　初めましてあるいはご無ぶ沙さ汰たしております、にのまえです。まさかまさかの第三巻を、皆々様のおかげで何とか世に送り出すことができました。ありがとうございます。
　そういうわけで三巻目のあとがきなわけですが……えー、今回はいったいどうしましょう。相変わらず、誌し面めんを割さいてまで語りたいことが特に思い当たらないわけですが。
　──と書いて、そこまで話わ題だい性せいのない人生を歩んでいるんだろうか？　と思ってみたり。
　これはもしかすると、自分の注意力や周しゆ囲ういに対する関心の薄うすさが原因かもしれない。普ふ段だんの生活はどんなもんだっけ……と言うことで、特に予定もない、平均的な一日の行動スケジュールをざっくり書き記してみましょう。


　起床→仕事→コンビニ→仕事→仮眠→起床→仕事→夕飯→仕事→就寝。


　……あれ？　もしかして、一行で事足りる日々ですか？
　いやいや、まさか。ははは。そんなバカな。
　これはあれですよ、一日の流れをざっくばらんに書いたからこうなったのであって、その間にこまごまとした事があるんですよ。ええ、あるんです。
　あれですほら、えーとその……そう！　食事に使った食器を洗ったり、お風ふ呂ろの掃そう除じを……した、り……。
　……どっちにしろ、人とほぼ会ってないな……。
　それに、なんだか仕事の割合が高いように読み取れますが、まだまだ自分は駆かけ出しの作家です。当然、仕事場＝自宅なわけです。言うなればプライベートの切り分けが上手くできてないと言えなくもなく……そもそも「仕事」と書かれてある部分の大半はネットを徘はい徊かいしてるような……うん……まぁ……。
　お、そうだ！　ちょうど今は二〇一〇年が始まったばかり（これを書いてる時は、まだ一月）なので、目標を立てるにもいい時期です。
　一年の計は元がん旦たんにあり。
　思い立ったが吉日。
　いやあ、昔の人はいいことを言ったもんだ。
　というわけで、今年の目標は──もっと外に出よう！　これに決めました。
　もっとも、あくまでも目標なので、達たつ成せいされないこともあるわけです。今年が終わる頃ころに一年を振ふり返り、もにょん、とした気分になりそうですが、今は考えないようにします。
　どちらにしろ、目標を達成するためには、早く仕事を仕上げることですね、わかります。




　では、最後には。
　イラストのをんさんと担たん当とうさんには、今回も大いに助けていただきました。また、本作を世に送り出すのに携たずさわった皆様方にも同様です。ありがとうございました。
　そして、本書を手に取っていただけた読者の皆々様方に最大級の「ありがとう」を。願わくば、またお会いできることを祈りつつ、この辺りで筆ふでを置かせていただきます。




「民安★ＲＯＣＫ」アルバム「Power Halation」を聴きながら
二〇一〇年一月吉日　にのまえあゆむ
◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆
〒151-0053　東京都渋谷区代々木2-15-8
㈱ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部
にのまえあゆむ 先生／をん 先生
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